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　――『その隕いん石せき』が発見されたのは、西せい暦れき二一一七年十月のことであった。




　当時の世界総人口はおよそ三十億。二十一世紀初頭の半分以下に減少していた。

　二十一世紀の中ちゆう盤ばん、世界の一体化グローバリズムの反動か、人々は纏まとまりを失って千々に乱れた。

　国連は有名無実となり、ＥＵは雲うん散さん霧む消しようし、ロシアと中国は少数民族の一いつ斉せい蜂ほう起きによって分断され、石油の尽つきた中東諸国は無数の盗とう賊ぞく集団となって略りやく奪だつを繰くり返かえした。

　もっともひどかったのはアメリカ合衆国であった。人種の坩る堝つぼと呼ばれた多民族国家は、世界の紛ふん争そうの縮図の如く吸収と分ぶん裂れつを繰り返した。人種、宗教、政治思想、あるいは支持する陰いん謀ぼう論ろん。あらゆる差異によって各勢力が相争い、勢力内でも派は閥ばつ争いで四し分ぶん五ご裂れつ。米国正統政府を名乗る集団は、一時期には百を超こえていたという記録がある。

　世界中に吹ふき荒あれる暴動と紛争は『世界騒嵐デイスターブ・ストーム』と呼ばれた。

　核かく兵へい器きは使われなかったが、それはけして思し慮りよ深ぶかさ故ゆえのことではなかった。誰だれが敵で誰が味方か曖あい昧まいとして、何処どこに向けて発射すれば良いかの判断すら付かなかったのだ。

　混乱の嵐の中で科学技術を維い持じできていたのは、鎖さ国こくを効率的に行えるアジアの島国や独立したハワイ諸島などの、ごくごく狭せまい一部の地域だけだった。

　果てがないと思われた狂きよう騒そうが飢うえによって自然消しよう滅めつした二〇八〇年代、沖おき縄なわ諸島と台たい湾わん島とう嶼しよが形成する小さな連合国家において、人類を救うエネルギー革命の嚆こう矢しが放たれた。

　潮ちよう汐せき炉ろの一号機が完成したのだ。

　重力の揺ゆらぎからエネルギーを取り出だす潮汐炉は、この宇宙に存在する限りほぼ停止することのない半永久機関であり、究極のクリーンエネルギーでもあった。

　この潮汐炉によって、世界は文字通り光を取とり戻もどした。食しよく糧りよう問題も回復に向かい、生き残っていた国々が曲がりなりにも『国家』としての体てい裁さいを整え直す事が可能となった。




　世界騒嵐の揺り戻しで急速な復興と発展が成された二十二世紀初頭、通信の復活した宇宙望遠鏡が地球に接近する小しよう惑わく星せいを観測した。

　後に『アングルボダ』と名付けられることになるこの小惑星は、観測者たちを大いに恐きよう怖ふさせたが、地上に致ち命めい的てきな被ひ害がいを与あたえることはない大きさだと判明すると、皆みながほっと安あん堵どの息を吐はき出し、流れ星が見れる日を指折り数えるようになった。

　そして二一一七年十二月二十四日、小惑星アングルボダは大たい気き圏けんに突とつ入にゆうし、無数の破は片へんに分裂した。かろうじて燃もえ尽きず地上に落ちた破片は事前の予測通りオーストラリアの砂さ漠ばく地帯に落下し、ドローンやロボットによる探たん索さくが開始された。

　翌年の二月には、三つの破片『ヘル』『フェンリル』『ヨルムンガンド』が発見され、それぞれ別の研究機関で解かい析せきが開始された。

　小惑星アングルボダは泡あわ状じようの間かん隙げきを多く持っていたらしく、この間隙に宇宙由来の星間物質が封ふうじ込まれている事が期待され、まず破片フェンリルが切断されることになった。

『フェンリル内部に未知のタンパク質を発見』

　フェンリルの内部解析の第一報に、世界中の科学者が興奮した。

　だが、その第一報を最後に、フェンリルの解析を行っていた研究所は沈ちん黙もくした。

　何が起こったのか？

　その疑問は、第二国連の派は遣けんした調査団によって判明した。

『ウイルスか細さい菌きんかはわからないが、生物が正体不明の『ナニカ』に汚お染せんされている』

　この報告が発せられた二一一八年五月十三日が、後に『有機汚染ＰＯＭ』と呼ばれる災さい厄やくの始まりと記録されることになる。

　コピーされたように画一化された意思のない人々が蠢うごめき、統とう率そつの取れた鳥ちよう獣じゆうたちが凄すさまじい速さで汚染を拡散させた。

　原因は何か――それは調査中だったフェンリル以外にありえないと結論した第二国連は、残ったヘルとヨルムンガンドを最高レベルの危険物とした上で解析を開始した。

　結果、ヘルとヨルムンガンドの内部間隙にも未知のタンパク質が発見された。正常なタンパク質の立体構造を変化させる感かん染せん性せい、すなわちプリオンの特性を持っていたこのタンパク質は、『宇宙由来の感染性タンパク質エクステラリアル・プリオン』――『エプリオン』と名付けられた。

　有機生命体であれば種族も問わず感かん染せんし汚染するエプリオンは、瞬またたく間まに世界を席せつ巻けんし、生物の肉体と魂たましいを不可逆的に変質させた。

　人々はエプリオンによる有機汚染を食い止めるべく尽じん力りよくした。

　世界騒嵐でも使用されなかった核兵器でエプリオンに汚染された『伝でん染せん体たい』を焼やき払はらおうとしたが、一分子でも無事なエプリオンが残っていれば意味はなかった。宇宙空間を旅してきたエプリオンは、通常のタンパク質と比べ物にならない耐たい熱ねつ、耐たい紫し外がい線せん、耐たいｐＨ特性を備えており、すでに地上を三み度たび焼き尽くそうと手て遅おくれの状態だった。

　目に見えないほど小さな、微び生せい物ぶつどころかウイルスよりも微び細さいなタンパク質の粒つぶによって、人類は――地球上の有機生命体はあっけなく滅めつ亡ぼうの淵ふちに立たされた。

　第二国連は人類の保存を第一義とする『オペレーション・アガルタ』を発動。

　伝染体を増やさぬ為ため、地上は半永久的な冬をもたらす人工雲で覆おおわれた。三千万種にも及およぶとされた生物種の殆ほとんどが死に絶え、地上は死の大地となった。

　汚染を逃のがれた僅わずかな人類は地上を捨て、地下のシェルター都市へ引ひき篭こもった。

　そして、地上にはシェルター防衛の戦力として、エプリオンに汚染される事のない戦せん闘とう用珪けい素そ生命体――レプリノイドが配備された。




　エプリオンの有機汚染からおよそ百年。

　それが彼かれ――六ろつ方ぽうカザネの知る〝世界〟の筈はず、だった。







四章　嘲ちよう弄ろう
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「ああ、まったく……」

　百合ゆり原はらハルカが、呆あきれ返ったように鼻で嘲あざ笑わらった。

　艷つややかで長い黒くろ髪かみの、涼すずやかな細ほそ面おもての美少女。それ故にか、その美び貌ぼうに顕あらわれた感情は、真っ白な紙に落ちたインクの染しみのように、周囲の光景から顕けん著ちよに浮うかび上あがっていた。

　真っ黒で、どろりとした、底なしの嘲ちよう弄ろう。

　普ふ段だんの、孤こ独どくのみを友とする無表情な態度とは正反対――いや、ある意味この嘲ちよう笑しようも普段通りと言えるかもしれない。ノブの壊こわれた蛇じや口ぐちみたいに垂れ流しの嘲笑を目まの当あたりにすれば、誰だって納なつ得とくするだろう。

　この女の無表情は、すべてを馬ば鹿かにしきっていたが故の顔、嘲笑の一側面に過ぎなかったのだ、と。

「ああ、まったく……六ろつ方ぽうカザネ。貴様はまったくもって滑こつ稽けいだ」

　百合原が僕ぼくの名を口にする。けれどあまりにべったりと嘲あざけりの毒を含ふくんでいるせいか、それが自分の名前のように感じられなかった。

　彼かの女じよはニヤニヤと目を細めて僕の胸むな元もとを見る。

　僕の胸には、ほんの十秒前に彼女が開けた大穴があった。

　即そく死しして然しかるべき大穴を、僕は夢ゆめ現うつつに見下ろす。

　赤い血でなく、白い液体の滴したたるその傷を。

　赤い筋肉ではなく、白く濁にごった繊せん維いが剥むき出したその傷を。

　人間のはずの僕の胸に空いた、非人間的な空くう隙げきを。

「…………なん、だ……これ……」

　僕の呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきが、甲かん高だかい嘲笑に掻かき消けされた。

　よろよろと顔を上げると、百合原が黒髪を揺らし、すらりとした身体を大きく反らして高笑いしていた。おかしくて堪たまらないと、壊れたスピーカーみたいに笑い転げる。

「あはははは！　ああ、まったく！　こんなに笑わせてくれる人形ははじめてだ！」

「っ……」

　――人形。

　それは、この『学校』の生徒たち――レプリノイドたちを指す言葉のはずだ。

「ぼ、僕は人間で……」

「人間？　はははははははっ！　お前が人間だと!?　その身体でか？　はははははっ！　あまり笑わすな！　私を笑い殺す気か!?」

「…………」

　僕は六方カザネ。

　僕は東京シェルターで生まれ、この『学校』の教師役に選ばれた人間……その筈だ。

「……僕は、人間……だ」

「――――」

　耳みみ障ざわりなほど垂れ流しになっていた百合原の笑い声がぴたりと止まる。

　ドームの内ない壁へきの作られた空へと向けられていた顔が、そろりと僕へ戻された。

「っ……！」

　嘲りを垂れ流しにしていた顔が、常つね日ひ頃ごろの無表情へと戻っている。その代わりというべきか、僕を見下ろす瞳ひとみにはゾッとする光が凝ぎよう縮しゆくしていた。

　人が人を見る眼めではなかった。

　彼女は僕を対等の存在と見ていない。檻おりの中で解かい剖ぼうを待つだけの実験用ラットか、それともうろちょろする小こ煩うるさい羽虫か……その程度の取るに足らないものを眺ながめる眼だった。

「……六方カザネ。貴様はなんで此処に居る？」

「………………え？」

「この『学校』が完全密閉されたドーム内だとはいえ、ここは地上だ。エプリオンに汚染された地上だぞ？　いくらレプリノイドが怖ろしいフランケンシユタイン・コンプレツクスとはいえ、それを誤ご魔ま化かすために貴重な人間を地上に上げるか？　そんな危険を冒おかす必要がどこにある？」

「そ、れ……は……」

「そもそも、生身の人間なら絶対に頷うなずかないだろう。壁かべ一枚向こうには有機生命体を侵おかす猛もう毒どくが蠢いている。そんなところにわざわざ近づく人間がいると思うのか？」

　ひとつひとつ言い聞かせるように話す百合原。

「マトモな人間なら地上に、『学校』になんてやって来ない。なら『学校』で授業モドキをしているキサマはいったい何だ？」

　言い聞かす――いや、逃にげ道みちを塞ふさぐように、百合原は言葉を重ねていく。

「『学校ここ』は見み世せ物もの小屋だ。人間を守る存在が人間に阿おもねる存在だ、と安心する為の見世物小屋。そんなオママゴトの見世物小屋に、マトモな人間が入ってくるものか」

　百合原の口角が再び吊つり上がった。

　見世物小屋の檻の向こうの、珍めずらしい獣けものを眺めるようなせせら笑い。

「貴様らは、人形だ。人間の振りをする人形よりも滑稽で、憐あわれで、踏ふみ潰つぶしたくなるほどおぞましい、人間と思い込んだ人形だ」

　百合原が繰り返し繰り返し『人形』と口にする。

　僕に言い聞かせるように、教え込ませるように、繰り返し繰り返し。

「ほら、それを見てもまだ人間と言い張るか？」

　百合原の白く細い指が僕の胸に突つき付つけられる。

　先ほど百合原に打ぶち開けられた僕の胸の傷が、急速に閉じようとしていた。捻ねじれてひしゃげた水すい晶しよう質しつの筋組織が、滲にじんだ白い循じゆん環かん液えきによって修復され、結び直されてゆく。

「〝人間らしさ〟を教える教師も人間もどきレプリノイドというわけだ。貴様は人間の振りをするレプリノイドを馬鹿にしていたが、人間だと思い込んでいたレプリノイドと、果たしてどちらが馬ば鹿か馬ば鹿かしく愚おろかな存在なのか」

「…………なら……君は、何なんだ……？」

　僕は決死の覚かく悟ごで百合原を見返した。

　けど、彼女の瞳に映る僕は、死しに掛かけのネズミみたいに怯おびえた顔をしてた。

「…………君は、〝人間〟なのか？」

　瞬しゆん間かん、僕は喉のどを掴つかまれて吊り上げられた。

　百合原の指がもの凄すごい力でぎりぎりと食い込む。

「……何故なぜ、私が〝人間〟だと思う？」

「り……理事長に、言われ……生徒に紛まぎれた……に、人間を探、せって……」

「二に階かい堂どうイツキか。ちっ、何かヘマをしたか？　他のレプリノイドより優ゆう秀しゆうな戦闘性能を示せば気付かれることはないと思ったのだがな……」

　ぶつぶつと考え事をしている百合原だが、彼女の言葉の意味を考える余よ裕ゆうは僕になかった。首を掴まれて苦しい、のではなく、呼吸ができなくても大した苦しみを感じない事にショックを受けていた。

　足あ掻がくことすら忘れて呆然としていると、百合原が唐とう突とつに僕の首から手を離はなす。

　受け身も何もなく無様に尻しり餅もちを突くと、髪かみが掴まれて無む理り矢や理り顔を上げさせられた。

「――一応確かく認にんしておこう、六方カザネ」

　眼前に、百合原の顔があった。

　こうして間近で見ると、本当に美しい顔だった。造作が整っているレプリノイドの中にあっても特に美しい、芸術品のように隙すきのない美貌。

　少し前まではあまりに整い過ぎた美貌なので非人間的な印象があったが、一度無表情が崩くずれると、作り物めいた無機質さは完全に払ふつ拭しよくされてしまった。

　憐れむように細められた切れ長の目。

　三日月めいた弧こを描えがく口こう唇しん。

　相手を皮肉るこの表情を見れば、『作り物みたい』なんて感想はもう絶対に出てこない。

「私の質問に正直に答えろ。もし嘘うそや誤魔化しがあると感じたら即そく座ざに破は壊かいする。いくら作り物の精神でも、消えるのは恐こわいだろう？」

「……わかった」

「では、最初の質問だ。貴様以外に〝人間〟を探している教師はいるのか？」

「……いない、と思う……」

「貴様が〝人間〟を探していることを知っている教師はいるか？」

「……いない、はずだ……」

「何故二階堂イツキは貴様に〝人間〟を探せと命令した？　理由を知っているなら喋しやべれ」

「……シェルター運営委員会からの指示だと言っていた。シェルターに退たい避ひさせた前文明時代のデータを発掘サルベージしていて、水晶電脳に意識を移した人間がいるらしい、と……」

「ふん？　私の行動を不ふ審しんに思ったわけではないか。まぁ、そうだろうな。それでバレるならとっくにバレている」

　マヌケな連中だと、百合原はせせら笑った。

　自分以外の何もかもを馬鹿にしきった、傲ごう岸がんと呼ぶのも憚はばかられる底なしの嘲弄。

「……君は、〝人間〟なのか……？」

「だとしたらどうする？　私が〝人間〟だったらどうだというのだ？　そもそも私が〝人間〟かどうかなんてすぐに分かってしかるべきじゃないか？　なぁ、六方先生？」

　百合原が厭いや味みったらしく嗤わらう。

　悔くやしいことに、普ふ通つうなら醜みにくく歪ゆがむせせら笑いですら、百合原が浮かべると妙みような迫はく力りよくがあった。彼女の嘲笑には目を逸そらせなくなる奇き妙みような力があって、僕は瞬まばたきも出来ずに彼女の顔に見入っていた。

「では、私からの新しい命令だ。六方カザネ。私が〝人間〟であると報告するのを禁じる」

「……なん、で……？」

「貴様は人形だろう？　人形なら〝人間〟の命令に従うのは当然じゃないか？」

「…………」

「嫌いやだというならそれもいいだろう。その場合は即座に貴様を破壊する。なに、代わりの人形なんていくらでもいるだろうからな。単なる事故で済まされるだろうさ」

「……ドーム内での戦せん闘とう行こう為いは禁じられている。そもそも制限が……」

「私は〝人間〟だ。レプリノイドの禁則事じ項こうなど、私には関係ない」

「…………」

「さぁ、どうする？　終わりたいならいますぐ終わらせるが？」

「……分かった」

「ふん。最初から素す直なおに頷いていればいいものを。中ちゆう途と半はん端ぱに〝人間らしく〟振る舞まうくらいなら、人形なら人形らしくしていろ」

　百合原が鼻を鳴らす。

　……今日だけで、一生分は鼻で笑われた気分だ。

　僕の髪から手を離はなすと、百合原はまっすぐ立ち上がって無表情に戻った。

「――それでは失礼しました、六方先生。明日も今日と同じようによろしくお願いします」

　さっきまでの乱暴な口調を丁てい寧ねいな――慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなほど平へい坦たんなものに戻して一礼し、百合原は僕に背を向けて去っていく。僕は声を出すこともできず、黙だまって彼女を見送った。

「…………ああ……」

　百合原が姿を消して、ようやく僕は声を漏もらした。

「……ああ……あぁ……あ……」

　胸に穴が空いたみたいな虚きよ無む感かん。胸の傷はほとんど塞がりかけているが、まだ胸に大穴が開いてる気分だった。

「……何で……」

　何で、僕は人間であると思っていた？

　何で、僕は人間であると思わされていた？

　何で、何で、何で……

　疑問が一つ浮かぶと二つ三つとねずみ算式に膨ふくれ上がり、僕は何ら回答らしいものを導くことも出来ずに戸と惑まどい狼狽うろたえるばかりだ。

　だが、一つだけハッキリしていることがある。

　此処であったことは誰にも知られる訳にはいかない。

　自分が人間じゃないと気付いたと、例えば二階堂理事長に知られたら、どうなる？

　僕は、自分が人間だと思っていた。

　それは、必要だから思い込まされていたのではないのか？

　もし、僕が自分が人間でないと気付いたと知られたら、理事長は――『学校』を統とう括かつするシェルター運営委員会は、人間ではないと気付いた『人形』をどうするだろうか？

　廃はい棄きか？

　それとも再起動リセツトか？

　いずれにせよ、こうして僕が『僕』と認にん識しきしている自意識は消え去るだろう。

「う、うう……」

　消える。

　死ぬ。

　そんなのは嫌だ。

　百合原の言った通り、消えるのは恐い。この自意識が人間と思い込まされた作り物だとしても、この嫌けん悪お感かんと恐怖が設定プログラムされた作り物だとしても、恐いものは恐いのだ。

　僕は、消えたくない。

「…………」

　呻うめき、震ふるえている間に、いつの間にか胸の穴は塞がっていた。

　どうやら僕の中に充じゆう填てんされている自己修復ナノマシンは、戦闘用レプリノイドと何ら変わらない性能を持っているらしい。

「……ほんとに……人間じゃ、ないんだ……」

　元通りになった胸を擦さすりながら自じ嘲ちよう気味に笑う。

　非人間である証明を擦りながら、僕は自分の記き憶おくを思い返した。

　どれもこれも、霧きりがかっていた。父と母の顔はぼやけたレンズ越ごしに見てるように揺らめき、シェルターにあると思い込んでいた実家の間取りや内装もはっきりしない。自分の部屋のカーテンの色すら思い出せなかった。

　よくこんな曖昧で穴だらけな記憶で、僕は自分が人間だと思い込めたものだ。

　――だが、そういうもので十分なのかもしれない。

　人間は記憶を完全な形で保持など出来ない。抜ぬけもあるし劣れつ化かもする。大たい抵ていは「そういう記憶もある」程度で想起は停止してしまう。

　なんとも〝人間らしい〟ことだ。

「…………戻らないと……」

　いったいどれくらい蹲うずくまっていたのか。

　いつの間にかドームの人工空がすっかり暗くなり、僕はよろよろと立ち上がって職しよく員いん寮りようへ歩き出した。建物の陰かげから陰を移動し、息を潜ひそめながら進む。この時間ならすでに学生も教師も自室へ引っ込んでいるはずだが、穴の空いたシャツを見み咎とがめられる訳にはいかない。

　幸いにも、誰にも会うことなく職員寮へ辿たどり着ついた。寮の廊ろう下かでも、お掃除ロボテントウムシとすらすれ違ちがうことなく自室へ滑すべり込めた。

　部屋のドアがしまってようやく、潜めていた息を深々と吐き出した。

「……ははっ……」

　安堵の吐と息いきに、僕は皮肉げな笑いを滲ませた。

　珪素生命体であるレプリノイドのエネルギー源は半永久機関である潮汐炉だが、肉体の新しん陳ちん代たい謝しやに関しては植物に近い。つまり僕の呼吸は、人間とは正反対、二酸化炭素を吸引し酸素を吐き出していることになる。

　無意識に〝人間らしい〟行動をしていても、生命に必ひつ須すの呼吸からして異質で正反対――そのことが妙にバカバカしく感じられてしまったのだ。

　ささくれ立った心境そのままに、シャツを引き千切るように脱ぬぎ放つ。

　洗面所の鏡で確認すると、胸に開いていた穴はきれいに塞がっていた。引ひき攣つりも、肌はだの変色もない。あれは白昼夢だったと思いたくなるくらい、なんの痕こん跡せきもなかった。

　いっそ、このままあれは悪夢だったと結論して、明日からいつも通りに過ごしたい。

　けど、脱ぎ捨すてたシャツには大穴が空いているし、白い液体がこびり付いている。

「…………」

　シャツをゴミ箱に放ほうり捨て、ベッドに身体を投げ出す。

　疲つかれた。

　もう一秒だって何も考えたくない。

　シーツを頭から被かぶり、僕は目を閉じて思考を放ほう棄きした。




２




　――ああ、まただ。

　僕は形にならない溜ため息いきを漏らした。

　またこの夢だ――

　骸がい骨こつみたいに痩やせこけた桜の樹きの下で、僕が黙もく々もくと穴を掘ほっている。

　ただし今回は、自分が穴を掘る光景を、僕は幽ゆう体たい離り脱だつしたみたいに俯ふ瞰かんしていた。

　やがて深くなった穴の底で立たち尽くしていると、節くれだった桜の枝が蠢きだし、掘り返した土を穴の中へ戻しはじめた。

　桜の樹に埋うめられていく僕自身を、俯瞰する僕は不気味なほど冷静に眺めていた。不思議と、穴の中の僕は桜の樹に埋まい葬そうされるのが当然だと思っているのだと悟さとっていた。

　――埋葬？

　不意に浮かんだ単語に首を傾かしげるが、すぐに納得した。

　そうだ。

　そうだった。

　僕は自分を葬ほうむるための穴を掘っていたのだ。

　徐じよ々じよに埋まってゆく穴の中の僕が、瞬きもせずに真上を見上げていた。その眼と、俯瞰する僕の視線が絡からまった。

　穴の中の僕が、にぃ、と笑った。

　いや、嗤ったのだ。

　いつの間にか、俯瞰する僕も笑い出した。

　穴の中の僕を真似まねるように、醜く昏くらく嗤い返した。





※　※　※






「…………最悪だ」

　目覚めは最悪だった。

　当然だ。不気味で陰いん気きな夢を見たのだから。

　身体には何の異常もないはずだが気分が重い。漬つけ物もの石いしでものっかってるみたいだ。

　胸が、重い。

　とても、重い。

「…………は？」

　いや、物理的に重かった。

　僕の身体の上で、シーツの塊かたまりがもぞもぞと蠢いている。

「っ!?」

　シーツを引っ剥ぱがすと、そこには最近お馴な染じみになっていた光景があった。

「ふはっ。先生ぇのニオイ、パないですぅ」

　ピンク色の髪の美少女が、その無む駄だに大きくて柔やわらかな胸を、僕の胸に擦すり付けていた。

　三み十と刈がりアイラだ。

　性しよう懲こりもなくまた忍しのび込んだらしいが、今朝はいつも以上の淫いん乱らんピンクぶりだった。天使みたいに可か憐れんな美貌が、発情した野の良ら猫ねこもドン引きするくらい蕩とろけきっている。

「先生ぇ、とうとうあたしを受け入れてくれる気になったんですねぇ？」

　素す肌はだをさらしている僕の上半身に頬ほおずりしながら三十刈がのたまう。

「どんと来いです！　さぁ、気持ちよくなって元気になりましょう！」

　三十刈が何の衒てらいもない、あまりに脳天気な満面の笑えみを向けてくる。

　慄然ゾクリと、背筋が凍こごえた。

　――『学校ここ』は見世物小屋だ――

「きゃあっ!?」

　思い切り、容よう赦しやなく、力の限りに三十刈を突き飛とばした。

「ふにゃぁあ……先生？」

　床ゆかに転がった三十刈が僕に向けて小首を傾げる。

「……出てけ……」

「先生ぇ……？」

「とっとと出てけ！」

　余裕のない叫さけびを浴びせて三十刈を追い出す。廊下に押おし出された三十刈が往おう生じよう際ぎわ悪くドアを叩たたくが、けして開かぬよう手で押さえて「さっさと消えろ」とひたすら念じ続けた。

　三十刈がようやく諦あきらめて気配が遠とお退のくと、僕は崩れ落おちるように膝ひざを突いた。

「…………冗じよう談だんじゃない……！」

　三十刈を抱だく？

　なんの冗談だそれは。

　人形が人形を抱くなんて、それこそ百合原の言う『見世物小屋』じゃないか。

「…………朝から、最悪だ……」

　いつもより念入りに顔を洗ったが、最悪な気分は一ミリグラムも軽くならない。

　格好を整えて部屋を出、食堂で朝食を受け取るが、まったく食が進まない。無意味にオムレツをフォークでつついて時間が過ぎていく。

　……この食事の成分は何なのだろうか……？

　エプリオンの有機汚染は非生命体のタンパク質にも及ぶ。卵なんて、タンパク質の塊だ。汚染されたらひとたまりもない。

「っ――」

　そう考えて、息が詰つまりそうになった。

　人間が生活する時、そこには人間だけが存在するわけではない。食料も大量に必要で、そこにも有機汚染のリスクがある。いくら閉へい鎖さ環かん境きようといっても『学校ここ』は地上。分厚い岩がん盤ばんで隔へだてられた地下シェルター都市と比べたら、『学校』のドームなど蚊帳かやみたいなものだ。

　すこし考えが及ぶだけで、『学校』に生身の人間が居ることのリスクに目眩めまいがしそうだった。まともな人間なら食事が喉を通らなくなるだろう。『目の前の食べ物は有機汚染されているのではないのか？』と常に不安になって。

　食べ物だけじゃない。『学校』に植林された観葉植物だって汚染対象だし、酸素供給用の葉緑素フィルターにもタンパク質が使われている。

　人間の生活は、それを支えるのに大量の有機物が必要になる。そのすべてが致ち命めいのリスクに早変わりしてしまうのだ。

「…………」

　今いま更さらながらに、エプリオンの有機汚染の恐おそろしさ、おぞましさに身み震ぶるいする。危険な毒物、有害なウイルスよりも、もっともっと性質たちが悪い。人類史上最悪、という言葉ですら生なま温ぬるい。

　エプリオンは、地球生物史上最悪の災厄だ。

　炭素ベースの有機生命体である限り、一度接せつ触しよくすれば逃れられない。唯ゆい一いつの対たい抗こう策さくは、ただひたすら非ひ接せつ触しよくを貫つらぬくことだけだ。

　そうだ。

　まともな人間なら、地上に出てくるわけがない。

　ほんの一ミリであっても、地上に近付くことを心底忌き避ひするだろう。

　それに比べたら被造物への不信感フランケンシユタイン・コンプレツクスなど大した事のない問題だ。爪つめの笹ささ剥むけ程度の違い和わ感かんでしかない。魂の危機に対すれば、そんなものが何の問題になるというのか。

「…………」

　フォークを放り出す。もう、完全に食欲が失うせてしまった。

　朝食のトレーをカウンターへ押し返した。

「もったいねぇなぁ」

　ほとんど手付かずの朝食がカウンター奥おくの自動洗せん浄じよう機きへ送られてゆくのを眺めていると、四よ辻つじ先生に声を掛けられた。彼の朝食のトレーはきれいに空になっている。

「……食欲がないんです」

「元気もないようだけどな」

　トレーを置き、四辻先生は腕うでを組んで僕をじろじろと見回した。

「元気がないときこそ、食うべきだ。生き物は食わなきゃ生きていけないぞ？」

「…………」

「ん？　なんだ？」

「……いえ」

　どうやら、僕はかなり陰いん鬱うつな目をしていたらしく、四辻先生が戸惑った顔をしていた。

「……昼食はしっかり食べることにしますよ」

　実際には食事など必要ない。レプリノイドの活動エネルギーは潮汐炉で作られるし、緊きん急きゆう時じ以外の新陳代謝は呼吸によって取り込まれるだけで事足りる。珪素生命体であるレプリノイドは本来、人間らしい食事などまったく必要としないのだ。

　四辻先生はまだ何か言いたそうだったが、声を掛けられるよりも早く立ち上がって食堂を後にする。食堂にいた数人の教師たちも気き遣づかわしげな視線を送ってきたが、今の僕には煩わずらわしいものでしかなかった。

　いや、むしろ憎にくしみすら湧わいてくる。

　僕が人間でないように、彼らだって人間ではないのだ。『学校ここ』にいる時点で人間であるはずがない。何の悩なやみもなく人間の振りをしている彼らが、ひどくひどく腹立たしい。

　――キサマたちは何も分かっていないくせに！

　そう叫んで思い切り罵ののしりたかった。

　僕がそうされたように、彼らの中の白い血液を見せつけてやりたかった。

「…………」

　だが、そんな事が出来るはずがない。

　行動に移したが最後、僕は〝処分〟されるだろう。

　正直、このまま自室に篭こもって何もしたくない。こんな気分で授業など、最低の罰ばつゲームだ。

　けど、やるしかない。

　僕はこれまで通りに〝人間の振り〟をしなければならない。

　自室に戻もどり、今日の授業の用意をする。

　幸い、今日は早い時間に授業がない。昨晩出来なかった準備を急いで整えはじめる。

「……人間論、ね……」

　まったくお笑い草だ。

　人形が人形に〝人間らしさ〟を教えるなんて。

　そもそも、僕が〝人間らしい〟と思っていたことは何なのだろう？

　僕はてんで的外れな事を教えているのではないだろうか。

「……くだらない……」

　壮そう大だいで陳ちん腐ぷなアリバイ作りだ。〝人間〟だと思い込む人形を配置できるのだ。〝人間らしさ〟なんて、ちょっと設定を刷り込めば完かん了りようする。〝人間らしさ〟を教える人間論の授業だなんて、まったくの徒労、まったくの無駄な作業だ。

　二重の意味で、『学校』に人間が存在するはずはないと確信した。

　こんな非生産的な行こう為い、人間が遂すい行こうできる訳がない。

　非人間レプリノイドでなければ耐たえられないだろう。

「……いっそ、消えてしまった方が楽なのかもな」

　苦く笑しようしながら授業の準備を進めていると、来訪を告げる電子音が鳴った。部屋の端たん末まつを操作すれば、僕の部屋の前の廊下にメグミが立っている映像が映し出だされた。

「っ！」

　危あやうく、悲鳴を上げそうになる。

　深呼吸して形だけでも自分を落ち着かせて、ドアを開ける。

　すでに授業の準備を整えたスーツ姿のメグミが、僕の姿を見てほっと吐息を漏らした。

「……どうしたの？」

「それはこっちのセリフなんだけど……入ってもいい？」

「……うん」

　出来るなら遠えん慮りよして欲しいが、ここで断るのは不自然かと思って招き入れる。

　メグミは椅い子すやベッドへ座すわろうともせず、落ち着かなさげにポニーテールの先を弄いじった。

「……それで？」

「あー、うん……四辻先生が、ね」

「四辻先生？」

「うん。カザネが元気ないみたいだが喧けん嘩かでもしたのか、って……とっくにバレてたみたいね。こっそりしてたのがバカみたい」

　メグミが照れくさそうに苦笑する。

　きっと、昨日までの僕なら一いつ緒しよになって笑い合うのだろうが、いまはぎこちなく片頬を引き攣らせるので精せい一いつ杯ぱいだった。

「？　どうしたの、カザネ？」

　心配そうな上うわ目め遣づかいでメグミが覗のぞき込んでくる。

「っ……」

　きっと、昨日までの僕なら彼女の仕草にどきりとして胸を熱くしたのだろうが、いま湧き上がるのは心臓が凍こおりつくような悪お寒かんばかりだった。

「ねぇ……何か嫌なことでもあったの？」

「……別に……」

「嫌なことがあったなら、なんでも話して。だってわたしは――」

　その先を聞きたくなかった。

　やめろ、と叫びたかった。

　けれど、メグミははにかみながら、

「――わたしはカザネの〝恋こい人びと〟なんだから」

　正直、悲鳴を上げなかった自分を褒ほめてやりたい。

　僕とメグミは、『学校』に着任してからすでに好意を抱き合あっていて、いつの間にか〝恋人〟になっていた。

　そう、いつの間にか、だ。

　目の前の少女と、いつの間にか恋人同士になっていた。

『学校』への着任前に一緒になって、いつの間にか好意を抱き合って、いつの間にか意気投合し、いつの間にか恋人同士になっていた。

　その事にまったく疑念はなかった。

　だが、胸に大穴を開けられた後なら、まったく別の思いが浮かんでくる。

　――恋人これも、あらかじめ設定プログラムされた役割なのか？

　いまではもう、自分がメグミを好きだという確信が持てなかった。

　彼女と初めて出会った時の記憶を思い出そうとするが、あまりにも朧おぼろで霧がかっている。

「……カザネ？」

　無言のままの僕に、メグミがますます心配そうに眉まゆを顰ひそめて顔を近づけてくる。

　思わず身を引きそうになるのをぐっと堪こらえ、僕はなんとかメグミに微笑ほほえみ返す。

「……ちょっと、授業で失敗して、理事長に怒おこられてね。それでムカムカしてたんだ」

「……ほんとにそれだけ？」

「それだけ、ってことはないだろ？　これまで無難にこなしてきたから余計にガックリきちゃったんだよ」

「ふーん？」

　メグミが小首を傾げて僕の顔を見つめる。

「……まぁ、カザネは真ま面じ目めだからね。それが悪い方に出ちゃったのかしら？　でも、あんまり気に病まないでね？　教師だって人間だもの。一回や二回の失敗くらいあるわよ」

「……そうだね」

「でも食事はちゃんと摂とってね？　お腹なかが空いてたら空元気だって出せなくなるんだから」

「……うん」

「それじゃ、わたしはこれから授業だから。カザネも肩かたの力を抜きつつ頑がん張ばってね？」

「……うん。それじゃ」

　手を振り合い、メグミを送り出す。

　メグミの姿がドアの向こうに消えて……僕ぼくはトイレへ駆かけ込んだ。

「げっ、ええっ……うっ、ぐぐ…………」

　口にした僅わずかな朝食を吐はき出し、それでも気持ち悪さが治まらずに何度も咳せき込む。

「…………は、はは、は……気持ち悪くて吐くなんて、近ちか頃ごろの人形はよく出来てるな……」

　洗面所で口を濯すすぐと、自然に皮肉な笑みが浮うかんだ。

　鏡に映った僕の顔は、昨日散々見せつけられた百合原そっくりに歪んでいた。

「見世物小屋か……ほんと、お嗤い草だ」

　人間と思い込んでる人形のレンアイゴッコ……なんて悪あく趣しゆ味みな見世物だろう。動物の交こう尾びを観察する方がよっぽどまともだ。

　いまなら、百合原のあからさまな悪意を理解できる気がした。

　人間と思い込んでる人形が人間の振りをして学園ゴッコや恋愛ラブコメゴッコに興じている。そんなものを延々見せ続けられたら、悪意に満ちた嘲ちよう笑しようを垂れ流しもするだろう。

　最悪な気分のまま、僕は鏡に映る僕へ向かって嗤い続けた。

　嘲笑ワラうしか、なかった。




３




「――提出してもらった感想文だが、どれもよく書けていた……」

　午前の四限目の授業。僕は担任するクラスの授業を行っていた。

　気分は最悪だが、嗤うだけ嗤ったらちょっとだけスッキリした。自分が最悪の状じよう況きようにいる、そう理解するだけでも、すこしは意味があった。

　どんなに最悪の状況でも、逃げられないなら従うしかない。

　そう諦められる程度には、自嘲するのもそれはそれで意味があった。

「……特に、五十嵐いがらしの感想文は僕も感心した」

「ありがとうございます」

　生き真ま面じ目めな委員長を絵に描いたような五十嵐だが、僕が褒めると照れくさそうにはにかむ。普ふ段だんがきりっと表情を引ひき締しめているだけに、なんともほのぼのとする笑え顔がおだ。

　僕の口くちの端はしが自然と持ち上がる。

　ちょっと前までは、人間に非あらざるレプリノイドが〝人間らしく〟振る舞うのに表現し辛づらい苛いら立だちを覚えたが、いまは不思議と微笑ましい気分だった。

　人間と思い込んでいる人形と比べたら、頑張って人間の振りをする人形の方がマシに違いないのだから。

「……五十嵐の感想文には、『盗とう賊ぞくの男が桜に惹ひかれながらも恐れるのは、満開の桜が狂きよう気きと破は滅めつの象しよう徴ちようとなっているからだ』と書かれていた。これは非常に的を射た見方だ。坂さか口ぐち安あん吾ごの作品の多くに『狂気と破滅への憧しよう憬けい』が組み込まれている。その意味で桜は、坂口安吾の世界観作品観にとても親和性のあるモチーフと言える」

　もっとも、太平洋戦争の前後は破滅を匂におわせる退廃主義デカダンス的な無ぶ頼らい派はの作品が大流行していたから、破滅を匂わせるような作風は安吾だけの特権というわけではないが。

「……『桜の森の満開の下』における桜は、〝死への誘ゆう惑わく〟の象徴だ。だから、盗賊の男は満開の桜の花を怖こわがって近寄らない。それでも忘れられずに心に焼き付いて離れない。人間は死という終わりを畏おそれながら、いつだって死という喪そう失しつに惹かれているんだ」

「……先生」

　すっ、と肋ろつ骨こつの隙すき間まにナイフを滑り込ませるような、冷ややかな声が上がる。

　窓まど際ぎわに目を向ければ、黒い長ちよう髪はつの怜れい悧りな美少女が、綺き麗れいな姿勢で挙手していた。

　言わずと知れた、百合原ハルカだ。

　陶製人形ビスクドールの方がよっぽど表情豊かに見える、完全無欠の無表情。昨日目に焼き付くくらい見せつけてくれた侮ぶ蔑べつと嘲ちよう弄ろうは、小こ憎にくらしいほど完かん璧ぺきに隠かくされていた。

「……何だい、百合原？」

「死に憧あこがれるなどというのはあまりに不合理で非論理的です。誰だれだって死にたくないはずです。本当に桜は死への誘惑の比ひ喩ゆなのでしょうか？」

「…………」

　無表情であるはずの百合原の美び貌ぼうに、僕は深い嘲笑を幻げん視しした。

「……確かに、生物としては〝死への誘惑〟なんて有り得ない。けど人間は別だ。死を忌避しながら死に惹かれる……人間が抱かかえる矛む盾じゆんの大半はそこに根差している」

「〝人間〟、ですか」

「ああ、それが〝人間〟だ」

　無表情のままの百合原に、僕は乾かわいた笑いを返した。

　彼かの女じよはきっと『貴様が〝人間〟を語るのか？』とか思っているんだろう。

　けど残念ながら、こと〝死への誘惑〟についてなら、いまの僕は〝本物の人間〟以上に詳くわしく説明できる。

「――以前の授業で、人間の脳は物語を溜め込むように進化してきた、と言っただろう？　人間が死や破滅を忌避しながらも誘ゆう引いんされるのは、脳の嗜し好こうによるものだと思うよ」

「……脳の嗜好、とは？」

「人間の脳はより多くの物語を収集して蓄ちく積せきするように進化してきた。そして物語を収集するなら、どうせだったらきれいな物語の方が良いに決まってる」

「……どういう意味でしょうか？」

　丁寧なセリフで、けれど声こわ音ねは極きわめて冷れい淡たんに百合原が問い返す。

　僕は皮肉げになりそうな口の端を引き戻しながら話を続ける。

「人間の脳を一人の読者と考えればいい。脳という読者は乱読家で、とりあえず目に付いた物語を頭の中の本ほん棚だなに突っ込んでゆく。けど一息ついて本棚を眺ながめれば、その中には面白おもしろくなかった本も並んでる。君ならどうすると思う？　つまらない本を、いつまでも本棚に並べておくかな？」

「…………」

「つまらない本は捨ててすっきりしようと思う。誰だってそう思う。本棚に並べるのは面白い本だけで十分だ。無様な物語はリセットしたい……そう考えるのは不自然かな？」

　そうだ。

　どうせ残しておくのなら、きれいな物語だけでいいに決まってる。

「智ち慧え持たぬ獣けものなら、自らの生をリセットしようなんて考えない。獣の脳は己おのれの生に物語なんて見み出いださないからね。けれど人間の脳は人生という物語を蒐しゆう集しゆうする。だからこそ、人間には無様な人生ものがたりをリセットしたいと考える回路も形成されるようになった」

「……随ずい分ぶんと極きよく端たんなお考えだと思いますが？」

「人間と動物の違いは何かという問題に対し、もっとも有力視されたのがメタ認知の有う無むだ。メタ認知――自分自身を客観視する能力というのは、つまり〝物語を読む能力〟だ。人間は脳の中に〝読者〟を棲すまわせている。人間が死に惹かれるのは、人生という物語を読めるようになってしまったから……こう考えるのはそう間ま違ちがったことじゃないと思うよ？」

「…………」

　百合原が口を噤つぐんで僕をじっと見つめる。冷ややか、と言うより絶対零れい度どの如き無表情。

　けど、僕は何となくだが、百合原が黙り込んでいるのは、僕の考えに共感できてしまったからではないかと感じていた。もしかしたら、僕が彼女に対して同情に近いものを感じているだけかも知れないが。

　僕は昨日からずっと思ってる。

　あれが夢だったら良かったのに。

　あれが趣しゆ味みの悪い冗談だったら良かったのに。

　そして出来ることなら、何もなかったことにしたい、と強く思ってる。

　リセットしたい、そう思ってる。

　けど、記憶というのは悪い記憶ほど強く残る。記憶の分類タグで、もっとも目立つように付けられるのが『ストレスをもたらす記憶』だからだ。記憶というのは元来、生存に不利となるストレス環かん境きようを回かい避ひするために溜め込まれるのだ。

　ならいっそ、記憶ごと自分を終わらせよう……そんな考えが首をもたげてくる。

「……見苦しい物語ならさっさと幕引きにしてしまいたい。それが人間の〝死への誘惑〟の根源だということでしょうか？」

「少なくとも、原因の一つではあると思うよ」

「……それが、桜とどう繋つながるのでしょう？」

「見苦しい物語をなかったことにしたいと思っても、やはり死ぬのは恐こわい。死を忌避するのは生物の基本的な本能だからね。けれど、人は本能による忌避を容易たやすく無視して自死を選ぶ場合がある……五十嵐」

「は、はいっ？」

　僕に名を呼ばれた五十嵐が、生真面目な顔を驚おどろきに変え、慌あわてて立ち上がる。

　よくよく見回してみれば、生徒たちは僕と百合原のやりとりに目を見開いて見入っていた。

　当然と言えば当然か。そもそも百合原がこんなに喋しやべるということが珍めずらしい。

　授業の質問役に再設定されたとは言え、これまで孤こ高こうを貫いてきた彼女だ。僕も、予あらかじめ百合原の嘲笑を見ていなかったら、こうして問答している彼女に驚きを隠せなかっただろう。

「……五十嵐。人間が死を選ばざるをえない環境とは何だと思う？」

「は、はい……記録では、先生の仰おつしやられるように、将来に悲観したり人生に絶望した場合がほとんどだとされていますが」

「間違ってはいないけど、完全に正しくもない」

「……正しい自殺などあるのでしょうか？」

　五十嵐が難しい顔になって首を傾げる。

「正確には、自殺ではないね。人が最も多く死ぬ事例――それは戦争だ。戦場には人の死が溢あふれている。西せい暦れきの二十世紀に行われた第二次世界大戦では、日本軍には死を前提とした特とつ攻こう部隊まであった。しかも、隊員たちは死を恐れながらも『お国の為ためなら』と納なつ得とくして敵に突っ込んで死んでいった……何でだと思う？　戦争が特別な状況だからかな？」

「……元来、人間は自死と同じくらいに人間を殺すことを忌避すると云いいます。それを強制されるのですから、特別な状況には違いないと思いますが？」

「そうだね。戦争というのは特とく殊しゆな状況だ。けど特殊な状況なら、人間は死を選べてしまうということでもある。なら、戦争はどう特殊なんだろう？　日常と何が違うんだろう？」

「…………」

　五十嵐は眼鏡めがねがずり落ちそうなくらい首を傾げ、何も答えられずに黙だまり込んでしまった。

　教室を見回すと、他の生徒達たちも五十嵐と似たり寄ったりの様子だった。能天気な淫乱ピンクの三十刈ですら腕を組んで眉を顰めている。

　……分からなくても当然だろう。

　レプリノイドの戦せん闘とうは、戦争とは根本的に別物だ。エゴとエゴ、プライドとプライド、主義主張によってぶつかり合うわけではない。エプリオンに汚お染せんされた伝でん染せん体たいとの戦闘は、駆く除じよや消毒の延長だ。

　僕はいまだ立ったままの百合原へ目をやった。

「――百合原は、どう思う？」

「……無意味な死か、意味ある死か。先生が仰りたいのはそういう事ではありませんか？」

　百合原が淡たん々たんと答える。彼女の答えを聞き、僕は改めて納得した。

　ああ、やっぱり彼女は〝人間〟なんだ、と。

「そう、日常での死は無意味である事がほとんどだ。けれど、戦争での死には意味がある。いや、意味があると思い込まされる。英えい雄ゆう的てきな行為、誇ほこりある戦い、名めい誉よの死、そういう華はな々ばなしい物語が付ふ与よされる。死に物語性が見出された時、人間は本能の恐きよう怖ふを無視してしまえる。華々しい散り様クライマツクス――桜の花そのものだろう？」

「…………」

　百合原は黙もくして静かに座った。

　納得出来ない顔の五十嵐も座らせる。

　教室内を見回す。鉄面皮の百合原を除き、生徒たちは皆みな不可解な表情をしていた。

「見苦しい物語は終わりにしたい。その終わりが華々しいなら最上だ。終わり良ければ全て良し……人が死を畏れながらも惹かれるのは、そんな脳の中の読者の嗜好が故ゆえのこと。桜の花は、その嗜好と合がつ致ちしているが為に、多くの物語でモチーフに用いられてきた。これが僕の考えだ。もちろん、僕個人の考えでしかないが――皆はどう思うかな？」

　生徒たちに笑い掛かけたところで、終業チャイムが鳴った。情報端末を片付けると、困こん惑わく顔がおの生徒たちと挨あい拶さつをして教きよう壇だんを後にする。

　教室を去り際、ちらりと窓際へと目を向けた。

　百合原は窓の外ではなく、僕をじっと睨にらんでいた。




　職員室に戻ると、教師の姿はほとんどなかった。昼食の為に食堂へ出で払はらっているのだろう。

　誘さそわれたり何か言われるのも面めん倒どうなので、荷物を机に置いてすぐに職員室を後にした。

　人気のない場所を求めて校舎を彷徨さまよい歩き、最近お馴染みになっていた図書室に落ち着く。快適な温度と湿しつ度どにも関わらず、相変わらず人が居ない。今の僕にはぴったりだ。

「…………」

　本棚から適当な本を抜ぬき出したが、やはり読む気も湧いてこない。自習スペースの椅子に腰こしを下ろし、机の上に置いた本をぺらぺらとページを適当にめくって指先でもてあそぶ。

　ページをめくる乾かわいた音だけが、静せい謐ひつな図書室にひっそりと漂ただよった。

「……頭の中の本棚、か」

　さっきの授業で自分が口にした言葉を思い出す。

　きっと、今の僕の頭の中の本棚、頭の中の図書室も、この部屋と同じような有様だろう。がらんとした室内で、読者が一人ぽつんと途と方ほうに暮れている。

　あるいは、目の前の本棚を憎にく々にくしげに睨んでいるのかも知れない。

　全部台無しにしてやりたい。

　そんな声が聴きこえた気がした。

「……なんで、こんな事をするんだ……こんな事に何の意味があるんだ……」

　水っぽい、呻うめくような声が自然と漏もれ出でた。きっと今の僕の顔は、泣き出す寸前みたいに歪ゆがんでいるんだろう。

　アリバイ作りの人間ゴッコなら、それっぽく見えるだけで十分ではないか。

　人間と思い込んだ人形。そんな哀あわれで滑こつ稽けいな存在を作り出さなくてもいいじゃないか。

　なんで僕を、心のない自動人形にしてくれなかったのか。

「……この『学校』を作った奴やつは、絶対に悪趣味だ……」

「今いま頃ごろ気づいたか」

　不意に声が降ふってきた。

　頭を上げようとしたが、それよりも先に僕は椅子ごとひっくり返った。声の主に蹴けり倒たおされたらしい。

「誰が、顔を上げて良いと言った？」

　呆ぼう然ぜんとした僕の視界に、傲ごう然ぜんとこちらを見下ろす美少女が姿を見せた。

　見下ろす――いや、見下くだすと言った方が正確だろう。

　整った美貌に薄うすら笑わらいを浮かべ、百合原ハルカは倒れたままの僕を鼻で笑った。

「はっ。なんて馬ば鹿かな顔だ。ああ、馬鹿だったな。人間だと思い込んだ人形なんて、馬鹿以外の何物でもない」

「……百合原……」

　よろよろ立ち上がろうとしたが、百合原はそれを許さず僕の胸を踏ふみ付つけた。

「ぐっ……」

「人形なら人形らしく、人間様にお伺うかがいを立てたらどうだ？　『立ち上がっても宜よろしいでしょうか？』とな。それさえも出来ないなら、さっさと壊こわれて消えてしまえ」

「…………」

「自分で出来ないなら、私が手助けしてやろうか？」

　何も言えないでいると、僕の胸を踏む彼女の足に力が込められはじめる。昨日みたいに、僕の胸に大穴を開ける気らしい。
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「……立ち上がっても、宜しいでしょうか……？」

「良いわけあるか」

　百合原はにやにや笑って足を持ち上げた。けれどそれは退どかしたわけじゃなく、彼女は持ち上げたつま先で僕の顎あご先を小こ突づきはじめた。

「さっきは随分と偉えらそうなご高説を垂れてくれたな？　無様な物語はリセットしたい？　はっ！　笑わせるな。リセットする勇気もないクセに」

「…………」

「分かったような事をほざくな。人形が、知った風な口を叩くな。昨日今日絶望を知ったばかりの浅はかさで何が分かる？　何を判わかった気でいる？　大きな口を叩くな、人形」

　喋っているうちに、百合原の嘲笑に苛立ちが混じりはじめた。僕を見下ろす瞳ひとみにも力が籠こもって鋭するどい光を発する。

　普段の、これまでの百合原からは考えられない感情の発はつ露ろだ。小こ揺ゆるぎもしない無表情の裏側に、こんなに激しいものを隠していたのか。

　僕が見入っていると、百合原は顔を近づけて難なん癖くせを付けるみたいに睨み付けた。

「何だ？　何を見ている？　何か言いたいことでもあるのか？」

「……君は」

「あ？」

「君は、なら何でまだ生きてる？　僕よりも長いこと絶望に苛さいなまれてるだろうに、ずっと絶望しているだろうに」

「…………知った風な口を」

　百合原は舌打ちをして身体を退かした。

　しばらく待ったが、何もしてこないようなので身体を起こす。

　僕から離はなれた百合原は、いつの間にか椅子に座っていた。

「いつまで無様に転がってるつもりだ？」

　自分で蹴り転がしたのにそんなことを言ってくる。

　僕は倒れた椅子を元に戻してそれに座る。長机を挟はさんで向かい合う状態になった百合原は、さっきまで僕が読むともなしに選んだ本を流し読みしていた。

「……ふん。梶かじ井い基もと次じ郎ろうか。そういえば『桜の樹きの下には』も課題に使おうとしていたな。次はこれを使って感想を書かせようというのか？」

「……どうかな。そもそも感想文は〝人間〟を探す手段の一つだったし」

「はっ。浅はかだ。浅はかすぎる。所しよ詮せんは人形の浅あさ知ぢ恵えか。読書感想文程度で人間と非人間が区別できると、本気で思ってたのか？」

「……切きっ掛かけになればいいな、くらいには」

「ふん。人工知能の文章構築は二十一世紀初頭ですでに人間と区別が付かなくなっていた。人間の感想よりよっぽど理路整然として分かりやすいだろう。感想文の良よし悪あしで〝人間〟が判断できるなら、これほど分かりやすいことはない」

　百合原が呆あきれ果はてたと言わんばかりに鼻を鳴らす。

　なんら反論できず言われた通りなので、僕はぐうの音ねも出せなかった。

「表情、言動、性格、そして内面の思考でさえ〝人間らしさ〟は再現可能だ。それは人間と思い込んでいた人形である、貴様自身が一番良く理解しているだろう？」

「…………」

「貴様は昨日『人形なら人形らしくしろ』と言っていたな。人間らしく振ふる舞まう人形を不快に感じる人形か。ふん、笑い話だな。この上なく人にん間げん臭くさい言動だ。〝人間らしさ〟などというものがいかにあやふやなものかよく分かるというものだ」

　くくっ、と百合原が含ふくみ笑いを浮かべる。勿もち論ろん、その笑いにもしっかりと皮肉の響ひびきを帯びていた。

「……その言い方」

「あ？」

「普段と違ちがいすぎないかな？」

「はっ。下らないことを気にするんだな。なんだ？　教師役らしく『女性らしい言こと葉ば遣づかいを心がけろ』とか言うつもりか？」

「そういう訳じゃないけど……」

「ふん。普段は生徒ごっこに付き合ってやっているだけだ。だが、いま此処ここで何に気を遣つかう必要がある？」

　百合原はそう言うと、意味ありげに僕を見てせせら笑った。たぶん、『貴様ごときに気を遣う必要はない』という意味の笑いなのだろう。

「あんな悪趣味な小こ芝しば居いに付き合わされているんだ。言葉遣いがこうなるのは自明の理だ」

「……毒づきたくなる気分はよく分かるよ」

「ふん、烏滸おこがましいぞ。私が本気で悪態を吐つこうと思ったらこの程度じゃすまん。一年は休みなく毒づけるだろうよ」

「いくらなんでもそれは……」

「悪趣味な小芝居に百年近く付き合わされた不平不満だぞ？　一年三六五日休み無しで吐き出しても足りるものか」

「…………」

　百合原のその言葉に何も言えなくなった。

　よくよく見ると、べったりと張り付いた彼女の嘲笑も、少しだけ色合いを変えている。

　嘲笑は嘲笑でも、自じ嘲ちようの表情だった。

　ここまでの彼女の嗤わらいは、自分以外の周囲へ向けられた悪意だったが、いまの百合原は間違いなく自分を嘲あざわらっていた。彼女は『悪趣味な小芝居』と述べていたが、それに付き合ってきた自分自身に忸じく怩じたる思いを抱だいているのかもしれない。

　いや、間違いなく抱いているだろう。

　僕だって、事実を知った上で授業を行っていることに、情けないやら惨みじめやらという気持ちでいっぱいだったのだから。

　僕が黙って見つめていると、百合原が横目にじろりと僕に目を向けた。薄ら笑いを浮かべての流し目は、なんだか挑ちよう発はつしてるようにも錯さつ覚かくされ、顔の造作が整っているだけに婀あ娜だめいた色気を感じてしまう。

「……しかし、今日もこうしてマトモでいられるとは思わなかったぞ」

「……………………は？」

「私がこれまで胸をぶち抜いてやった奴らは、その場で発はつ狂きようして機能停止フリーズするか、死んだと錯覚した意識が自動的に喪失シヤツトダウンするかだったからな。所謂いわゆる『ブアメードの血』というやつだな。死んだと思いこむことで死に至る――〝人間らしさ〟もここに極まれり、だ」

「…………」

「まさか次の日もくだらない授業を続けられるとは思わなかった」

　ひくり、と頬ほおが痙けい攣れんした。

　一歩間違ってたら、僕がこうして此処に居ることもなかった。そんな事を聞かされたら、引き攣つって当然だ。

「……本気で殺す気だった、と？」

「勘かん違ちがいするな。殺す気なんてなかったさ。消したかっただけだ。あまりにも耳みみ障ざわりで碌ろくでもないことをのたまっていたからな」

「……たしかに、いま考えれば噴ふん飯ぱんモノだけど……」

　人間と思い込んでいた人形が『人形なら人形らしくしていろ』とほざいたのだ。それはそれは滑稽で、さぞや能天気ぶりに苛いら立だったことだろう。僕が百合原の立場でも、手を出すのを我が慢まんできたかどうか。

「……つまり、大穴をぶち開けられた教師役は僕だけじゃないということ？」

「時折、貴様みたいに〝嫌いやな教師〟の役を与あたえられた奴もいるからな。私にかかわらないなら良し。絡からんでくるなら消してやった」

「……別に僕は〝嫌な教師〟ってわけじゃ……」

「私に絡んできた貴様は、十分に〝嫌な教師〟だったが？」

「……その事については謝あやまるよ」

「謝らなくてもいい。笑える顔を見せてくれたからな」

　くつくつと、実に楽しそうに嗤う百合原。

「貴様といい、これまでの教師といい、私が胸をぶち抜くと呆ぼう然ぜん唖あ然ぜんと信じられないものを見た顔になる。傑けつ作さくだよな？　奴らは被造物レプリノイドへの不信感を除く為の教師という役やく柄がらをちゃんと分かっていたのかな？」

「……君は人形じゃなくて人間みたいだけど？」

「レプリノイドだ。少なくとも身体はな」

　と、また百合原の嗤い顔に自嘲が混じった。

　……確かに、安易な同情をすべきじゃない。

　僕と彼女では、時間の重み以上の違いがある。彼女が――彼女の心が〝人間〟なら、この『学校』という名の見み世せ物もの小屋はどれほど悍おぞましく見えているのか。

　話題を変えようと、僕は彼女へ質問した。

「そんな事をしてきて、これまで一度もバレなかったの？」

「どうしてバレる？　発狂したか死んだかだぞ？　回収されて頭の中を書かき換かえられて、それで終わりだ。私がやった証しよう拠こがなければ、一人二人変になる奴が出ても不思議でも何でもない。昔から教師という職は激務と相場が決まっているからな。『学校』には定期的にそういう柔やわで脆ぜい弱じやくな精神設定の教師がやってくる。日常のスパイスといったところだ」

「……ほんとうに、悪趣味だ……」

「そんな悪趣味な小芝居に付き合わされているんだ。楽しみがないとやってられない」

　百合原はニヤニヤと揶や揄ゆ混じりに笑って僕を眺め回まわす。

「くくっ、貴様みたいに正体を知っても正気を保っている奴は初めてだ。ちょっとだけ、興味が湧わいたぞ。ほんのちょっとだけ、髪かみの毛け一本分くらいだけだが、な」

「…………」

「本を読むのもそろそろ飽あきてきたところだ。せいぜい楽しませろよ？　私を笑わせれば、もう少し活いかしてやってもいいぞ、人形」

　僕にそんな事を言った百合原の瞳は、玩具おもちやを見つけた無む邪じや気きな猫ねこみたいに輝かがやいていた。




４




　図書室でのやり取り以来、僕と百合原は頻ひん繁ぱんに会うようになった。

　もっとも大たい抵ていは、百合原が僕を馬鹿にして無ぶ聊りようを慰なぐさめる一方的な遣やり取とりだった。

「また三十刈アイラに忍しのび込まれたとか？　あの娘むすめも懲こりないな。いっそヤってやればいいだろうに」

「勘かん弁べんしてくれ。そんな情けない真似まねできないよ……」

「それは残念。そうしてくれたら、私は遠えん慮りよなく貴様の頭を潰つぶしてやれる。きっと、とても良い気分になれるだろう」

「…………」

　こんな感じだ。猫が鼠ねずみをいたぶる光景そのままだが、百合原はむしろ僕が窮きゆう鼠そになるのをわくわくしながら待っているようだった。

　けど、五回に一回くらいは、僕も楽しめる会話が行われることもあった。

「梶井基次郎の『桜の樹の下には』は、ある意味『桜の森の満開の下』と逆ベクトルの話だ」

「というと？」

「『桜の森の満開の下』では、桜は死や破滅といった空くう虚きよさの暗あん喩ゆで、それに惹かれる人間を描えがいていた」

　百合原は桜の樹に背中を預けて座すわっていた。彼女が僕の胸をぶち抜いた場所の、校舎の裏の花も葉もない桜の樹だ。

　百合原と顔を合わせるのは、何故なぜか自然と図書室かこの校舎裏になっていた。

　僕は校舎の壁かべに背中を預けながら、百合原の解かい釈しやくに耳を傾かたむけた。

「『桜の樹の下には』の桜も、一見するとやはり死を暗喩したモチーフに見える。何と言っても主題が〝桜の樹の下には屍し体たいが埋うまってゐる〟だからな」

「そうだね。だから教材に選んだんだけど」

「だが、この作品はむしろ生を希求している。捻ひねくれた人間賛歌だな、これは」

「……ぱっと見は退廃趣味デカダンスの典型なんだけどね」

「死を孕はらんだ桜の美しさを嗤いながら、生の薄っぺらさを嗤い、死の醜みにくさを嗤う。彼かれにとって、生と死は同じくらいロクでもなかった。生と死のどっちもおぞましいのなら、生きている方がなんぼかマシ……そういう生いき汚ぎたなさが、この作品の根底にあるものだ」

　百合原はそう慨がい嘆たんすると、手にした紙かみ書しよ籍せきを細く白い指で優やさしく撫なぜた。

　こうして話すようになって知ったのだが、百合原は実に多くの本を読んでいた。しかも、全て紙かみ媒ばい体たいで熟読したとのことだ。彼かの女じよ曰いわく『時間は無む駄だにあったから』とのことで、紙媒体の方が時間が長く掛かって暇ひまつぶしにはもってこいだったらしい。

　だが、それは百合原が本とその作者に敬意を払はらい、時間をかけて作品に向き合いたいと考えているのも理由だろう。本を撫なでる指の動きだけでそれが察せられる。

　しかし、一度その顔が僕に向けられると、百合原は本に向けていたのと正反対の冷ややかな眼でせせら笑った。

「人間論の教師と言っても、所詮はその程度の読解能力しかないワケだ。本好きと言っても哀れなものだな」

「その事については何も言えない……」

　僕は何も言い返せず項うな垂だれた。

　そもそも、彼女と僕とでは本読みの年季が違いすぎる。僕の性格や記き憶おくが『学校』に配属される直前に設定されたのなら、僕の意識はせいぜい数すうヶか月げつしか稼か働どうしていない。

「……この『学校』の教師は、配属期間が終わったらどうなるんだ？」

「さぁ？　水すい晶しよう電脳がリセットされて新しい性格設定でまた教師役をするんだろう。レプリノイドの外見的特とく徴ちようなんて簡単に変えられるから、再利用されていても判別はつかんしな」

「……君もそうなの？」

「は？　私が整形美人だとでも言いたいのか？」

　百合原が右手をごきごきと鳴らし出したので、僕は慌てて首を振った。

「ふん。私のこの顔は自前だ。少なくとも私の記憶ではな」

「……覚えてないの？」

「気が付いたらこの躯からだになっていたんだ。無意識に記憶を捏ねつ造ぞうした可能性もある。私だって一応女だ。不細工よりは美形の方がいいからな」

「気が付いたら？」

　思わず問い返す。答えてくれるとは思わなかったが、興が乗ったのか気の迷いか、百合原は口の端を吊つり上あげながら話しはじめた。

「私が私と認にん識しきしたのは――およそ百年前か。伝染体との戦闘中、不意に『自分は人間だ』と思い出した。その頃ころすでに生き残りの人類は地の底で、『学校』という悪趣味な見世物小屋も出来上がっていた。そこからはひたすら与えられた役に従って生徒ごっこだ。余計な付き合いをするつもりもなかったから、最初に与えられていた『無口で孤高な美少女』という性格で通してきた」

「……無口で孤高な美少女？」

「私はどう見ても美少女だろう？」

　自信満々に言い放つ百合原は、相変わらずニヤニヤ嘲笑わらっているのだが、その表情が美貌を損そこなわせることはない。むしろ人間味が溢れていて、奇き妙みような色気さえ感じるほどだ。

　まぁ、容姿についてはその通りだから否定しない。けどこの百合原を見知った後だと、無口で孤高とはまるっきり正反対の性格に思える。

「……素すの性格を出だそうとは思わなかったの？　そもそも、何で人間なのを隠して……？」

「私だってこの性格が根こん性じよう悪わるだという自覚はある。だったらいっそ、正反対の性格の方がいい。演じているとはっきり自覚できるからな」

「そういうものかな……」

「だいたい申しん告こくしてどうなるというんだ？　〝人間らしさ〟がいくらでも設定できるんだ。〝意識だけの人間〟なんて存在ものが〝人間〟と認められると思うか？」

「…………」

　百合原の顔には、いつの間にかはっきりと自嘲の笑えみが浮うかんでいた。

　彼女は他人を馬鹿にする嘲ちよう笑しようを隠しもしないが、同時に自らへの嘲笑も隠さない。普ふ通つうならどちらも隠しそうなものだが、まったく遠慮しない。きっと、僕ぼくに感情を隠すほどの価値を見出していないのだろう。

　それも当然かも知れない。僕は所詮、『人間と思い込んでいた人形』でしかないのだから。

「……そうかな？　その捻くれ具ぐ合あいを目まの当あたりにしたら、全会一いつ致ちで『この性格の悪さは人間以外の何物でもない』って認められただろうに」

「あ？」

　自嘲の笑みが吹ふき飛とんで、百合原はあからさまに顔を歪めて僕を藪やぶ睨にらみした。整った顔が怒いかりに歪むと、とても恐い。

「……また胸をぶち抜かれたいらしいな？」

　彼女が腰を浮かしかけると、ちょうどタイミングよく救いの声がスピーカーから掛かった。

『――六方カザネ先生。六方カザネ先生。理事長がお呼びです。五階、理事長室までお越こし下さい。繰くり返かえします。六方カザネ先生――』

「……………………行かなきゃ」

「ちっ。命拾いしたな」

　忌いま々いましげに舌打ちし、百合原は不満顔で座り直した。

「覚えているがいい。次はこんな風にはいかんぞ？」

　まるで悪役のセリフだと内心で苦く笑しようしながら、僕は早足で理事長室へ向かった。




「いらっしゃい、六方先生」

　五分後、理事長室に到とう着ちやくした僕を、二階堂理事長が柔やわらかな微び笑しようで迎むかえ入いれた。

「それで、どうですか。進しん捗ちよく状じよう況きようは」

　自らが淹いれた紅茶を振る舞いながら理事長が訊きいてくる。最後に彼女と話をしてからおよそ一週間。そろそろ呼び出される頃だと思っていた。

　僕はこの一週間で予め用意していた答えを返す。

「……なかなか捗はか々ばかしくありません」

「そうですか……そう簡単に分かるものでもありませんし、ご苦労をお掛けしますね」

　理事長は僕を労いたわるように言って紅茶を勧すすめた。

　相変わらず、旨うまい紅茶だった。カップの中の鮮あざやかな色の液体を眺め、ふと浮かんだ疑問を理事長にぶつけた。

「そういえば、この紅茶はどうやって採取されているんですか？」

「どうしたんですか、急に？」

「いえ……食堂で供給されてるものより香かおりも味も良くて雲うん泥でいの差だな、と思いまして」

「ああ……『学校』の紅茶は成分合成したものですからね。これはシェルターで栽さい培ばいされたものです。『学校』の理事長権限で送ってもらっているのです。もっとも、〝本物〟と比べればこれでも二級品三級品ですが」

「そうなんですか？」

「ええ。本物の紅茶はもっと香り高たかく風味豊かです。マイクロマシンで促そく成せい栽さい培ばいされた単一品種には真似出来ません。私に言わせれば、これも紅茶の色と味を真似た偽にせ物ものですね。出来るなら本物を味わって欲ほしいのですが……」

　理事長が目を細めて残念がる。

　僕は適当なお礼を言いながら胸中で毒づいた。

　――偽物、か。人間の振りをする偽物には、偽物で十分ということか？

　上品に微笑ほほえむ理事長を睨まないよう気を張ることに全精神力を注ぎ込む。ちょっとでも油断すれば、腹に溜ため込んだ罵ば詈り雑ぞう言ごんが口を突ついて出そうだった。

　目の前の女性は『学校』という悪あく趣しゆ味みな見世物小屋を纏まとめる座長だ。舞ぶ台たい裏うらを――教師役も人形レプリノイドだと知らないはずがない。

　僕は密ひそかに、こんな悪感情を数十年に渡わたって封ふうじてきた百合原の我が慢まん強づよさに感心した。

「……理事長」

「なんでしょう？」

「改めて質問するのですが……なんで僕を選ばれたのですか？」

「言ったでしょう？　六方先生の担任するクラスに紛れ込んでいる可能性が高いからです」

「僕にはもう何がなんだか分かりません。考えれば考えるほど〝人間らしさ〟というものが解わからなくなってくるんです。僕には理事長の期待に応こたえられる自信がありません」

「……人型機械も人工知能も未発達だった二十一世紀、とある実験が行われました」

　理事長が、なんとも捉とらえ所どころのない笑みを浮かべて話しはじめる。

「音声機能すら付いていない、箱にホイールが付いているだけのロボットが人間の感情を表現できるか、というものでした。触しよつ覚かくセンサーや嗅きゆう覚かくセンサーで捉えた人間へ振り向むいたり、アヒルの雛ひなのように近寄ったり、叩たたかれると後退あとずさったり……そういう単純な数パターンのみをインプットされたホイールロボットは、実験参加者の九割から『賢かしこそう』『可愛かわいい』と感情移入されたそうです。被ひ験けん者しやのミラーニューロンもしっかり反応していました」

「……ミラーニューロンが反応していたということは、単純行動をするだけの機械に共感していた、ということですか？」

「共感、つまり〝人間らしさ〟を感じていた、ということですね。簡単な機械にでさえ、人は〝人間らしさ〟を見出します。点が三つあれば人の顔に見えるシミュラクラ現象といい、人が如何いかに〝人間らしさ〟を安売りしてきたかの証明ですね」

「…………」

　理事長は相変わらず微笑んでいるが、僕は顔を顰めて呻きそうになる。彼かの女じよの言葉は、この『学校』の責任者にあるまじき物言いだった。

「……なら、僕たちは何のために〝人間らしさ〟なんて教えているんです？」

「口くち幅はばったいのですが、この『学校』は無用な不安を紛らわす事が目的の施し設せつです。その意味では、先生方の仕事はシェルター民へのアリバイ作り、と言えなくもないですね」

「…………」

「お気を悪くされましたか？」

　さすがに表情の悪さが隠かくせなかったらしく、理事長が気き遣づかわしげに声をかける。誤ご魔ま化かすのも変なので「多少は」と肯こう定ていする。無論、心の中では盛大に悪態を吐ついていたが。

　それにしても『無用な不安』か。僕はこんな見世物小屋に放ほうり込んでくれた何処どこかの誰だれかや目の前のこの女性を、殺せるものなら殺してやりたいと本気で思っているのに。

「……本当にレプリノイドは安全だと？　ほとんど人間と変わらない〝人間らしさ〟を学習しているんです。なら……」

「〝人間らしく〟人間を殺す、とでも？」

「……ええ。被造物への不信感フランケンシユタイン・コンプレツクスの緩かん和わという目的の『学校』ですが、此処はむしろその不信を現実のものとする手助けをしているのではないのですか？」

「ふふ。六方先生はほんとうに空想好きなんですね」

「理事長がロボットなんて言い出すからですよ」

「ふふ……ロボット作品の父カレル・チャペックの『R.U.R.』は、魂たましいを手に入れたロボットたちが反乱を起こす物語ですものね」

　一本取られたとでもいう風に苦笑する理事長。

　……この女性は驚おどろいたり怒おこったりしないのだろうか？

　彼女の驚きや怒いかりの顔が想像できず、ふとそんな事を考えた。

「どれほどレプリノイドが〝人間らしく〟振る舞おうと、彼らが人間を害することはありませんよ」

「そうでしょうか？」

「ええ。断言します。ロボットが人間を殺す事などあり得ません。ましてやロボットの究極系とも云える珪素生命体レプリノイドにおいては言わずもがな。二階堂イツキの名を懸かけて断言しましょう。レプリノイドが人間を殺すことなど有り得ない、と」

　淡々と述べる理事長。その平静さが、自信ありげに言うよりも説得力を感じさせた。

　……まぁ、当然か。この『学校』にまともな人間など居ないのだから。

　居ない者を殺す事など、誰にも出来よう筈はずがない。

「……理事長なら、人間とレプリノイドをどうやって見分けられますか？」

「アドバイスが欲しいですか？」

「出来ることなら」

「そうですね……」

　理事長は残った紅茶を飲み干し、手の中で空になったカップをしばらくもてあそんでから、

「……私なら、愛する者が居るか、と問いかけるでしょうか」

　と、言った。

「……人間の好意ある行動は、四つのパターンに類型されると云います。愛という言動もまた、再現可能な反応だと思いますが？」

「見かけ上の〝人間らしい〟愛情表現はそうでしょうね。しかし、愛とは行動で示すものであっても行動そのものではありません。〝愛〟と〝愛を示す反応〟は、まったくの別物です」

「……その二つをどうやって見み極きわめれば良いのでしょうか？」

「愛を客観的に捉えることなど出来ませんよ。『考えるな、感じろ』ですよ、六方先生。貴方あなたの主観で相手に愛があるかどうか――大事なのはそこです」

「…………結局、直感で決めろということですか？」

　理事長は穏おだやかに微笑んだ。

　真意を掴つかませない、微び風ふうに揺ゆれる柳やなぎみたいに穏やかな笑みだった。




　煙けむに巻まかれた気分で理事長室を辞すると職しよく員いん寮りようへの帰き途とに就つく。途と中ちゆう、生徒に声を掛けられたが、心の中にすっきりしない疑問が溢あふれていたので、適当な生返事で歩き続けた。

「……はぐらかされているのか、それとも本当に人間の見分け方が分からないのか……」

　いや、やはり判らないのだろう。

　客観的に〝人間らしい人形〟と〝本物の人間〟が観測可能なら、百合原だってとっくの昔に〝人間〟だと特定されている。

　僕だって、百合原に大穴を開けられなかったら、見けん当とう違ちがいな捜そう索さくを続けていた筈だ。

「まさか『自分を殺してみせろ』なんて言えないし、考えもしないだろうし……」

〝人間らしさ〟……〝人間らしさ〟って、ほんとうは何なのだろう？

　理事長の話を信じるなら、人間は人間以外にも〝人間らしさ〟を見み出いだしていた。その時点で『人間が持つ人間らしい部分』という前提が崩くずれてしまう。

〝人間らしさ〟なんて……〝人間〟なんてものはただの幻げん想そうではないのか？

「――っ――」

　だいたい、こうやって考える僕の精神自体が作り物なのだ。作り物の精神なのにこんなにウジウジと人間らしく悩なやんでいるのだ。〝人間らしい〟心や魂ですら再現可能だとしたら、いったい何を基準に〝人間の意識〟を判別できるというのだろう？

「――ザ――ッ――」

　哲てつ学がく的てきゾンビやら行動的ゾンビなんて考えついた人間は、果たして想像できただろうか？　ゾンビが人間じゃないことを自問自答して苦しむことを――

「――――カザネッ！」

　パコン、と後頭部を叩かれてたたらを踏む。

　振り返ると、メグミが腕うでを組んで僕を睨んでいた。

「……いきなりどうしたんだい、メグミ？」

「どうした、ってのはこっちのセリフよ。何度も呼んでるのに、叩かれるまで全然気付かないなんて」

「……ごめん。考え事をしてて……」

「ここ最近、ずっと考え事ね」

　むすっと頬を膨ふくらませて眉まゆを怒らせるメグミ。

「それって、恋こい人びとよりも大事で重要な考え事なのかしら？」

「……違うと言いたいけど、もしかしたらそうかもね」

「…………」

　ますます不ふ機き嫌げんな顔になるメグミ。彼女はつかつかと近付いてくると、捻ひねり上げるように僕の手を掴んだ。

「メグミ？」

「ちょっと来て」

　メグミは有う無むを言わさず僕を引ひき摺ずって歩いていく。彼女は職員寮と校舎の中間にある庭園に足を踏み入れると、奥おくまったところにある東あずま屋やへ向かった。

　蔦つたのカーテンが遮さえぎる東屋に入ると、ようやくメグミは僕の手を解放した。此処まで背を向けて歩いていた彼女が振り向くと、その顔にはさっきまでの不機嫌な怒いかり顔がおとは真逆の、心配げで心細そうな表情が浮かんでいた。

「カザネ……本当にどうしたの？　ここ最近のあなた……変よ？」

「……どう、変なんだい？」

「疲つかれてるっていうか、悩んでるっていうか……ううん、違う。なんというか……」

　メグミは言うか言うまいか迷うように閉じた唇くちびるを蠢うごめかせ、しばらくしてからとても慎しん重ちように口を開いた。

「……まるで、怯おびえてるみたい……」

「……怯える……？」

　僕が怯えている？

「……何が怖こわいの？」

　メグミがおずおずとした口調で問といかけてくる。僕の事を心配しつつ、問いかけることで傷付けはしないかと慮おもんぱかる――そんな表情に見えた。

「わたしに言えないこと？　それなら言わなくてもいいわ。けど……けど、お願いだから少しは頼たよって。少しは甘あまえてよ」

　寄より添そうように近づき、メグミは潤うるんだ瞳で僕を見つめてくる。

「わたしはあなたの恋人だもの。頼りにならなくても、いっぱい甘えさせてあげる。だから、一人で怖がらないで。一人で怯えないで」

「…………」

　とても愛らしく、いじらしい姿だった。少し前の僕だったら、彼女が恋人であることを誇ほこりに思いながら抱きしめただろう。

　けれど、いまは……

「……メグミ。君は愛する人が居るかい？」

「……試ためしてるの？」

　メグミは不可解な顔になりつつ、真まっ直すぐ僕を見返して、

「もちろんあなたよ、カザネ。わたしは、あなたの恋人だもの」

　と、言った。

「……そうだね」

　僕は嘲笑を苦笑に押おし止とどめて頷うなずいた。

「……君は、僕の〝恋人〟だ」

　いつの間にか〝恋人〟という役割に収まっていた七しち堂どうメグミという少女――それは『学校』が悪趣味な見世物小屋だと分かりやすい形で見せつけるものに他ほかならなかった。

　悪趣味な見世物小屋、くだらない小芝居の証明……それは、僕もまた作り物に過ぎないという証明でもある。

「……ああ、そうだ……」

　そうだ。そうなのだ。

　この期ごに及およんで……あんなにはっきり非人間の証明を見せつけられておきながら、まだ僕は心の何処かで自分は人間だと思いたがっていた。

「……カザネ？」

　心配そうな顔の僕の〝恋人〟。

　認識だけの僕の〝恋人〟。

　けれど僕には、七堂メグミを〝恋人〟だとはっきり認識した時の記憶がない。

　いつの間にか配役セツテイングされた〝恋人〟の少女が、僕を『愛している』と言っている。

　――僕はやっぱり理事長にはぐらかされたらしい。

　こんな簡単に愛が設定プログラム出来るのだ。

　愛なんて、〝人間〟であることを証明する何物にもなりはしない。

「……ねぇ、カザネ？　あなた、やっぱり変よ？」

　メグミが気遣わしげに、労るような声をかける。僕を抱きしめ慰なぐさめようというのか、手を伸のばしてくる。

「っ！」

　彼女の手を、僕は慌あわてて振り払い、思わず後ろへ飛び退のいた。

「か、カザネ……？」

　振り払われた手を押さえ、メグミが呆ぼう然ぜんと僕を見つめる。丸く見開かれた彼女の瞳ひとみに映る僕は、盛大に引き攣った顔をしていた。怪かい物ぶつを目もく撃げきして怯えているみたいな表情だった。

　……いや、実際に、僕は目の前の少女が化け物に見えていた。

　妖よう術じゆつで人を欺あざむく、得体の知れない化け物。

　彼女が僕を欺き操あやつってきた訳ではない。

　けれど七堂メグミは、僕の『作られた人生』を象しよう徴ちようする存在だった。

　否いやが応でも僕が〝作り物〟と知らしめる彼女を、僕は心の底から怖おそろしいと思った。

　忌いまわしい、と感じた。

「カザネ……？」

　徐じよ々じよに眼めを潤ませ、縋すがるように呼よび掛けてくるメグミ。まるっきり〝人間らしく〟……まるで〝恋人らしく〟振る舞う彼女に対し、僕は何も言えないでいた。

「……カザネ」

　彼女が僕に触ふれようと再度手を伸ばしてくる。

　あと一歩でも距きよ離りが縮まったら脱だつ兎との勢いで逃にげようとする、その直前――




　――ヴィ――ッ！　ヴィ――ッ！　ヴィ――ッ！




　けたたましい警けい戒かい音おんが響ひびき渡る。

「これって……」

　――ＰＯＭがフェーズⅣへ移行。総員、マニュアルに従って行動を開始せよ。繰り返す。ＰＯＭがフェーズⅣへ――

　理事長の声が響くとともに、ドームに投とう影えいされていた空がすとんと幕が落ちたように掻かき消える。一いつ瞬しゆんで、『学校』の全すべてが薄うす暗くら闇やみへと反転した。

「行こう……地下施設へ避ひ難なんするんだ」

　これ幸いと彼女に背を向けて歩き出す。

　すこし遅おくれて、慌てて後を付いてくる足音が聞こえてきた。

　僕の足は一歩でも彼女から遠ざかるべく、自然と速度を上げていた。




　地下の戦せん闘とう指揮所に入ると、モニターではすでに戦闘が始まっていた。

　エプリオンに有機汚お染せんされた伝でん染せん体たいを、戦闘装備に姿を変えたレプリノイドたちが迎げい撃げきしている。

「砲ほう狙そ撃げき部隊、火線を敵勢力右う翼よくに集中」

　二階堂理事長の指示がすぐさま前線に伝わり、射しや撃げきが始まる。

　天使の翼つばさを思わせる大出力ジェネレーターを背せ負おった砲狙撃部隊が、巨きよ大だいな鉄柱の如きレーザー焼しよう却きやく兵器シラクサを撃うち放つ。白く凍こおり付ついた廃はい墟きよに、幾いく筋すじもの光の線が迸ほとばしった。

　画一的な行進を続けていた伝染体たちの先頭集団の首が、椿つばきの花が落ちるようにぽろりと転がった。だが、極きよく端たんに瞳どう孔こうが肥大化した黒目をギロつかせ、伝染体の首はケタケタと笑いはじめる。

　――アハハハハハッ！

　――アハハハハハハハハハハハハハハッ！

　前回の戦闘では、伝染体たちの笑いをただ不気味なものとしか思わなかったが、いまこうして眺ながめていると、彼らの嗤わらいは嘲笑かもしれないと感じた。

　地下深くのシェルターに引き篭こもる人間たちを。

　人間の不安を紛らわす為ための見世物小屋である『学校』を。

　人間だと思い込んで不安に震ふるえる教師たちを。

　伝染体たちは嘲笑しているのではあるまいか？

「接近戦部隊、抜ばつ刀とう」

　モニターの中に五十嵐を見つけた。彼女をはじめとする接近戦部隊の焼しよう斬ざん刀とうヴォルカーノに大気圧プラズマの光が宿る。

　砲狙撃部隊の高出力レーザーの火線を縫ぬって接近してくる伝染体へ、接近戦部隊が立ち向かってゆく。

　あっという間に、モニターの向こうの戦場が乱戦となった。

　不気味な哄こう笑しようを浮かべて襲おそい掛かる伝染体を、表情なきレプリノイドたちが斬きり伏ふせ焼き捨ててゆく。

　しかし、伝染体は波のように押し寄せてくる。

　レプリノイドが一体を切り捨てれば二体が、二体を片付ければ三体が。砲狙撃部隊が撃ち減らすが、圧あつ倒とう的てきな物量はシラクサの高出力レーザーの火線防ぼう御ぎよを物ともせずに打ち寄せてくる。

「遊ゆう撃げき部隊、接近戦部隊の援えん護ごを」

　高速戦闘に特化した遊撃部隊が前線へと飛び出す。小こ柄がらな四十田あいだの姿もあった。

　敵の勢いを乱し掻かき回す事を目的とする遊撃部隊は、取り回しの良い小刀タイプの焼斬刀を両手に構えて動き回る。

　縦じゆう横おう無む尽じんな戦闘機動で遊撃部隊が伝染体の進しん撃げきに楔くさびを打ち込む。無言のまま、しかし戦せん闘とう化げ粧しようの如き印刷機械ペイントデヴアイスで戦術リンクを確立しているレプリノイドは、楔によって生じた伝染体の隙すきを逃のがさず完かん璧ぺきなタイミングで止とどめを刺さした。

　砲狙撃部隊が数を減らし、接近戦部隊が受け止め、遊撃部隊が打うち崩す。

　レプリノイドの戦闘能力はやはり圧倒的だった。頑がん丈じようで軽量な発はつ泡ぽう金属骨格が生物限界を超こえる高速機動に耐たえ、強きよう靭じん無比な珪けい素そ筋肉が凄すさまじい破は壊かい力りよくを発揮する。心臓部の潮ちよう汐せき炉ろが高出力の焼却兵器を運用するエネルギーを供給し、水晶電脳の超ちよう演えん算ざん能力がそのすべてを管理する。

　まず間ま違ちがいなく、人類が造り出したあらゆる兵器の中で最も優すぐれた芸術品だろう。

　その芸術品に、醜く変わり果てた人間の成れの果てが蟻ありの如く群がってゆく。

　やがてモニターの一角で、廃墟を焼き溶とかす爆ばく発はつが起こる。

　レプリノイドの潮汐炉が暴走爆発したのだ。

　数十体の伝染体を巻き込んだものの、後続の伝染体たちが出来たばかりのクレーターを踏とう破はして殺さつ到とうしてくる。

「駆く逐ちく部隊投入」

　穴を埋めるべく、レプリノイドの最さい精せい鋭えい部隊が前線へ進撃する。他のレプリノイドとは一段も二段も上の戦闘性能を誇る彼らは、その呼び名の通り駆逐を開始した。各おの々おのの得物を用い、鎧がい袖しゆう一いつ触しよくとばかりに伝染体の首を狩かる。

　圧倒的な戦闘能力の駆逐部隊。その中に長ちよう髪はつを翻ひるがえらせる硬こう質しつな美び貌ぼうを見付け、僕は思わず息を呑のんだ。

「百合原……」

　長刀型の焼斬刀を二ふた振ふり携たずさえた百合原は、何の恐おそれも見せず伝染体の群れへ突っ込む。

　剣けん閃せん。

　剣けん戟げき。

　剣けん舞ぶ。

　二振りの焼斬刀が熱光を棚たな引びかせる。帯の如き斬ざん撃げきの残像は、まるで踊おどり子この動きを彩いろどる飾かざり布。くるりと身体が廻まわる毎ごと、ひらりと剣が振るわれる毎、しゃらりと黒くろ髪かみが翻る毎、伝染体の首がぽろりと落ちる。

　僕は一心不乱に百合原の戦いに見入っていた。

　彼女は人間――〝人間〟の筈だ。

　レプリノイドが感情エミュレーターを戦闘中は停止するのと違ちがい、彼女にはいまこの瞬しゆん間かんも様々な感情が渦うず巻まいているはずだ。

　なのに、戦闘中の百合原は、周りのレプリノイドの誰よりも機械的な無表情だった。

　その無表情を見ていると、何故だかとても息苦しくなった。

　無む性しように、彼女の皮肉な笑みを見たいと思った。

「伝染体、観測数がなおも増加中」

「部隊と戦線を再構築します。駆逐部隊はそのまま前線で戦闘を維い持じ」

　接近戦部隊と遊撃部隊がわずかに後退して隊列と陣じん形けいの再構築を行う。

　結果として、駆逐部隊が前線に取り残されることになる。

「っ――」

　百合原に夥おびただしい数の伝染体が殺到するのを見て、僕は悲鳴を上げそうになった。

　彼女は毛筋ほども表情を変えぬまま伝染体を駆逐してゆくが、劣れつ勢せいになりつつあるのがはっきり分かった。

　伝染体には個性もなければ意思もない。伝染体の一体一体は細さい胞ぼうの一つに過ぎず、捨すて駒ごまや特とつ攻こうに何の躊ちゆう躇ちよもない。

　伝染体たちは生身の壁となって百合原の斬撃に立ちはだかる。斬撃の軌き道どうを制限すべく己おのれの身体を積み上げる。

　そしてとうとう、一体の伝染体が死体の陰かげから飛び出し、百合原の腕に飛び付いた。

「あ――」

　哄笑に歪ゆがんだ伝染体の顎あごが百合原の右みぎ腕うでを襲う。歯や骨格の自じ壊かいに躊躇も痛つう痒ようもない伝染体は、力任せに百合原の右腕を肘ひじから噛かみ千切った。

　千切られた百合原の腕から光ファイバーを思わせる珪素筋肉が飛び出し、白い循じゆん環かん液が飛び散った。それでも彼女は痛みに顔を歪めることなく、千切られた腕を咥くわえたままの伝染体の首を焼き切ると、左ひだり腕うで一本で戦闘を続行する。

「っ……」

　僕は一段高い位置の司令席を振り向いた。モニターへ顔を向けたままの理事長の横顔へ向かって、百合原を助けるように進言しようかどうしようかと迷った。

　彼女は〝人間〟だ、と。

　百合原こそが貴女が探すように言った〝人間〟だ、と。

　そう言えば百合原を退たい却きやくさせてくれるだろうと思った。口を開いて押し止まったのは、百合原自身が『正体を喋しやべるな』と釘くぎを刺したからだ。

　はらはらしながら、僕はモニターの中の百合原と理事長の横顔とに視線を移動させ続ける。後ほんの少しでも百合原が傷付いたら真実を話そう――そう決めた。その結果僕がどうなっても、そうしなければならないと感じた。

「――部隊再編完かん了りようしました」

「接近戦部隊と遊撃部隊を押し上げなさい。駆逐部隊はそれに合わせて後退するように」

　再編成された部隊が再攻勢を掛ける。前線が押し返されるのと合わせ、少数で孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていた駆逐部隊が後退する。その中に百合原の姿もあり、僕はいつの間にか止めていた呼吸を再開した。

　その後の戦闘は、こちら側の有利に進んだ。廃墟全体に散布された冷れい却きやく剤ざいによって、伝染体の動きが徐々に鈍にぶくなったからだ。エプリオンの有機汚染によって変性しているとはいえ、伝染体はあくまで生物だ。体温が下がれば動きは鈍らざるをえない。

　やがて、波が引くように伝染体が一いつ斉せいに退却を始める。

「――ＰＯＭをフェーズⅤからフェーズⅣへ移行」

　理事長の宣言で指揮所の空気がほっと弛し緩かんする。

　けれど、僕はいまだ緊きん張ちようを解けずにいた。僕の見つめるモニターには、傷付いた百合原の姿が映っている。彼女が地上の廃墟から無事に後退してようやく胸を撫なで下おろした。

「…………カザネ？」

　か細い声に振り向くと、メグミが硬かたい面おも持もちで僕を見つめていた。

「……なんだい？」

「……………………………………なんでもないわ」

　メグミは弱々しく首を振り、他の教師たちに紛まぎれて指揮所を出ていった。

「……終わり、かな……」

　いや、終わりも何も、始まってすらいなかったのだ。自覚もなく役割を演じていただけ。

　ちらりと理事長を見やる。彼女は矢や継つぎ早ばやに後始末の指示を出していて話はなし掛けられる雰ふん囲い気きではない。もっともいま話し掛けたら、僕はもう皮肉な嘲笑を隠せる自信がない。

　口元の歪みを隠すように俯うつむき、僕は指揮所を後にした。




５




　――また、この夢か……

　もはやお馴な染じみになりつつある明めい晰せき夢むの中で。僕は桜の樹きの下に佇たたずんでいた。

　足元には、掘ほり返されて埋うめ直された穴。僕が埋められた穴だ。

　――夢とは言え、無む茶ちや苦く茶ちやだな……

　自分の埋められた穴を自分で見下ろす。夢ならではの支し離り滅めつ裂れつさだが、夢判断マニアのフロイト先生ならいったいどんな解かい釈しやくをするものだろうか。

　ふと、顔を見上げる。

　晒さらされた骸がい骨こつのような枝ぶりの桜の樹。桜は華はな々ばなしい死のモチーフだと授業で使ったばかりだが、この桜は文句の余地なく〝死〟以外の何物のモチーフにもならないだろう。

　そんな揺るぎない死の中にあった桜の樹の枝に、小さな蕾つぼみが膨らみ始めた。

　その、花の蕾を見て。

　僕は無性に焦あせりを覚えた。

　あの蕾は一体何を糧かてにして芽め吹ぶこうとしているのか。それに思い至った途と端たん、僕は足元の埋め戻もどされた穴を再度掘ほり返そうと蹲うずくまる。土を掻き出そうと手を突き立たてたが、僕の手は何も掴むことなく地面を虚むなしく透とおり抜ぬけた。

　――っ――っ――っ！

　僕は何とかしようと地面を掘り返そうとするが、手は何も掴むことはない。

　やはりこの〝僕〟は幽ゆう霊れいなのか。

　しかしそんな事はいまは関係なかった。

　ほんの一欠片でもいいから穴を掘り返そうと、そうしていればいつかは土を掴めるのだというように、何度も何度も透り抜け続ける手を地面に突き立て続ける。

　そうしている内に、桜の枝に芽吹いた蕾はますます大きくなり、淫みだらなほど鮮あざやかに色付き出した。

　僕はさらに焦って土を掘り返そうとする。

　だが、僕の手は地面をひと掻きすら出来ないままだった。

　桜の蕾が綻ほころび始めるのに泣きそうになりながら、僕は穴の底の僕を掘り返そうと地面を掻き続けた。





※　※　※






「…………どんどんワケが分からなくなってくるな……」

　相変わらずの目覚めの悪い夢を振り払はらうように頭を振りつつベッドから起き上がる。

　――伝染体の襲しゆう撃げきから一週間が経たった。

　規定に従ってレプリノイドの洗せん浄じようと補修が終わるまで『学校』の授業は停止し、教師たちは休きゆう暇かという名の放置状態を満まん喫きつしていた。

　僕ぼくはといえば、寮りようの自室からほとんど出ず、授業が再開するのをじりじりしながら待っていた。時間潰つぶしに本を読もうとしたが数ページで放り出だし、無機質な天てん井じようを睨にらむように見つめて時間が過ぎていった。

　そしてようやく、今日から通常の授業が再開される。

　手早く身み支じ度たくを済ませ、流し込むように朝食を掻き込み、寮を飛び出して校舎へと急ぐ。『学校』にやってきてから、こんなに授業が待ち遠しいと思ったことはなかった。

　職員室での挨あい拶さつもそこそこに、教室へ向かう。足早に階段を上がり、勢い良く廊ろう下かへ飛び出して――

「――きゃあ～」

　衝しよう撃げきとともに胸の辺りから声がしたと思うと、足がもつれて派手に転ぶ。

　数すう瞬しゆんの驚きよう愕がくによる自失のあと、僕はひどく柔やわらかいものに鼻先を突っ込んでいるのだと分かった。目の前にあったのは、

「……黒のレースか」

「です。先生がお約束だけではいけないというので」

　細くも柔らかな白い太ももの間から顔を上げると、眠ねむたげな目をした四十田と目が合う。

　この手の強制イベントも久しぶりなので、完全に油断していた。

「採点、何点ですか？」

「……四十五点」

「むむ、低すぎないです？」

「時々はパターンを外さないとマンネリだけど、外してはいけないお約束もあるんだよ」

「ぬぬ、深いです」

　何の深みも捻ひねりもない僕の言葉に、四十田はしきりに感心したみたいに頷いた。

「あーっ！　ユキちゃんずるい！」

　聞いてる方の頭の中がピンク色になるような声が響く。

　目を向けなくても誰か分かるその声の主は、僕の首を引っこ抜く勢いで掴み上あげ、四十田の太ももよりもさらに柔らかな何かで顔を挟はさみ込んだ。

「先生ったら！　欲求不満ならあたしに言ってくれればいつでも準備オッケーなのに！」

「……ははへ放せ、ひほばひ三十刈……」

　無む駄だに大きくて柔らかい胸に包まれているせいで変な声になる。まさかこいつ、またノーブラか。レプリノイドの胸は型くずれしないだろうが、こういうところで慎つつしみがないから萎なえるんだが……

「三十刈さん！　朝から一体何をしているんですか！」

　これまた確かく認にんするまでもない生き真ま面じ目めな声と共に、ぐいっと僕の襟えり首くびが引っ掴まれた。

「仮にも生徒と教師でしょうが！　立場と場所を弁わきまえなさい！」

「ああん。ヒビキちゃんたらズルい！」

　委員長気質を発揮して僕を三十刈から引き剥はがした五十嵐だが、三十刈が往おう生じよう際ぎわ悪く僕の頭に手を掛けて引き寄せようとする。

「これくらいのスキンシップは当然だよー」

「節操のない胸を先生の顔に押し付けるのが当然であって堪たまるものですか！」

「ヒビキちゃん、おっぱいはぶら下げるだけのアクセじゃないんだよ？　おっぱいは武器なんだから、武器は使わなきゃ！」

「……貧乳はステータス」

　三十刈と五十嵐が言い合う横で、四十田が自分の胸をぺたぺた触さわりながらぼそりと呟つぶやく。

　それはともかく、頭と首を掴んでの綱つな引ひきを早く止やめて欲ほしい。ぎりぎりと軋きしむ音がするのはけして気のせいじゃない。このままだと第二頸けい椎ついの辺りからぽっきりと……

「……退どいてくれる？」

　冷ややか、というにはいささか平へい坦たんすぎる声に、騒さわがしい三十刈と五十嵐も、僕の頭の行方ゆくえを見守っていた四十田も、そして周囲で見物していた生徒たちもが、一斉に声の方を振り返かえる。

　そこに立っていたのは、やはりというべきか勿もち論ろんというべきか、百合原ハルカその人だ。ちゃんと両りよう腕うでがある。先日の戦闘で失った右腕は修復済みらしい。

　彼女は無数の視線を受けても表情を変えず、鋼鉄から叩き出したかの如き無表情のまま、

「……退いてくれる？」

　と繰くり返した。

　三十刈と五十嵐が僕の頭と首からぱっと手を離して飛とび退のいた。

　百合原は数歩進むと、支えが外されて尻しり餅もちをついたままの僕を見下ろし、

「……退いていただけますか？」

　と三み度たび繰くり返した。

「…………」

　僕は彼かの女じよに声をかけようとしたが、ぐっと言葉を飲み込んで横に退いた。

　百合原は僕に目を向ける事なく、すたすたと教室へと歩み去っていく。

「……注意すべきわたくしが、注意されるなんて」

　五十嵐が生真面目な委員長らしく、忸じく怩じたるものを滲にじませた声で零こぼした。
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「びっくりしたぁ」

　一方で三十刈は相変わらずの脳天気な声だったが、こてんと首を傾かたむけている。

「……ハルカちゃんって、あんなタイプだったっけ？」

「タイプも何も、あの子は普ふ段だんから何も言わないじゃない」

「だからだよ、ヒビキちゃん。ハルカちゃんがあんな風に注意するなんてないじゃない？」

「……そういえばそうね」

「三度、も繰り返してた」

　三人娘むすめが首を傾かしげる。

　周囲の生徒たちも、珍めずらしいものを見たとざわついていた。

　――ぱんぱん！

「はいはい！　もうホームルームの時間よ！」

　手を叩たたくとともに凛りんとした声が響く。スーツ姿のメグミが、しかめっ面つらで周囲を睨み回して生徒たちを教室へと追いやる。

　生徒たちが教室へと向かうと、メグミは僕の方へと歩み寄ってきた。

「ありがとう、七堂先生」

「……どういたしまして、六方先生」

　彼女と会うのも一週間ぶりだが、あくまで同どう僚りようらしい呼び方に止とどめた。

「……それじゃ」

　メグミも、そんな僕の態度に思うところがあるのだろう。僕に対する言動もギクシャクとして余よ所そ余よ所そしいものになっていた。

　自分のクラスへ向かうメグミの背を、僕はもやもやした気分で見送る。

　メグミには申し訳ないとは思うが、僕はもう彼女を〝恋人〟として見ることが出来なかった。いつの間にか〝恋人〟になっていた……そんなものが〝恋人同士〟であるワケがない。

　僕にとってメグミは、この『学校』という悪あく趣しゆ味みな見み世せ物もの小屋の象徴となっていた。

　彼女の中では六方カザネはいまだ〝恋人〟なのだろうが……その関係が作り物の幻想と気付いた僕には、二重に役を演じるのは堪らなく辛つらいものだった。

　僕も、自分が担任するクラスへと向かう。ただでさえ〝人間〟という役で教師の真似まね事ごとなんてやっているのだ。これ以上何かを演じるなんて真っ平だった。




「おやおや、これはこれは。恋愛ラブコメゴッコが似合う色男じゃあないか」

　放課後、図書室を訪おとずれると、授業中の無表情を捨て去った百合原が、すっかり見慣れてしまった嘲あざけり顔がおで僕を出で迎むかえた。

「……好きでやっているわけじゃないんだけどね……」

「はっ、どうだか。その割にはなされるがままのように見えたが？」

「……もしかして」

「あ？」

「ヤキモチを焼いてくれてる？」

「ほう？　面白おもしろいことを言うな？　なんで私が人形にヤキモチなぞ焼かねばならんのだ？」

「……ごめんなさい。謝あやまるからその貫ぬき手てを引っ込めてくれない？」

「ふん。貴様は私の遊び人形だ。他の奴やつに遊ばれるのは、いささか独どく占せん欲よくが刺し激げきされて面白くない。ただそれだけのことだ」

「……そういうのをヤキモチって言うんじゃ？」

「ほう？」

「ごめんなさいごめんなさい」

　必死に謝って繰り出される寸前の貫手を押し止とどめる。百合原は胡う乱ろんな眼で僕を睨んでいたが、ひたすら平ひら謝あやまりすると鼻を鳴らして振り上げかけた右腕を降ろした。

「……右腕、治ったんだね」

「ん？　ああ、これか。なんということはない」

　伝染体に噛み千切られた右腕を動かし、百合原は皮肉げに口くちの端はしを吊つり上げた。

「百年のキャリアの中では軽傷の部類だ。酷ひどい時には潮汐炉にダメージを負って暴走寸前までいったからな」

「……怖くないの？」

「そんな感情はとっくに忘れた」

　百合原は僕の質問を笑い飛ばし、揶や揄ゆするように目を細めた。

「慣れるさ。何にでも慣れる。百年も続ければ嫌いやでも慣れる。どんなに酷い戦闘も、機械的にこなせるようになる」

「……でも、君は……」

「機械が〝人間らしく〟振る舞まうんだ。人間が〝機械らしく〟振る舞うことに何の不思議がある？」

　百合原の言葉は辛しん辣らつだった。辛辣で、何とも昏くらい重みがあった。

「……でも、その表情かおは……」

「嘲笑これか？　そうだな、嘲笑これだけは百年経っても捨てられなかった。苦境には慣れる。絶望にも慣れる。だが不思議とこの嘲笑かおが薄うすまることはなかった」

　肩かたを竦すくめながら薄うつすら笑う百合原。

　恐きよう怖ふにも絶望にも慣れながら嘲あざ笑わらいが消えない――僕にはその理由が、なんとなく理解できた。

「……自分に自信が持てないから？」

「…………」

「自分が〝人間〟なのか分からないから、消えないんじゃないか？　君はずっと悩なやみ続けてる。自分は〝人間〟なのか、それとも別物なのか……〝人間〟の自覚がありながら〝人間〟の確信が持てない……だから嘲笑うんだろう？　嘲笑うしかないから」

「…………」

　すっ、と薄うすら笑わらいを吹ふき消けし、百合原がぞっとするほど静かな顔をして僕を見つめ返す。その静けさは、僕でなくとも『嵐あらしの前の静けさ』を連想させる平静さだった。

「……随ずい分ぶんと知ったような口をほざくな？　ほんの一週間や二週間悩んだくらいでもう悟さとったつもりか？　その程度で何を悟る？　私の何が判わかると言うんだ？」

　喋りながら、百合原の右手がぴくぴくと震える。僕の胸か頭に風穴を空けたくてうずうずしているようだった。

「……分かるさ」

　言って、口の端を歪める。ここ最近ですっかりお馴染みになった、僕の嘲笑だ。

「僕も、自分の馬ば鹿かさ加減と中ちゆう途と半はん端ぱさに、笑わずにはいられないんだから」

「…………」

「〝人間なのに人形ではないかと疑う〟君と、〝人形なのに人間でありたいと願う〟僕……鏡写しみたいに正反対だからこそ、よく分かるよ」

「………………ふん。〝人にん間げん臭くさい〟ことを言う人形だ」

　百合原は、再びその顔に嘲笑を浮うかべて鼻を鳴らした。

「ああ、そうだ。私は〝人間〟だ。その記き憶おくも自覚もある。だが、この『学校』で〝人間らしく〟振る舞えば振る舞うほど、分からなくなってくる。私は何を以もつて〝人間〟だと言い張る気だ？　人間としての自覚だけなら、『学校』の教師どもと何の違いがある？」

「……教師の一人は、レプリノイドを行動的ゾンビと評していたよ」

「確かにレプリノイドは行動的ゾンビそのものだが、そもそも『哲てつ学がく的てきゾンビは仮定の存在で現実には存在しない』とされるのが一いつ般ぱん的てきだ。それに行動的ゾンビは〝人間〟の実体を肉体に帰結させる時点で、傲ごう慢まんな唯ゆい物ぶつ主義の自己満足に過ぎん。私も随分とその類たぐいの本を読よみ漁あさったが、百年掛けて分かったのは『役に立たない』ということだけだったな。所しよ詮せんは想像を遊ばせる暇ひま人じんどもの戯たわ言ごとだ」

「別に、本人たちも遊びでやってたワケじゃないと思うけど……」

「役に立たないのなら遊んでいたのと同じだ。奴らは結局『ボクはこんなに頭が良いんだ』と自じ慢まんしたいだけなんじゃないのか？　解決を見出せない学問に何の価値がある？　考えを捻って悦えつに入いる衒げん学がく家かなんぞオナニー狂ぐるいと変わらん。いっそ竿さおを扱こいたり穴に指を突っ込む方がよっぽど簡単で健全だ」

「あ、穴って……」

　あまりの言い様に絶句してしまう。

　顔を引ひき攣つらせた僕を見て、百合原はニヤニヤと明らかに面白がった。

「どうした？　私がオナニーしてる姿でも想像したか？」

「……してない」

「ははっ、実に〝人間らしい〟反応だな」

　百合原がくつくつと喉のどを鳴らして笑う。

　……性格が悪い。

　鬱うつ屈くつしたものが溜たまっているから言動が皮肉っぽく捻くれるのはしょうがないと思っていたが、もしかして彼女はこれが素すなんじゃないだろうか。

「くくっ……ああ、話がズレたな。何の話だったか？」

「……哲てつ学がくが役に立たなかったって話」

「ああ、それだ。奴らは詰つまるところ『こういう考え方もある』と言っているだけだ。そして最後にはこう言う。『悩んで考えることが大切です』とな。馬鹿らしい！　こちとら貴様らの倍は考えているというのだ」

「……彼かれらだって一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっていろいろ考えていたんだよ」

「頑がん張ばって褒ほめられるのは子供だけだ。大人なら結果を見せて然しかるべきだ。三千年掛かけても思考実験から抜け出せない連中を何と呼ぶべきだ？　決まってる。役立たず、だ！」

　百合原の言いたいことも分かるが、ここまで悪あしざまに言われたらソクラテスやプラトン、ニーチェやハイデッガーも草葉の陰で泣いていることだろう。

「現在や未来に対して何のアドバイスも送れないなら、そんなもの意味も価値もない……そんなアホみたいなものに縋ろうとした私も私だが、な」

　そう言って、百合原は嘲笑う。

「そりゃ、笑う。嘲笑わらうしかない」

　百合原の嘲笑は、『学校』に向けられるものばかりじゃない。対象がそれだけだったら、彼女自身が言ったように慣れてしまっていた筈はずだ。恐怖や絶望に慣れるのなら、周囲への皮肉にだっていつかは慣れてしまうに違いない。

　百合原の嘲笑は、何よりも誰だれよりも自分自身に向けられている。奇くしくも彼女が『役立たず』と称しようした哲てつ学がく者しやたち同様、彼女も明確な答えを出せずにいるからだ。

　彼女が自分を〝人間〟だと申しん告こくせずに隠かくしてきたのもきっとそれだ。

　百合原は――自分が〝人間〟だと信じきれていないのだ。

「…………ふん」

　ひとしきり自じ嘲ちようした後、百合原は僕に向ける目を細めて軽く睨んで鼻を鳴らした。

「何を言っているのやら。人形にこんな話しても何の解決にもならないというのに」

「……少なくとも僕は、君は確かに〝人間〟だと思うけど」

「はっ！　そりゃ嬉うれしい。私が胸をぶち抜くまで何も判らなかった奴のお墨すみ付つきだ。こんなに頼たよりになる言葉はないな」

　ぐうの音も出ない完璧な嫌いや味みに、僕は黙だまって彼女の嘲笑を受け入れる以外になかった。

　百合原は嬲なぶるように僕を睨んだ後、そろそろ帰るかと立ち上がった。

「それで？　明日は『桜の樹の下には』を課題に使うのか？」

「そのつもりだよ」

　唯ゆい一いつ仲良く話せる話題を交かわしつつ図書室を後にしようとする直前、引き戸が勢い良く開かれた。

　僕も百合原も、思わず互たがいに顔を見合わせる。

　開け放たれた出入り口に目をやると、

「メグミ……」

　そこには顔を強こわ張ばらせたメグミが立ち塞ふさがっていた。いまだ彼女への恐怖と忌き避ひ感かんが入り交じる僕は、意味ある言葉を思い付くことも出来ず虚しく名前を呟くだけだった。

　メグミはそんな僕にちらりと目を向けた後、憎にく々にくしげに顔を歪めて百合原を睨んだ。

「……この女が、そうなのね……」

「メグミ……？」

「この女がカザネを誑たぶらかしたのね!?」

　一瞬、メグミが何を言っているのか理解できなかった。

「ずっと変だ変だとは思っていたけど……こんな無表情女に……！」

　視線で射殺さんばかりに鋭するどい視線を百合原に向けるメグミ。

　僕の変化の原因は百合原だが、メグミはその原因をかなり偏へん向こうして理解しているらしい。

「何を考えてるのカザネ!?　こいつは人形――レプリノイドなのよ!?」

「メグミ、落ち着いて……」

「三十刈アイラの色ボケに動じないから安心してたけど、まさかこんなことになってるなんて……あなたは人間よ、カザネ。こんな人間の振りをする人形に騙だまされないで！」

　メグミのその言葉に、僕はびくりと身を竦ませて百合原を見やった。いまのセリフは、百合原の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを刺激するのに十分過ぎる。

「…………」

　百合原は、一見して普段の無表情だった。

　だが、一瞬だけ表情の欠片かけらが閃ひらめいた。ほとんどの者は認にん識しきすら出来ないだろう。ただ、ここ最近よく見慣れた表情だけに、僕だけにはかろうじて判別できた。

　彼女は、僕を嬲るときと同じように嘲笑っていた。

「……すみません、七堂先生」

　百合原がぽつりと呟き、すっと僕の傍そばへ身を寄せてきた。挙句、僕の左腕に両腕を絡からめて抱だき寄よせる。

「この方と七堂先生との関係は存じています。けれど私、いけない事と分かっていても……我が慢まん出来ないんです……」

「なっ…………っ！」

　メグミは絶句して固まったが、硬こう直ちよくが解かい凍とうされるに従ってぶるぶると震え出し、眦まなじりをきりきり音がするくらい吊り上げていった。

「こ、こ、こ……この泥どろ棒ぼう猫ねこっ！」

「……カザネ先生、怖こわいです」

「…………」

　――誰だ、これ？

　僕の腕うでに縋すがり付いてくる少女を見て、現実感が急速に遠とお退のいてゆく。無表情の中に一いち抹まつの不安を宿したこの黒髪の美少女は、一体どこの誰だ？

「っ！　カザネ！　なんで何も言わないの!?」

「カザネ先生を呼び捨てにしないでください。あなたにはもうその資格はありません」

「な、な、な……」

　意味ある言葉を発せず、メグミは唇くちびるを戦慄おののかせたまま目を見開く。あまりの驚おどろきか怒いかりか、ともかく混乱のあまり意味ある行動を取れないようだった。







[image: ]







「――カザネ先生、行きましょう」

　百合原に手を引かれてその場を去る。

　結局メグミは何も言い返せないまま、罵ば倒とうも文句も忘れて見送った。

　僕はと言えば、現実感を取とり戻せないまま百合原に引き摺ずられてゆく。

　そうして、いつの間にやら『学校』の死角みたいな校舎裏の桜の木まで連れて来られ、ようやく百合原は僕の腕を解放した。

「くくっ……泥棒猫だと？　くくく、まさかそんな言葉が聞ける日が来ようとはな！」

　百合原は長い黒髪を揺ゆらして盛大に笑った。

　たっぷり三分は腹を抱かかえて大笑いした後、彼女は顔を上げて僕に顔を向けた。その顔にいつもの皮肉な嘲笑が浮かんでいるのを見て、何処どこかに飛んでいた僕の現実感がようやく戻って来た。

「……小こ芝しば居いは嫌きらいなんじゃなかったっけ？」

「くくっ、四六時中押おし付つけられた小芝居をさせられているんだ。たまにはアドリブをしてやってもバチは当たるまいよ」

　ニヤニヤと薄笑いする百合原。

　やっぱり、彼女の性格は悪い。性しよう悪わるだ。

　この嘲笑いひとつとっても、百合原ハルカは間違いなく〝人間〟だ。

　そうでなければ、こんな性悪な笑え顔がおを浮かべられるものか。

「……どうするんだ、噂うわさになったら……」

「別に？　いまさら演ずる芝しば居いが増えたとて、さして問題にもならんだろう」

「そういうことじゃなくて……恥はずかしくないの？」

「何がだ？　周りはすべて人形なのだぞ？　人形に見られて何を恥ずかしがる？　お前はいちいちぬいぐるみやポスターの視線などを気にするのか？」

「…………そういう問題？」

　僕は痛みはじめた頭を押さえて天を仰あおいだ。

　頭上には、色を喪うしなった桜の枝が広がっている。その枝ぶりが僕を絡め取り閉じ込めるべく張はり巡めぐらされた牢ろう獄ごくの檻おりのように見え、慨がい嘆たんする僕の心情をさらに落ち込ませた。

「……いますぐ穴に入りたい気分だ。いまならこの桜が埋めてくれる気がする……」

「ふん？　桜の樹が埋めてくれる？　この桜が動き出すとでも言うのか？　エントじゃあるまいし。マイクロマシンが投入されていても、植物を動かすことなぞ出来るか」

「いや、夢の話だよ……」

　僕が嘆たん息そくして零すと、いまだに溢あふれ出でていた笑い声がぴたりと止やんだ。

　どうしたのかと視線を戻せば、百合原が無表情とも嘲笑とも違う、初めて見せる真しん剣けんな面持ちをしていた。

「……どんな夢だ？」

「どんなって……変な夢だよ」

　僕は近ちか頃ごろよく見る夢の内容を話した。

　しかし、変な夢だとは夢を見ている間も思っていたが、こうして誰かに話してみると脈みやく絡らくのなさがより際きわ立だって聞こえる。何であんな夢を見たのだろう？

　僕が話す間、百合原は一言も喋らず黙って聞いていた。馬ば鹿か話ばなしとしか思えない夢の話に真剣に聞き入る彼女に、僕は内心で首を傾げた。

「どうしたんだい？」

「…………レプリノイドは夢の話はしない」

「？　何を言っているんだい？　人工知能だって夢を見るだろう？」

　人間の脳は、はっきりした顕けん在ざい記き憶おく以外にも、曖あい昧まいな記憶を深層意識へ溜め込んでいる。睡すい眠みん時、脳は無意識下に沈しずんだ潜せん在ざい記き憶おくを取り出して精査する。これが夢の正体だ。

　人工知能もまた、ジャンクやバグデータを見直すことで夢に近い情報整理を行う。

「……人工知能も夢を見る。だが、夢を話題にする人工知能など皆かい無むだ」

「それは……」

「少なくとも、私はこれまで聞いたことがない。この百年、一度も」

　百合原の声のあまりの硬さに僕は驚く。もともと硬こう質しつな響ひびきをしているが、ガラスが罅ひび割われるようなこんな声は聞いたことがない。

　だが、彼女はいったい何を言いたいのだろう？

「夢の話題など、あまりに下らなくて非生産的だ。下らない馬鹿話に興じるレプリノイドも、夢のことなど話題にしない……六方カザネ……お前は……貴様は……」

　ごくり、と百合原が喉を鳴らした。

「……お前は〝人間〟……なのか？」

「は？」

　人間？

　僕が〝人間〟？

　百合原は何を言っているんだ？

「まさか……まさか……」

　百合原がぼんやりとした顔で呟く。

　慄おののくように唇が震ふるえ、ゆらゆらと身体が揺れている。

　まるで、彼女の方こそ夢の中にいるかのようだった。

「……百合原？」

　おそるおそる呼びかけると、百合原はハッとした顔で顔を背そむけた。チッと舌を鳴らし、さらに鼻を鳴らして口角を吊り上げる。

「…………はんっ、馬鹿らしい。何を言っているんだ、私は」

　馬鹿にするように吐はき捨すて、百合原は首を振ふった。

「ふん。馬鹿なことを言ったな。忘れろ、六方カザネ」

「…………」

「返事はどうした、六方カザネ？」

「あ、ああ、うん……分かったよ」

「なら、いい。では、な」

　皮肉げに笑い、百合原は踵きびすを返して去っていった。

「……………………名前」

　百合原に名前を呼ばれた事が、妙みように心に残った。

　あまり好きでない、男なのか女なのかよく分からない名前。けれど百合原に呼ばれても、そう悪い気分にはならなかった。







五章　変化







１




　先日の一件以来、百合ゆり原はらの態度が変化した。

　具体的には――

「――六ろつ方ぽうカザネ」

　図書室の奥おくまった位置で胡座あぐらをかいて読書していると、百合原が僕の名を呼ぶ。

　彼女の一番の変化がこれだ。ちょっと前まで名前なんてめったに使わず『お前』とか『貴様』とか『人形』とばっかり呼んでたのに、どんな心境の変化があったのだろう？

「……おい、六方カザネ。聞こえているのか？」

　と、返事が遅おくれると不ふ機き嫌げんそうに目を細める。本ほん棚だなに背中を預けた彼女がじとりとした視線で見下ろしてくるのに気け圧おされ、慌あわてて返事をする。

「あ、うん……何か用？」

「用があるから呼んだのだ。それとも何か？　お前は用がないのに名前を呼ばれると思っているのか、六方カザネ？」

「いや、そんなことは……」

「ふん、まぁいい」

　百合原は気を取り直すように鼻を鳴らす。そうして次に、これがなければ百合原ではないというくらい見慣れてしまった、あの皮肉った嘲笑を浮かべた。

「最近はどうだ？　あの泥棒猫女は？」

「……泥棒猫って呼ばれたのは君の方だろう？」

「泥棒猫だなんて呼ぶような個性溢れる女なんだ。ちゃんと特とく徴ちようを捉とらえてやらねばな」

　彼女の言う『泥棒猫女』とはメグミのことだ。泥棒猫と呼ばれたのが余よ程ほどツボだったのか、自分を泥棒猫と呼ぶメグミを逆に泥棒猫女と呼称しているのだ。

「……最近どうしているかは、あれを見れば分かるだろう？」

　僕はさり気なく、少し距きよ離りの離はなれた本棚の陰かげをちらりと見た。

　本棚の陰からは、こちらを窺うかがう強い視線を感じる。

「おーおー、泥棒猫女は今日も粘ねん着ちやく質しつだな」

　百合原は楽しそうに皮肉った。

　本棚の陰から僕らを窺うのは、いま話題にしていた七しち堂どうメグミだ。僕が百合原に誑たぶらかされたと信じるメグミは、時間があればああして監かん視しするようになった。

「まぁ、それも仕方ないか。突とつ然ぜん彼かれ氏しが他の女に尻尾しつぽを振り出したんだからな」

「……そこだけ聞くと、僕がとんでもないクズ男みたいなんだけど？」

「クズ男はクズの自覚がないようだな」

　口の端を吊り上げて嘲笑う百合原。あまりに見慣れたせいか、もう彼女の嘲笑を嘲笑と感じられなくなってきた。

「……しょうがないじゃないか……」

　僕は声を潜ひそめて愚ぐ痴ちを零した。

「……いまさら、メグミを〝恋こい人びと〟だなんて思えないよ……」

　七堂メグミは、いつの間にか僕の〝恋人〟として配置されていた。彼女に罪はないが、それでも不気味さを感じずにはいられない。

　そういえば古典ＳＦで、記憶を捏ねつ造ぞうされた男が居もしない妻に馴なれ馴れしく擦すり寄られ、全すべてが嘘うそだったと知り恐怖する話があった。いまならあの主人公の気持ちがよく分かる。

　気付かないままなら良かったのかもしれない。

　けれど、僕は気付いた。知ってしまった。

　メグミも作られ割り当てられた配役に従っているに過ぎないだろうが、いまさら一度持ってしまった違い和わ感かんと不気味さを払ふつ拭しよくできる筈もない。真実を告げず距離を取るのが、僕ぼくに出来る精せい一いつ杯ぱいの誠意だった。

「泥棒猫女も可哀かわい想そうに」

　百合原が僕を咎とがめるように目を眇すがめた。

「ワケも知らされずに一方的にフラれるとは」

「ワケを言えるわけない。真実を知った彼女が狂くるわない保証はない」

「おやおや？　クズ男にしてはお優やさしいことで」

「だいたい、君がそれを言うのか？　こんな立場にしたのは、他ほかならぬ君じゃないか」

　馬鹿だの阿あ呆ほうだの人形だのと言われるのは許せるが、クズ男呼ばわりはいささか心外だ。

　僕は恨うらめしい眼めで百合原を見返した。

「ふむ、言われてみればその通りだな……なら、責任を取って、泥棒猫女を諦あきらめさせてやらねば、な」

　そう言うと、彼女はしゃがみ込み、膝ひざを突ついてじりじりと僕の方へにじり寄ってきた。

「……百合原？」

「おいおい、私は今カノだろう？　そんな他人行ぎよう儀ぎな呼び方はするもんじゃない」

　位置的にメグミから見えないので、百合原は遠えん慮りよなくニヤリと嗜し虐ぎやく的てきに嗤わらった。

「……別にここまでしなくても……」

　立ち上がりかけたが、百合原の両手が僕の顔の両横に突き出だされて阻はばまれる。

　まさかの壁かべドンだ。

「おいおいおい、せっかく〝恋人〟に擦り寄られているんだ。もっと甘あまったるい顔をして臭くさいセリフの一つでも吐いてみたらどうだ？　恋愛小説だって読んでいるだろう？」

　性悪な心しん魂こんを隠しもしないニヤニヤ笑いで僕を見下ろす百合原。実に楽しそうだ。泥棒猫なんてメじゃない、根こん性じようのネジ曲がった性しよう悪わる猫ねこの笑えみだった。

　これが第二の変化だ。

　これまで僕を揶や揄ゆし馬鹿にすることはあったが、先日以来こんな具合でからかってくる。完全に僕を玩具おもちやにして、僕が戸と惑まどう様を肴さかなにしていた。

「ほらほら、恋人らしい態度を取ってみろ」

　と、顔を寄せて僕の鼻先にふっと息を吹きかける。角度によってはキスしているようにも見える動きだ。

　案の定、我慢できなくなったメグミが本棚の陰から飛び出してきた。

「何をやってるのよ、泥棒猫！」

「――出た、泥棒猫」

　百合原は小声で呟くとふっと表情を消し、僕の胸に身体をすり寄せてくる。

「……七堂先生、私たちの邪じや魔まをしないで下さい」

　無表情で淡たん々たんと言いながら、僕の胸に手を置いて頭を預けてくる百合原。あくまで振りなのだが、見た目だけなら無口で大人しい少女が精一杯強がっているように見える。

「……七堂先生に、私たちの時間を奪うばう権利はありません」

「あるわ！　わたしはカザネの――」

「カザネ先生の、何です？」

「っ!?　……カザネ……」

　メグミが縋る瞳ひとみで僕を見つめる。

　けれど、僕は何も言えない。

　僕とメグミとの関係は配役で定められたものにすぎない。時が来ればリセットされて無かったことになる、虚うつろなものにすぎない。

　そんな僕が、彼女に何を言えるというのだろう。

「……ごめん、メグミ」

「カザネ……」

「もう、僕は君とは笑えない……笑えないんだ……」

「…………」

「ごめん……もう僕のことは忘れてくれ」

「カザネ……っ！」

　メグミは泣きそうな顔をぐっと強張らせ、百合原を強く睨にらんで図書室から去っていった。

「……ふん。これで修しゆ羅ら場ばを楽しむ時間も終わりかもな」

　僕の胸の中にいた百合原が、何の感かん慨がいもなさそうにすっくと立ち上がった。ひと仕事終えたとばかりにぱんぱんと手を叩き、呆あつ気けにとられる僕にニヤリと笑い掛ける。

「優ゆう柔じゆう不ふ断だんなクズ男かと思ったが、意外にハッキリものを言えるじゃないか」

「……どうしても僕をクズ男にしたいの？」

「見直したと言っているのに、なんでそんな風に取るのやら」

　ニヤニヤ嘲笑う百合原だが、ふとメグミが去っていった方を見やり、少しだけ口元を引き締しめた。

「……まぁ、あれはあれで犠ぎ牲せい者しやと言えなくもないな。いや、生いけ贄にえと言うべきか？　こんな悪趣味な見世物小屋に放ほうり込まれたのが運の尽つきだ」

「……ある意味、教師より生徒の方がマシなのかもね」

「うん？」

「生徒は〝人間らしさ〟を教育されているという設定上、そう簡単に記憶がリセットされることはない。けれど教師役は、シェルターから派は遣けんされた人間という設定のために、定期的に性格設定がリセットされる」

「…………」

「僕とメグミが生徒同士だったら、もう少し違ちがったかもね。作られた偽いつわりの関係でも、それを維い持じしても良かったかもしれない。けど、いつか僕ら教師はリセットされるんだ。そんな者同士の恋愛ゴッコなんて、虚むなしいだけだ」

「……ふん、意外といろいろ考えているのだな」

「クズ男じゃないと見直してくれたんじゃないの？」

「驕おごるな。クズ男じゃないとしてもヘタレには違いないだろうが、六方カザネ」

「…………違いない」

　僕は苦く笑しようした。

　百合原の口元にも皮肉な笑みが戻もどる。

　どちらも後ろ向きな笑顔だが、始終暗い顔をするよりは数倍マシだろう。




　――ヴィ――ッ！　ヴィ――ッ！　ヴィ――ッ！




　警けい戒かい音おんが響き渡わたる。有機汚お染せんがフェーズⅣに――伝でん染せん体たいが姿を見せたことを告げるアラームだ。

「またか。以前の襲しゆう来らいからまだ一ヶか月げつも経たっていないというのに」

　百合原がうんざりした顔で舌打ちした。

「仕方がない。片付けてくるか」

　伝染体の駆く除じよへ向かおうとする百合原。その背中に、

「……気を付けて」

　と声を掛ける。

「もちろん、気を付けるとも。まだお前を十分に遊び倒たおしたとは言えないからな」

　百合原は背中越ごしに振り向むいてニヤリと笑い、さっそうと黒くろ髪かみを翻ひるがえして図書室を後にした。

　僕も、規定に従って地下指揮所へと向かう。

　校舎を出て体育館に入り、エレベータへ乗り込むと、

「あ……」

　いま一番会いたくない人物と顔を合わせた。

　さっき別れたばかりのメグミが、エレベータの隅すみへと寄って僕から距離を取る。

「…………」

「…………」

　気まずい沈ちん黙もく。

　ともかく下へ向かおうと扉とびらを閉じようとすると、閉まる直前のドアに手が挟はさみ込まれた。

「待った待った！　俺おれも乗る」

　滑すべり込んできた四よ辻つじ先生が乗り込んでくる。念のために周囲を見回し、今度こそエレベータのドアを閉じて下降ボタンを押した。

「…………」

「………………」

「空気悪いな」

　気まずい沈黙に辟へき易えきした四辻先生が話しはじめる。

「なんだ？　喧けん嘩か中か？」

「……別にそういうわけじゃありません」

「仲直りするなら早くしちまえ。別に職場恋れん愛あいが禁止されてるわけでもないんだ。こんな空気を撒まかれるくらいなら、イチャコラ見せつけられて胸焼けする方がなんぼかマシだ」

「……仲直りも何もありませんよ」

　ちらりとメグミを見やり、四辻先生へきっぱりと首を振った。

「もう、終わったことですから」

「っ……」

　メグミが小さく身み動じろぎする。罪悪感が湧わくが――それ以外の感情は浮かばなかった。

　彼かの女じよには悪いと思うが、僕はもう変わったし終わってしまった。百合原に胸をぶち抜ぬかれたあの日、それまでの〝六方カザネ〟は死んで、僕はまったくの別人になってしまった。

　仲直りとかそういう次元の話ではなく、もう壊こわれて終わったことでしかないのだ。

「なんかこの頃ごろこそこそしてると思ったが……カザネ、お前まさかほんとに生徒とヤッちまったのか？」

「六方です」

「どっちでもいい。俺もヤッちまえと言ったが、まさかそれで生徒に夢中になっちまったんじゃないよな？　彼女がお堅かたいからって人形に入れ揚あげても虚しいだけだぞ？」

「四辻先生!?」

　メグミが悲鳴じみた声を上げる。

「何を言い出すんですか!?」

「七堂、男ってのは下半身で考える生き物なんだ。プラトニックなんてのは幻げん想そうだ。さっさと仲直りしてヤることヤッちまえ」

「なに言ってるんですか！」

「ナニを言ってるんだが？」

「四辻先生！」

　真ま面じ目めくさって頓とん珍ちん漢かんなことを言い出す四辻先生と、顔を赤くして悲鳴混じりの怒ど声せいをあげるメグミとを、僕はぽかんと眺ながめていた。だが徐じよ々じよに、僕の唇は歪いびつに曲がっていく。終しまいには、我慢できなくなって笑い声が漏もれ出した。

　もちろん、嘲ちよう笑しようだった。

「……カザネ？」

「六方です」

　僕の嘲笑に、今度は四辻先生がぽかんとする番だった。

　視線を移せば、メグミもまた呆ぼう然ぜんとしていた。こんな表情をする僕を、彼女は一度も見たことがあるまい。

　そんな彼らを眺め、僕の薄うすら笑わらいはますます深みを増してゆく。

「別に虚しくなんてないですよ？　むしろ嬉しいことじゃないですか？」

「……カザネ？」

「僕らの記憶なんて瞬またたく間まに消えてなくなる。けどレプリノイドたちはこれから先も存在し続ける。彼女らの水すい晶しよう電脳に記憶されるなら、この意識が消えても、存在した証あかしが残る」

「おい、カザネ……お前、何を……」

「彼女たちの記憶に存在し続けられれば、この空くう虚きよな意識にもわずかながらも価値があった……そう信じて消えて行けるじゃないですか？」

「……カザネ……」

　メグミが泣きそうな顔で僕の名を呼ぶ。僕が嘲笑を浮うかべたまま見返すと、彼女は幽ゆう霊れいでも見たように顔を引き攣らせた。

「……カザネ……ねぇ、どうしたの？　そんな後ろ向きな考え方、カザネらしくないわ？」

「とんでもない。僕は実に前向きだよ。後ろ向きだったら、とっくに終わらせてる」

　指で喉を掻かき切る仕草をすると、メグミも四辻先生もぎょっと眼を見開いた。

「一度は、こんな下らない物語は自分で終わらせようと思っていた。けど、ほんの少しだけマシな物語が見えた。僕が消えても、僕を覚えていてもらえたなら、きっと僕の下らない物語にもちょっとは救いがある」

「…………」

「…………」

　それきり、言葉が途と切ぎれた。

　メグミも四辻先生も、僕に掛けるべき言葉が思いつかずに黙り込んだ。

　僕の方は、言いたいことを言ってスッキリしていた。何となく考えていたことを明確に言葉にしたおかげで、清すが々すがしい気持ちでいっぱいだった。

　そうだ。

　百合原は強い。最強のレプリノイドと言っていい。きっと、彼女はこれから先も存在し続ける――生き続けることが出来るだろう。

　彼女に覚えていてもらえたなら、こんな僕にもちょっとだけ救いはある。悪あく趣しゆ味みな芝居を踊おどる人形じゃなく、六方カザネという意識を覚えていてもらえたなら……

　やがて、エレベータが最下層へ到とう着ちやくした。地下指揮所へ向かい、メグミや四辻先生と距離を置く。

　指揮所を見み渡わたす位置には二に階かい堂どう理事長が静かな面おも持もちでモニターへ視線を注いでいる。

　僕もモニターへ目をやった。

　かつて東京と呼ばれた、凍こごえた廃はい墟きよ。そこですでに戦せん闘とうは始まっていた。

　天使の翼つばさを思わせる大型ジェネレーターを背せ負おった砲狙撃部隊が高出力レーザーを間断なく浴びせ撃うち、大気圧プラズマの刃はを発生させる接近戦部隊が遊ゆう撃げき部隊とともに迎げい撃げきする。

　伝染体は首を落とされ、汚染されきった脳のう髄ずいはすぐさま焼やき払はらわれ、首を失った身体はトカゲの尻尾のようにばたばたと跳はね回まわっていた。

　百年続けられてきた、対汚お染せん戦せん闘とう。

　きっとこれからも続けられるであろう戦闘。

　このドームの直下、この地下指揮所よりも遥はるか深々度のシェルター都市に引ひき篭こもった、人間という種を護まもるための戦闘。

　いっそ、人間など滅ほろびてしまえば良いのではないかと思った。

　たとえ伝染体が駆く逐ちくされたとしても、エプリオンを一分子も残さずに地上から駆除できる筈もない。人類をはじめとした有機生命体は、すでに地上へ戻ることなど叶かなわないのだ。

　地下に引き篭もるしかない、未来のない空くう疎そな生命体を護るのに、これ以上彼女たちを付き合わせる意味などないのではないか？

　人間が存在した記憶はレプリノイドに受うけ継つがれる。人間が存在した証明は、もうそれで十分ではないのか？

　ふと、そんな事を考えた。

「右う翼よく、デルタ４へ第一、第三駆逐部隊を投入しなさい」

　最さい精せい鋭えいの駆逐部隊が伝染体の群れへ突とつ撃げきする。その中には、さっき図書室で別れたばかりの百合原もいた。

「…………百合原……」

　二振りの焼しよう斬ざん刀とうで優ゆう雅がだが容よう赦しやのない剣けん舞ぶを舞まう百合原を見ていると、ついさっきの考えが正しいことのように思えた。

　彼女は、こんな下らない戦いに従事するべきではない。

　彼女は、もっと自由であるべきだ。

「――敵は、どうやら駆逐部隊に狙ねらいを定めてきているようね」

　理事長がぽつりと呟つぶやく。

　僕は思わず彼女を振り仰あおいだ。

「……どういうことですか、二階堂理事長？」

「言葉通りの意味です。伝染体は、最精鋭の駆逐部隊を排はい除じよしようとしている」

　指揮官とはこうあるべきという冷静極きわまる表情で戦せん況きようを見つめる理事長。

「駆逐部隊はレプリノイドの中でも特に戦闘性能の高い個体たちです。レプリノイドの水晶電脳にもそれぞれに『個性』があり、それが戦闘性能に直結している……コピーできるものではありません。換かえは利きかないのです。だからこそ、駆逐部隊の損失は致ち命めい的てきな戦線の崩ほう壊かいを招くことにもなりかねない……しかし、伝染体はこれまでの損失許容ラインを大おお幅はばに越こえても、戦線の突とつ破ぱより駆逐部隊の排除を優先し始めている……」

　顎あごに手をやり、理事長が黙もつ考こうをはじめる。

　対汚染戦闘は毎回同じような推移を辿たどるが、それはレプリノイドと伝染体の〝読み〟の高さ故ゆえに起きる膠こう着ちやく状態と言える。伯はく仲ちゆうした実力のチェスプレイヤーの勝負が千せん日にち手てになるようなものだ。

　結果として、対汚染戦闘では良くも悪くも代かわり映ばえのない戦闘経過を辿る。

　その戦闘経過に、理事長は変化を見つけたらしい。

「戦術の変化……伝染体に、何か大きな変化があったのかもしれませんね」

「変化、とは？」

「あくまで予想ですが、何処かのシェルターが陥かん落らくしたのかもしれません」

　指揮所の空気が痛いくらい引ひき攣つった。

　人類が地下シェルター都市へ退たい避ひして以来百年以上、シェルター都市間の連れん絡らくはまったくない。どれだけの人類が地下に避ひ難なんできたのか、現在の人類総人口も定かでないのだ。

　かつて第二国連が『オペレーション・アガルタ』を発動した時には、地下シェルター都市は世界で四十九が存在したとされているが、いったいどれだけの数が残っているのか。

「他のシェルターが陥落したとなれば、東京シェルターを陥落させる為ため、伝染体がこれまで以上の戦力を投入出来るようになった可能性は十分に考えられます。前回の襲来から余り時間が経っていないのも気になっていましたしね」

「…………」

　指揮所の空気が重い。

　さきほどは『人間など滅んでしまえばいい』などと考えていたが、シェルターが落ちたと言われれば思うところがないわけではない。改めて、この世界の現状が厳しいものだと再さい認にん識しきさせられる。

「正直、戦力はカツカツです。敵の数が増えるとなると、厳しいものになりますね」

「……なら、いまの内に数を減らすべきではありませんか？」

　理事長以外の声に、指揮所の視線が移動する。

　指揮所全体の視線の中心にいたのは、感情の抜け落おちた顔をするメグミだった。

「七堂先生、数を減らすべきなのはその通りですが、何か考えでも？」

「伝染体が駆逐部隊を標的にしているのなら、駆逐部隊を囮おとりにしてしまえばいいでしょう。十分に伝染体を引き付けたところで、潮ちよう汐せき炉ろを暴走させれば……」

　メグミの視線がモニターの一つへ向けられる。そこに映し出されているのは、黒髪を翻して戦う百合原だった。

「囮、ですか……」

　理事長がわずかに上を向いて考え出す。

　――もし、理事長が囮戦術を選せん択たくしたら。

　それに万が一、百合原が選ばれでもしたら。

　僕は百合原が〝人間〟であることを理事長に告げようと決心した。

　報告しなかったことを咎められ、役立たずな人形である僕はすぐにリセットされるのかもしれないが、知ったことではない。

　百合原が囮にされる――そんな馬ば鹿かな選択に比べれば、僕の去就など大した事じゃない。

「……いえ、囮は早計です。駆逐部隊は時に一個体で接近戦部隊一個小隊の働きをします。いまここで失う訳にはいきません。七堂先生の意見は却きやつ下かします」

「……わかりました」

　メグミは頷うなずいたが、その目は納なつ得とくいかずにモニターを睨んだままだった。




　対汚染戦闘は、それから一時間ほどで収束した。

　伝染体が撤てつ退たいし、洗せん浄じよう作業へとシフトする。

　教師たちの解散も告げられ、三々五々と指揮所を後にしてゆく。そんな中、指揮所から出てすぐの廊ろう下かの陰で、僕はメグミへと近付いていった。

「――どういうつもりだ？」

「なんのこと？」

　振り向いたメグミは、感情の抜けた顔で僕を見返した。

「……囮のことだ。なんであんな提案を？」

「言わせるの？」

　メグミの唇くちびるが弧こを描えがく。

　苦笑でも嘲笑でもない。見下すでも皮肉るでもない、鳥とり肌はだが立ちそうな笑みだった。

　冷れい笑しよう、と呼ぶべき笑み。

「居なくなればいいのよ、あんな目め障ざわりな人形……人間の振りをして忌いま々いましい」

「……メグミ……っ」

　ぎり、と握にぎり締めた拳こぶしから音がした。それとも、噛かみ締めた奥おく歯ばからだろうか。

「……やっぱり変わったわ。カザネ、なんであんな人形に拘こだわるの？　たかが人間の振りをする人形じゃない。そんなものに拘っても……なんにも生まないわ」

　冷ややかに哂わらいながら、メグミが両りよう腕うでを持ち上げて自分の肩かたを抱だく。

「……わたし、反省してるのよ？　四辻先生が言うように、不満を持たせてたかもって……でも、カザネがしたいのなら、もう我が慢まんなんてさせないわ。いくらでも満足させてあげる」

　自分の体に手を這はわせながら、メグミが媚こびるように笑う。女性らしい身体をしなやかな指先が滑すべってゆく様は、ぞくりとするくらい艶なまめいて見えた。

「ね？　人形なんかより気持ちいいわよ？　あんな人形に不満をぶつける必要なんてない。いくらでもわたしを抱きしめていいのよ？　だって――」

　メグミが笑い掛かける。

「――だって、わたしとカザネは〝恋人〟なんだもの」

「…………」

　メグミが柔やわらかく微笑ほほえむ。

　けれど、僕は彼女の笑え顔がおに何の感慨も抱けなかった。

　いま僕が心から見たいと思うのは、ニヤニヤと皮肉げで、捻ひねくれた根性を隠かくしもしない、あの性しよう悪わるな笑顔だった。

「ねぇ、カザネ――」

「それ以上近づくな」

　僕に手を伸のばそうとしたメグミに、自分でも驚おどろくくらい冷れい淡たんな声で告げた。

　触ふれる直前で、彼女の指先がピタリと止まる。
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「……君をそうさせた原因は何処かの誰かなのかも知れない。けれど、僕にも原因の一いつ端たんがある。僕は残ざん酷こくで自分勝手な男だ。クズ男と呼ばれてもしょうがない」

「カザネ……？」

「それでも、僕はこう言うしかない――もう僕は、君の〝恋人〟じゃない」

「か、カザネ……何を言って……」

「さようなら、七堂先生」

　踵を返して足早に立ち去る。

　背中に声が掛かったが、けして振り返かえることなくその場を後にした。




２




　対汚染戦闘から一週間後。レプリノイドたちの洗浄が終わり接せつ触しよく制限が解除されたその日、時計が◯時を指してすぐ、僕は職しよく員いん寮りようを抜け出した。

　ドームに投とう影えいされるのは、三日月が弱々しく灯ともる夜空だった。

　真夜中の『学校』の校舎は、基本に忠実に不気味な雰ふん囲い気きを孕はらんで佇たたずんでいた。

　校舎を横目に裏へ回り込む。花も葉もない桜の樹きの下には、先客がいた。弱々しい月光に照らされ浮かび上あがるその人ひと影かげは朧おぼろげで、すぐに吹ふき消えてしまいそうに儚はかなかった。

「……百合原」

「…………」

　僕が呼びかけても、百合原は振り返りもせず桜の樹を見上げ続けていた。

　再度声をかけるのが憚はばかられ、彼女の少し後ろで足を止め、僕も桜の樹を見上げる。

　色らしい色を帯びていない丸まる裸はだかの桜の樹は、頼たよりない三日月に照らし出されているせいか、野ざらしの骸むくろじみた憐あわれさを感じさせた。

　花を咲さかせることもない桜。いったいこの桜は何の暗喩モチーフなのだろうか。

「…………桜という植物は……」

　隙すき間ま風かぜみたいにささやかで小さな、微かすかな声が漏れる。

「……桜という植物は、単体では子孫を残せない。同じ個体の花粉が受粉しても受精には至らない。自家不和合性、という性質だ。結実には別の桜が必要らしい」

「……それじゃあ、この桜は……」

「この『学校』に、桜の樹はこれ一本。たとえ花を付けようが、結実することはない」

「……かわいそうだね」

「憐れな樹だ。だが、それは私も同じだ」

　ようやく、彼女の声に感情が混じった。

　一歩踏ふみ出して横顔を窺うと、百合原は自じ嘲ちようの笑みを浮かべていた。

「私は〝人間〟だ。〝人間〟の筈はずだ。だが、私は何も生み出さない。この躯からだは何も生み出さない。人間が人間の身体を失うというのは、やはり〝人間〟でなくなるという事に他ならない。どれだけ〝人間らしい〟としても、レプリノイドは模造品レプリノイドに過ぎない」

「…………」

「くくっ……笑い草だ。どれだけ人間振ぶろうが、私はもう〝人間〟じゃない。私は〝人間と思い込んだ人形〟だ。お前と同じだ、六方カザネ。だが、誰かに思い込まされたのと、自分で思い込んだのと、いったいどちらがより憐れで滑こつ稽けいなのだろうな？」

　桜の樹を見上げていた百合原が、ゆっくりとこちらに顔を向けた。

　彼女ははっきり自嘲に唇を歪ゆがめていたが、その笑みはこれまで見せていた表情と決定的に違っていた。

　いまの彼女の自嘲の笑みは、悲しいくらいに弱々しかった。

「……六方カザネ。私は、お前が憎にくらしい。お前がいなければ、私はこんな惨みじめな気持ちになることはなかった……惨めだと気付かずにすんだ」

「…………」

「六方カザネ。私はお前が恨めしい。お前がいなければ、私はこんなに怖こわがることはなかった……死ぬのが恐いだなんて、思う必要もなかった……っ！」

「…………」

「恐いんだ……戦うのが恐い！　死んだら、もう話せない……こんな風に誰かと話せない……話したい、本当は誰かと話したかった！　自分で自分を憐れまないと惨めすぎた！　私は話したかった……この苦しみを知って欲ほしかった！」

　百合原は震ふるえる手で自分自身を抱きしめた。しかし、そんな事で身体全体の震えを抑おさえられるはずもなかった。

「……なんで、お前みたいな奴やつが……なんで、もっと早く……ぅう……ううぅ……」

　ぼろぼろと涙なみだを流し、噛み殺ころしきれない嗚お咽えつを漏らす百合原。

　大だい丈じよう夫ぶなワケがなかったのだ。僕にははじめから百合原がいた。けれど彼女には誰もいなかった。一人で気付き、独りで堪たえてきた。

　百年の孤こ独どく……そんなものを現実に体験してしまって、大丈夫なワケがない。

「……百合原……」

　弱々しく震える彼女の肩へ手を伸ばす。少しでもその震えを抑えてあげたくて。

「百合は――ぁげっ!?」

　が、顔面に衝しよう撃げきを受けてひっくり返り、僕の手は見けん当とう違ちがいの方へ投げ出された。

「調子に乗るな！」

　握り拳を振り上げた百合原が、仰あお向むけになった僕を睨み下ろしていた。状じよう況きようから考えて、彼女に殴なぐられたらしい。

「……ええぇ？」

「ちょっと弱った姿を見せたからって思い上がるな！　何様のつもりだ!?」

「………………ぷっ」

　我慢できず、僕は笑い出してしまった。ぼろぼろの涙目で怒おこる百合原の顔が、あんまりにも必死だったから。

　僕が笑い出すと、百合原は細い眉まゆをきりきり吊つり上げた。

「何を笑ってる!?」

「いや、だって……は、はははっ！」

　僕はますます笑う。

　百合原はますます怒った。だが段々と呆あきれたように表情を緩ゆるめ、やがていつものように嘲あざ笑わらいはじめた。

「……ふん、忘れろ。ちょっとだけ、ちょっとだけ弱気になっただけだ」

「うん……うん、やっぱり百合原はそうやって笑ってる方が百合原らしいよ」

「……ふん」

　鼻を鳴らし、百合原は口くちの端はしの片方をくいっと皮肉げに持ち上げた。

「私らしい、か……そうだな。〝人間らしい〟だとか気にするよりもよっぽど生産的だ」

「そうだね」
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「だが、お前は私の何を指して〝私らしい〟と言うんだ？」

「そりゃもちろん……他人を小こ馬ば鹿かにして悪びれない皮肉った笑みと、そんな嘲ちよう笑しようを隠しもせず見せびらかす捻ねじ曲まがった性悪な性格、かな」

「気のせいか？　褒ほめられている気がしないのだが？」

「とんでもない。自分の口が心配になるくらいの美び辞じ麗れい句くだよ」

「油を差しすぎたみたいだな。よく回る舌だ。沈黙は金という格言を知らないのか？」

「言葉を惜おしまない主義なんだ」

「ふん、つまりは一言多いお喋しやべりということじゃないか」

　僕と百合原は互たがいを皮肉るように笑い合った。

　ひとしきり笑い合ったあと、桜の樹の幹に背中を預け、取り留めのない話をした。

「私は、もともと田舎いなかの生まれだった。百年前、まだ有機汚染が起こる前、まだこの意識が肉体に宿っていた頃ころの話だが、な」

　百合原は自分の身の上話をしはじめた。

「私は祖父と祖母に育てられた。厳しい人たちだったよ。傭よう兵へい業ぎようから農業へ転職した祖父は、海かい賊ぞくの船長みたいに強面こわもてでアイパッチまでしていた」

「すごいお爺じいさんだね……」

「祖母はもっと恐かったがな。いつもニコニコしていたが、怒る時はもっとニコニコしていた。強面の祖父も、祖母の笑顔にはけっして逆らわなかった」

　百合原がほろ苦く笑った。

　優しい、柔らかい笑みだった。

「だが、有機汚染がはじまると、人々は内陸の都市部へ集められた。故郷の田舎が炎ほのおに包まれるのを眺めながら、私は避難した」

「炎に……？」

「エプリオンに汚染される前に、あらゆるものを灰にした。文字通りの焦しよう土ど作戦だ。有機生命体を汚染するエプリオンへの対たい抗こう策さくは、そんなものしか用意されなかった」

「…………」

　知識でしか知らない有機汚染初期の対応に、僕ぼくは息を呑のむ思いだった。皮肉るでもない淡々とした百合原の声には、静かだが重い迫はく力りよくが篭こもっていた。

「やがて有機汚染が防げないとなると、あらゆる人類の延命策が講じられた。人体実験が繰くり返されたよ。動物実験をしている余よ裕ゆうなどなかったからな」

　人間を守る為に人間を犠ぎ牲せいにする。

　改めて聞くと身み震ぶるいする話だ。

「誤解するな。当時の人々は、むしろ進んで人体実験に協力していた。とくに老人たちがな。若者の未来のため、身体を提供する人々で研究施し設せつに列ができるほどだった」

「……君の、お爺さんとお婆ばあさん、も？」

「祖父はエプリオン抗こう体たいの実験体に、祖母は生体コンピュータの素体に立候補した。二人とも笑顔で私に別れを告げて、まっすぐ研究所の門を潜くぐっていった」

「…………」

「やがて有機汚染がのっぴきならない状況に悪化すると、『オペレーション・アガルタ』が発令された。人々は深々度地下シェルター都市へ避難することになったが、もちろん全員は無理だった。シェルターからあぶれた人間には、三つの道が残された」

　百合原は指を三本立てて、一本目の指を折った。

「一つは命を絶ち、伝染体とならぬようその身体を灰とすること。伝染体を増やすわけにはいかないからな。地上に残されたおよそ百万人の半数が、この道を選んだ」

　続いて、百合原は二本目の指を折った。

「二つ目は、人工冬とう眠みんではるか未来まで眠ねむり続ける。生活しないなら、人間の保存は比ひ較かく的てきコンパクトだからな。遺伝子の保存という観点から、残った五十万近くの内、およそ三分の二が冷れい凍とう保存に同意し、コンテナに詰つめ込まれてシェルター都市へ運ばれていった」

　そして百合原は、最後の三番目の指を折る。

「三つ目は、肉体を捨てて意識だけを保存する道だ。成功は万に一つもないから自死と変わらず、選んだ人間は一番少なかった。それでも億に一つの望みをかけて、レプリノイドの水晶電脳へ意識のダウンロードを行う者もいた。無論、すべて失敗だったがな」

「……けど、百合原はこうして此処ここにいる」

「前にも言ったが、私が〝私〟を取とり戻したのは対汚染戦闘の真っ最中だった。唐とう突とつに、自分がレプリノイドにダウンロードされた〝人間の意識〟だと思い出した。ダウンロードから、およそ十年経っていたな。ダウンロード直後の記憶は殆ほとんどないが、おそらくは発はつ狂きようしていたのだろう。それで失敗と判断され、戦闘用レプリノイドとして運用されていたらしい」

　皮肉っぽく笑い、百合原は肩を竦すくめた。

「他にダウンロードされた連中同様にな。そもそもレプリノイドの個性――戦闘センスとも言うべきものがどうやって形成されていると思う？　水晶電脳にダウンロードされた人間の意識の残ざん滓しだよ。駆逐部隊などという突とつ出しゆつした戦闘性能を持つレプリノイドが存在するのは、ダウンロードされた人間の意識が多少なりとも影えい響きようしているからだ」

　最精鋭の駆逐部隊に替かえがないのは、それが理由なのか。

　まさか、いまさら生きている人間の意識をレプリノイドにダウンロードさせるワケにもいかない。駆逐部隊は替えの利きかない貴重で強力な戦力なのだ。

「……なんで、百合原はシェルターへ避難しなかったの？」

「私は若かったし美人だから、もちろんシェルターへの移住が許可されていたがな」

　百合原はニヤリと唇の片側を吊り上げ、下らないとばかりに鼻を鳴らして嘲笑した。

「逃にげるのは性しように合わない。自害も冬眠も趣しゆ味みじゃない。だから消去法だ。奇き跡せきみたいな可能性でも、逃げるよりはずっとマシだろうと思った。それだけだ」

　そう言って、けれど百合原は次に唇を自嘲に歪めた。

「だが、まさか私一人しか残らなかったとは思わなかったが。挙句、知らない内に『学校』なんていう見み世せ物もの小屋へ放ほうり込まれていた。とんだブラックジョークだ。あれほど〝人間らしく〟振る舞うくせに、誰だれ一人ひとりとして〝人間〟がいないんだ。この意識が真実ほんとうに『百合原ハルカ』なのか自信がなくなるのも当然のことだ」

「……ほんとうに、君の仲間は誰もいなかったの？」

「一人も居なかった。レプリノイドには特有の癖くせがある。一つが、けっして自傷はしない、ということだ。レプリノイドは対汚染戦闘の貴重な戦力だ。自覚しないが、その戦力を損そこなう真似まねは決してできない。それは人間に、シェルターに反逆することと同義だからな」

「……ぜんぜん気付かなかった……」

「あくまで身体に限った話だがな。精神的な自傷行こう為いをするメンヘラもいるから気付かなかっただろう。私も百年掛けて気付いたんだ。一ヶ月かそこらで気付くのが無理な話だ」

「……もしかして、慰なぐさめてくれてる？」

「私が慰めたら悪いのか？」

「実に〝百合原らしく〟ない行動だからね」

「ほほう……？」

「ひひゃいひひゃい痛い痛い……ほへへそれで、ほはひは他には？」

　僕が促うながすと、百合原は僕の頬ほおを引っ張りながら話を続ける。

「前にも言っただろう？　夢の話題はしない、ということだ。レプリノイドも夢を見る。馬ば鹿か話ばなしもする。だが夢の話など誰もしない。あらゆる話題の中でぶっちぎりで意味のない話題だからな。私だって生前――と言うべきかどうかは分からないが――生身の人間だった時にも自分から出だす話題ではなかった。百年掛けなければ、私だって気付かなかった」

「へぇ……」

　彼女の手から逃のがれ、赤くなった頬を擦さすりながら曖あい昧まいに頷く。

「じゃあ、僕が最初ということ？　だとしたらその判別方法は間ま違ちがいだね」

「……貴様は、本当に〝人間〟ではないのだな？」

「僕には君みたいに人間だった時の記憶なんてないよ」

　あるのは霞かすみがかった、シェルターでの生活風景だけだ。どれだけ思い出そうとしても父も母も、ご近所の顔も思い出せない。

　僕が〝人間〟だったなど、僕自身が欠片かけらも信じられない。

「……まぁ、いい。貴様は自分が〝人形〟だと知っても平気だった。極めて鈍どん感かんだった、ということなのだろう」

「鈍感だから傷つかないと思ったら大おお間ま違ちがいなんだけど？」

「そうなのか？　それは知らなかった」

「性悪な君はいくら悪口を言われても平気かもしれないけど、僕はこう見えて繊せん細さいなんだ。性悪な君と違ちがって」

「女性への気き遣づかいが足らないな。だから鈍感などと言われるのだ」

「……女性？」

「右だけじゃなくて左の頬も差し出すのか？　見上げた心こころ掛がけだな」

　さっきと反対の頬へ手を伸ばしてくる百合原。邪じや悪あくな魔ま手しゆから逃れようとするが、彼女はそんなことは許さないとばかりに僕に伸のし掛かって来る。

「ほらほらどうした？　さっさと差し出すがいい」

「や、やめ……！」

　彼女の胸の膨ふくらみが鳩尾みぞおちに押おし付つけられて僕は慌あわてる。ほっそりしているように見えてけっこうな大きさと柔らかさだった。

　しかし当の本人は、慌てる僕を見て性悪な嘲笑をますます深める。

「どうした？　んん？　どうしたというのだ。六方カザネ？　顔が真っ赤だぞ？」

　百合原は狙いを変へん更こうしたらしい。僕の頬を狙っていた手を引っ込めると、身を引くどころかさらに身体を押し付け、ぐりぐりと柔らかな膨らみを押し付けてくる。

「ゆ、百合原……」

「どうしたどうした？　んん？　なんで顔を赤くしているんだ？」

　ニヤニヤと薄うすら笑わらいをして僕を煽あおる百合原。羞しゆう恥ち心しんや照れなど微み塵じんもなく、なんとも性悪で邪悪な笑えみだ。なまじ美人なだけ始末に負えない。

「ほれほれ、どうしたどうした？　黙だまっていては分からんぞ？　んん？」

「う、うう……」

　頭が沸ふつ騰とうしたように熱くなる。狭せばまった視界で目に付くのは、さっき手を置こうとして置けなかった、百合原の華きや奢しやな肩だった。

　――いまなら抱き締しめられるだろうか……？

　赤く茹ゆだった僕の顔へ煽るように息を吹きかける百合原の視界の外で、そろそろと両腕を上げてゆく。




　――ヴィ――ッ！　ヴィ――ッ！　ヴィ――ッ！




「…………」

「…………」

　百合原の動きがぴたりと止まった。

　僕の腕うでも百合原に触れる寸前で固まらざるをえない。

　有機汚お染せんの警けい戒かいフェーズを引き上げるアラームが、五月蝿うるさいほど鳴なり響ひびいている。

「……やれやれ。元気なことだな」

　すっくと立ち上がり、百合原の顔が鋭するどく引き締められる。

　そのまま迎撃へ向かおうとする彼かの女じよの手を、僕は反射的に掴つかんで止とどめた。

「……六方カザネ？」

「…………もう、いいじゃないか。これ以上付き合う必要なんてない。君はもう十分付き合ったじゃないか。これ以上、地下に引き篭もる人間に付き合う必要なんてない」

「……言ったろ？　逃げるのは性に合わない、とな」

　百合原は苦く笑しようを浮かべ、しょうがないと言いたそうに首を振った。

「シェルターへ行くことを拒こばんだ時点で覚かく悟ごはした。私が〝人間〟だろうと〝人間もどきレプリノイド〟だろうと、徹てつ底てい的てきに戦うだけだ」

「百合原…………」

「そんな顔をするな、六方カザネ。戦いに臨のぞむ戦士に向ける顔ではないぞ？」

「……気を付けて」

「御ご武ぶ運うんを、くらいは言ってみせろ、バカが」

　僕の手を解ほどき、百合原は戦いへ向かっていった。

　僕が出来たのは、その後ろ姿が見えなくなるまで見守ることだけだった。




３




　対汚染戦闘は、これまでにない頻ひん度どで起きるようになった。

　一週間に一度、それどころか三日に一度という間かん隔かくで伝でん染せん体たいが襲しゆう来らいした。

　おまけに、襲おそってくる敵の数は回を重ねる毎ごとに多くなっていった。

　当然『学校』の授業などする暇ひまはなく、教師たちはずっと休業状態だった。

　僕と百合原が会う機会もめっきり減っていた。対汚染戦闘は一ヶか月げつの間ですでに十を数えていたが、あれから僕と彼女が顔を合わせたのはほんの三回だけだった。その内一回は、本当に顔を合わせただけで会話を交かわす暇すらなかった。

「これは由ゆ々ゆしき事態です」

　すべての教師が集められた会議室に、二階堂理事長の声が響き渡わたった。

「伝染体の襲しゆう来らい頻ひん度どの上じよう昇しようと敵戦力の増大……敵は東京シェルターの攻こう略りやくに傾けい注ちゆうしはじめています」

「……原因は何なのでしょう？」

「やはり、他のシェルターが落ちたのでしょう。札さつ幌ぽろシェルターか神かみ岡おかシェルターか……いずれかが陥落し、伝染体の戦力が増大したと考えるべきでしょう」

　教師の一人が投なげ掛けた疑問に、理事長が計算結果でも読み上げるように答える。

　会議室に沈ちん黙もくが落ちた。

「ことここに至り、シェルター防衛要よう塞さいは常時戦闘態勢へと移行します。『学校』――『特別心質矯きよう正せい保全施設』は閉へい鎖さ。先生方にはシェルターへ帰き還かんしてもらいます」

　理事長の決定に、教師たちは深刻な顔で頷きつつも緊きん張ちようを和やわらげる。中には明らかに安あん堵どの息を吐つく者もいた。安全なシェルターへ帰還できることに安心しているのだろう。

「…………」

　けれど、真実を知る僕からしたら、安堵などとても出来なかった。

　シェルターへ帰還などありえない。僕らは人間ではなく、人間と思い込んだレプリノイドなのだから。

　アリバイ作りの『学校』という見世物小屋が閉鎖されたら、教師役はどうなるのだろうか？

　迎撃戦力が必要な都合上、十中八九戦せん闘とうへ回されるだろう。

　その時、この意識はどうなっているのか？

　人間と思い込んだ意識など必要あるまい。リセットしてしまうのが一番簡単で楽な方法だ。

　どうやら〝僕〟の命数はあとわずかになりそうだ。

「先生方にはこの後速すみやかにシェルターへ帰還してもらいます。六時間後、シェルターへの帰還エレベータを用意します。それまでは各自自由時間とします。みなさん、これまでお役目ご苦労様でした」

　理事長が頭を下げ、教師たちも頭を下げ返して会議は終しゆう了りようとなった。

　自由時間を与あたえられ、教師たちが立ち上がって会議室を後にしてゆく。その大半は寮りようへ戻もどって荷造りをするようだ。せっかくの自由時間を無む駄だになる荷造りに費ついやすとは、ご苦労なことだ。

「六方先生、ちょっとお時間を」

　僕は理事長に呼び止められ、理事長室へと招かれた。

　二階堂理事長は僕をソファに座すわらせると、紅茶セットの用意をはじめた。室内に豊かな芳ほう香こうが漂ただよい出す。

「残念ですが、こういう仕し儀ぎになりました」

　紅茶の注がれたカップを差し出しながら、理事長が話を切り出した。

「どうやら時間切れのようです。いろいろ苦労をお掛けしました」

「……それだけですか？」

「それだけ、とは？」

「叱しつ責せきの一つでもあると思っていましたがそれもないので」

「六方先生は仕事熱心なのですね。責任を感じてくださるのは嬉うれしいですが、もともとが無理難題です。そこまで気負わなくてもよろしいのですよ」

「…………」

　優雅に紅茶を楽しむ理事長を、僕はじっと観察する。

　僕の視線をものともせず、二階堂理事長はにこにこと笑い返した。

「どうしました？　せっかくの紅茶が冷めてしまいますよ？」

「……ほんとうに探すつもりだったんですか？」

「と、いうと？」

「いま理事長は『無理難題』とおっしゃいました。難しい難問を与えておいて、貴女あなたは僕に何の援えん助じよもしなかった。報告も、ほとんど茶飲み話でした」

「六方先生を信じていたからです」

「ほんとうは〝人間を探す〟ことなんて二の次だったんじゃありませんか？　貴女の目的は別にあった……そうじゃありませんか？」

「……もし、先生の考えが正しいなら、私の真の目的とは何なのでしょう？　私が六方先生に『人間を探せ』と命じておいて、その裏で何を画策していたというのです？」

「…………」

　問われれば、僕は何も答えられない。

　理事長が本気で人間を探そうとしていたとはどうしても思えない。本気で探そうと思ったら、僕以外にも探たん索さく者しやを用意しそうなものだ。いくら内密に済ませたいからといって、僕ひとりにすべてを任すものだろうか？

　現に今だって、残念がる気配が微塵もない。

　だが、なら何を企き図としていたかと問われれば、明確な答えを返すことはできなかった。

「不信感だけで決めつけるのはよくありませんよ。確証なき反論はただの愚ぐ痴ちです」

「…………」

「ともかく、お疲つかれ様さまでした。すくなくともこの言葉は真実ですよ、六方先生」

「……お疲れ様でした」

　冷めた紅茶を流し込み、理事長室を後にする。

　思わず突つっかかってしまったが、今の僕には時間がない。あと五時間そこそこしか。

　僕は図書室へ入った。隅すみから隅を歩き回ったが人気はない。

　此処ではなかったらしい。

　図書室から出ると、誰かと打ぶつかった。

　前のめりになって転ぶ。

　反射的に突き出した手の平がむにゅっと柔らかなものを掴み、同時に「ひゃん」と可愛かわいらしい悲鳴が上がった。

「…………四十田あいだ」

　僕の下で仰向けになっているのは、お約束好きな四十田ユキだった。僕の手は、しっかりと彼女の胸を握り締めている。制服は転んだ拍ひよう子しに捲まくれ上がり、可愛らしいおへそと水色の縞しまパンをチラ見せしていた。

　四十田は仰向けで僕を見上げ、こてんと首を傾かたむけた。

「……先生、何点です？」

「……完かん璧ぺきだ。百点満点を上げるよ」

「歓かん喜き、とうとうやりました」

　小さな拳を握り締めてガッツポーズをとる四十田。表情は相変わらずぼんやりしているが、どことなく嬉しげに見える。

　いつまでも四十田の胸に手を付いているのも何なので横に退どいて立ち上がる。

　四十田は姿勢を直して女の子座りになり、仄ほのかに笑って僕を見上げた。

「……先生、これまでお世話になりました」

「…………僕も、これまでいいものを見せてもらったよ」

「勉強、した甲か斐いがありました」

　そこはかとなく鼻息を荒あらくして微笑む四十田。

　ふと気になり、彼女へ問いかける。

「……四十田。訊きこう訊こうと思っていたけど、何でそんなにお約束に拘こだわっていたんだ？」

「……さぁ」

「さぁ？」

「別段、意味はありません。なんとなく、です」

「なんとなく？」

「肯こう定てい、です。もしかしたら、ユキの前世は重度のオタクだったのかも、です」

「……四十田は、前世なんて信じるのか？」

「ユキ、はレプリノイドです。この心も作られたものです。水すい晶しよう電脳でエミュレートされたものです。でも、すべてのものには魂たましいが宿るのでしょう？　もしそうなら、作られた心にも前世があったのかも、です」

「…………そうだね」

　思いがけぬ四十田の意見に僕は微笑んだ。

　もしかしたら、彼女も意識の残ざん滓しがあるのかも知れない。

　水晶電脳に残留した、人間の魂の残響エコーが。

「――四十田。君は、自分が〝人間〟だと思うかい？」

「……？　先生、変なこと言うのです。ユキはレプリノイドです。人間ではありません」

「……そうだな。変なことを訊いた」

「いえ、構いません。人間はときどき脈みやく絡らくがなくなるもの、ですから」

「かも、ね」

　苦笑し、彼女に手を貸して立ち上がらせた。

「気を付けて……いや、武運を祈いのるよ、四十田ユキ」

「……感謝、です。六方カザネ先生。これまで、お世話になりました」

　ぐっと握あく手しゆを交わし、別れの挨あい拶さつを済ませる。

　ふと、思い付いたことがあり、僕はすこしだけ寄り道をすることにした。

　僕がこれまで担任を務めていたクラスに寄ると、そこにはわずかだが生徒たちがたむろっていた。その中の一人の生徒が僕に気付き、がたんと椅い子すから立ち上がった。

「六方先生！」

「やぁ、五十嵐いがらし」

　五十嵐は生き真ま面じ目めに礼をして僕の方へ歩み寄ってきた。

「どうされたのですか？」

「最後に、教室を見ておきたくてね」

「……そうですか」

　生真面目な委員長顔を嬉しそうに緩め、五十嵐は何度もうんうんと頷うなずいた。

「いろいろと言いましたが、先生はちゃんと先生だったのですね」

「君にも色々と苦労をかけたね」

「いえ、好きでやっていたことですから」

　柔らかく微笑む五十嵐。融ゆう通ずうの利かない生真面目キャラだが、こんな顔もできたらしい。

「……五十嵐。君は自分が〝人間〟だと思うか？」

「はい？　いきなりなんですか？」

　五十嵐は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽう食くらったような顔で目を瞬またたかせるが、すぐに顔を生真面目に引ひき締め直して僕の問いに答える。

「わたくしはレプリノイドです。人間ではありません」

「そう、か」

「どうしたのですか、急に妙みようなことを？」

「妙、かな？」

「かなり。そもそもわたくしが人間ですか？　わたくしほど融通の利かないレプリノイドも居ないと思うのですが？」

「その融通の利かなさが、とても〝人間らしい〟と感じたから、ね」

「はぁ……ですが〝人間らしい〟と言ってもらえるなら光栄です。わたくしはこの『学校』での役割を全まつとうできたという事ですから」

　五十嵐が真ま面じ目めくさって答える。

　想定通りの答えだったが、僕は満足だった。物言いが実に〝五十嵐らしい〟。

「世話になったね。君の武運を祈っているよ、五十嵐ヒビキ」

「ありがとうございます。六方先生もお元気で」

　握手を交わし、他の生徒にも挨拶をして別れた。

　今度こそ校舎裏の桜の樹へと向かう。相変わらず死角のように人気がないが、桜の樹へ近づくに連れて誰だれかの声が聞こえた。

　校舎の陰かげから様子を窺うかがうと、桜の樹の下には二人の少女の姿があった。

　一人は、当然ながら百合原だ。

　だがもう一方は、あまり会いたくない人物だった。その人物が、黙って佇む百合原を口くち汚ぎたなく罵ののしっていた。

「……残念だったわね」

　七堂メグミが勝かち誇ほこった顔で百合原を嘲ちよう笑しようしていた。

「あんたがどれだけ上手うまくカザネを騙だまそうと、あんたは所しよ詮せん人形。シェルターに入ることのできない使いっ走りが人間様と付き合おうだなんて、烏滸おこがましいにも程ほどがあるわ」

「…………」
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　ニヤニヤ嘲笑するメグミに対し、百合原は無表情を崩くずさない。百合原ならメグミよりよっぽど嫌いやらしい嘲あざけりを叩たたきつけられるだろうに、口元は静かに閉じられて微び動どうだにしない。

　嘲笑う価値すらない。

　そんな考えが透すけて見えるようだった。

　そう見えたのは僕だけではなかったらしく、メグミの顔がどんどん不ふ機き嫌げんに歪んでいく。

「……何よ、その顔は？」

「…………」

「何様よアンタ！　人形の分際でわたしからカザネを奪うばって……何様のつもりよ!?」

「……なら、あなたは何様なのですか？」

　無表情のまま、百合原が問い返す。

「人間様だから、何だというのです？　あなたはそれ以外に言うことはないのですか？　言えることはないのですか？」

「な、な、な……」

「あなた自身が自信を持って言える理由はないのですか？　あなたが人間様であるという、それ以外の理由はないのですか？」

　――ぱぁん！

　頬を叩かれ、百合原がよろめく。

　しかし、すぐに体勢を戻し、息を荒げるメグミへ顔を向け直した。

　今度こそ嘲笑を浮うかべるのかと思いきや、百合原は無表情の仮面を被かぶったままだった。

「こ、このっ……！」

　罅ひび一つ入らない無表情に、メグミが再度手を振ふり上あげる。

　これ以上は見ていられず、素す早ばやく近づいてメグミの手を掴み上げる。手を掴まれた彼女はぎょっとして振り返かえってさらに驚きよう愕がくした。

「か、カザネ……」

「何をしているんだ？」

　自然と声が強こわ張ばる。

　メグミが怯おびえたように肩かたをビクつかせた。

「何をしているんだ？」

「か、カザネ、これは……」

「何をしているのかって訊いているんだ」

「こ、これは、その……」

　おろおろとして碌ろくな言葉が出てこない。

　怯えるくらいならこんな事をしなければいいのにと苛いら立だちが強まる。

「……いや、いい。何も言わなくていい。必要ない」

「か、カザネ……」

「行け」

　腕を払はらい、投げ出すようにしてメグミを放り出す。

「き、聞いてカザネ！　もうその女とは――」

「行ってくれ。僕がまだ我が慢まんできる間に」

「っ!?」

　僕の怒いかりが伝わったのだろう。メグミが気け圧おされて後ろへ退いた。

「……カザ、ネ……」

　メグミはなおも何か言いたそうにもごもごしていたが、無言で睨にらむと口を閉ざして息を呑んだ。泣きそうな――いや、すでに涙なみだ目めになっていたが、僕はなんにも感じなかった。可哀かわい想そうとも思わなかったし、苛立ちもしなかった。

　僕は興味のない絵を眺ながめるように、ただ静かに目を向けるだけだった。

「…………」

　結局、メグミは崩れかけの表情を気遣うような足取りで去っていった。泣なき喚わめいて走り去るのだけは我慢したらしい。

　彼女の姿が完全に消えて、僕は深々と嘆たん息そくした。

「……挑ちよう発はつしすぎだ」

「あの女の笑い方が気に入らなかったからな」

　振り向むくと、百合原は皮肉った笑いを浮かべて鼻を鳴らしていた。

「嘲笑というのは勝者の権利だ。勝ってもいない奴やつの嘲りは許しがたい。私は負けてもいないのに嘲笑われてやる趣味など持ち合わせていない」

　僕は密ひそかに納なつ得とくした。

　彼女の嘲笑は腹立たしいものの鬱うつ屈くつした昏くらさを不思議と感じなかったが、彼女は彼女なりの哲てつ学がくを込めて嘲笑わらっていたらしい。

「……実に〝百合原らしい〟意見だね」

「ほう？　何がどう私らしいのだ？」

「つまり、百合原は遠えん慮りよなく嘲笑う為ために勝ちたいワケだろう？　勝負の目的が敗者を鞭むち打うつ為だなんて、そんな性しよう悪わるでドＳな趣しゆ味み嗜し好こう、とても〝らしい〟と思うけど」

「褒ほめ殺ごろしとは、お前も女性の扱あつかい方かたを分かってきたじゃないか」

「……褒め言こと葉ばになっちゃうんだ？」

「性悪は褒め言葉だろう？　善人とか良い人とかが褒め言葉だった例ためしはないしな」

「違いない」

　もっともな言い分に苦笑した。

　成分の違う笑みを交わし合うと、僕と百合原は正面から向かい合った。

「……お別れだね」

「そうだな」

　百合原は腕を組み、勝者の余裕というか、魔ま王おうの威い厳げんを漂わせながら続きを促うながした。

「……これでお別れだね」

「そうだな」

「………………それだけ？」

「他に何があるというんだ？　私が泣いて縋すがるかと思ったか？　一いつ緒しよに逃げよう！　とか、そんなことを言い出すとでも思ったか？」

「……これって、そういう流れじゃない？」

「ほざけ」

　僕の言葉を妄もう言げんとばかりに笑い飛ばし、百合原は傲ごう岸がん不ふ遜そんに胸を張った。

「私は〝百合原ハルカ〟だ。その名前の女は、間ま抜ぬけを嘲り敗者を嗤わらう、根こん性じようがネジ曲がった性悪なんだろう？　そんな女が泣き喚いて男に縋り付くと思うか？」

「……ぜんぜん思えない」

　僕はしょぼくれて肩を落とした。

　そりゃそうだ。たった一度弱った姿を見せはしたが、目の前にいるのは他人を嘲あざ笑わらって悪びれもしない、百年ものの性悪少女だ。

　そんな彼女がお涙なみだ頂ちよう戴だいで感動的な別れをしてくれる？

　ひどい妄もう想そうだ。

「……僕が浅はかだったよ」

「どうせ最後なら、最後まで〝私らしく〟して死んでやるさ」

　百合原は鼻を鳴らしてそんな事を言った。

「……やっぱり、そうなるの？」

「十中八九、この『学校』は――地上施設は陥かん落らくするだろうな」

　夕食の予定でも告げるように、百合原は気負いもせず淡たん々たんと言った。

「直近の戦闘で失われたレプリノイドは、この百年で失われた個体数を上回った。伝染体は周辺の戦力を惜おしみなく投入してきている。レプリノイドの戦闘性能がどれだけ高かろうと、数の暴力に圧殺されるのがオチだ。そうなれば、東京シェルターは完全な自閉状態へ移行する。地上への経路を破は棄きして、大量の土ど砂しやの下で縮こまる。地上施設が壊かい滅めつしたら、それ以外に取るべき道はない」

「…………」

「邪じや魔ま者ものを排はい除じよした後、伝染体たちはこの地を掘ほり返しはじめるだろう。十年や二十年は大量の質量が侵しん攻こうを阻はばむだろう。だが五十年後にはこの地に大穴が穿うがたれる。剥むき出しになった東京シェルターの強きよう靭じんな外がい郭かくもどれだけ保もつことやら。伝染体がこちらに集中しはじめたのも、何処どこかでそういう掘り返す作業を終えて、伝染体を補ほ充じゆうしたからかもな」

「…………」

「東京シェルターは終わりだ。いや、人間という種族がすでに終わっている。百年前の二一一八年五月十三日のあの日に、な」

　西せい暦れき二一一八年五月十三日……エプリオンの有機汚染が始まった日だ。

「……それでも……？」

「それでも、だ。戦っても戦わなくても末路が決まっているなら、むしろ気楽というものだ。たとえ相手が生命すら持たないタンパク質でも、楽に勝たせてやるものか」

「……〝百合原らしい〟、ね」

「もちろんだ。私は〝百合原ハルカ〟だからな」

　百合原は皮肉った笑みを浮かべた。自分も世界も、あらゆるものを皮肉り嘲るその笑みは、同時にあらゆるすべてへの挑発にも見えた。

　彼女は、負けたくないのだ。

　たとえ最後には敗北を免まぬがれ得ぬ運命サダメだとしても負けたくない。

　だから逃げない。逃げるのは敗北を受け入れる行為だからだ。

　だから嘲笑う。敵を挑発するのにそれ以上に有効な手段はないからだ。

　やれるものならやってみろ、とあらゆる逆境を嘲せせら笑う。

　すごい負まけず嫌ぎらいだ。案外、百年の孤こ独どくに耐たえきってみせたのも、人類最高レベルの負けず嫌いがなせる業わざだったのではないだろうか。

「……ご武運を」

「ああ」

　ふっ、と笑い、百合原は黒くろ髪かみをひらりと舞まわして踵きびすを返し、颯さつ爽そうと去っていった。

　気の利きいた皮肉も、からかい文句もない、実にあっさりとした別れだった。

「…………」

　空を見上げた。そうしないと、僕ぼくの方がここで泣き落ちてしまいそうだった。一滴てきでも涙が流れたら、それは堰せきを切ったように溢あふれ出すだろう。

「……あぁ……」

　頭上には、桜の樹きが枝を広げている。花も葉も持たない、捻ひねくれた骸がい骨こつみたいな樹の枝だ。筋すじ違ちがいにも程があるが、僕はこの桜の樹に対して恨うらみ言ごとを言いたくなった。

　なんでこの瞬しゆん間かんくらい、花を咲さかせてくれないのか。

　戦場へ向かう彼女へ、なんで餞せん別べつのひとつも与えてやらないのか。

　これではまるで……まるで彼女の末路が桜の樹オマエと同じだと言っているようじゃないか。

「咲かない桜、か……まるで人間そのものの暗あん喩ゆだな」

　百合原の言葉を信じるなら、人間にはすでに何の未来もない。花はな咲さく春も生命力に満ちた夏も迎むかえられず、ただ現状維い持じをするだけ。

『死んではいない』という、ただそれだけの生命。

　この『学校』に、学まなび舎やには必ひつ須すと思える桜がこれ以外見当たらなかったのは、シェルターの人間たちも心の何処かで未来を絶望視していたからではないだろうか。

「……人間の振りをするレプリノイドも、人間と思い込まされた僕らも憐あわれだが、本当に憐れなのは人間なのかも、な……」

　これ以上は気が滅め入いる。

　桜の樹に背を向け、校舎裏を後にした。

　だが、もう行くところがない。思ったより早く百合原との別れが済んでしまい、集合時間まで時間が余っている。

　ちょっと考えたが、職しよく員いん寮りようの自室へ戻ることにした。

　どうせ、あと二時間と少しの意識だ。いまさら読書で時間を潰つぶす意味もないだろう。

　職員寮は静まり返っており、お掃除ロボットテントウムシが静かに動き回っているだけだった。

　自室に戻る。見慣れはしたが、別段これといった感かん慨がいもない部屋だ。

「…………何をしてるんだ？」

　だが、ベッドの上で正体不明の何かが蹲うずくまっていた。シーツに包くるまっていたその何かは、しゅるりと顔を覗のぞかせて、にへらと脳天気な笑みを僕に向けてきた。

「ぬふふ～、先生やっと帰ってきたぁ」

　頭の中がピンク色のお花畑としか思えない呑のん気きな声を出したのは、僕のベッドに忍しのび込むのが趣しゆ味みだった三み十と刈がりアイラだった。

　相変わらずの天使みたいな可か憐れんな美び貌ぼうをだらしなく緩ゆるませ、するりとシーツを体に巻きつけて頭の悪そうなポーズを「うふん」と取った。

「これを逃すとチャンスはもうないですからね～。さぁ、先生、記念に一発ヤりましょう！」

「何が記念だ！」

　アンニュイでシリアスな気分をぶち壊こわしにされ、さすがに僕もブチ切れた。

　椅子を引っ掴み、思い切り三十刈の頭へぶちかましてやった。

「ふぎゃあっ!?」

「くそっ、中はユルユルなのに、本当に硬かたい頭だな……」

　壊れた椅子の残ざん骸がいを握にぎり締め、僕は憎にく々にくしさを隠かくしもせず三十刈を睨みつけた。

　発はつ泡ぽう金属骨格と珪けい素そ筋肉で守られてダメージもないくせに、三十刈は涙目で頭を擦さすりながら唇くちびるを尖とがらせた。

「ぶぅ～。いきなり何をするんですかぁ？」

「それはこっちのセリフだ。何をやってるんだ、お前は？」

「んもう、言ったじゃないですかぁ？　最後の記念に一発――」

「何を考えてるんだ、この淫いん乱らんピンクが！」

　握り締めていた椅子の残骸を投げ付けるのと一緒に怒ど鳴なり付ける。

　ズコンと顎あごにヒットし、三十刈は頭が悪くなりそうな悲鳴を上げて仰のけ反ぞった。

「あみゅあなわぁぁ…………先生、ひどいです～。せっかくお別れの前に気持ちよくしてあげようと思ったのに～」

「……まったく」

　最後でもまったくブレない〝三十刈らしさ〟に、僕もとうとう感心してしまう。

「淫乱ピンクも、ここまでくれば大したものだな……」

「でしょ～？　ですから一発――」

「もう一発食くらいたいか？」

　握にぎり拳こぶしを振り上げると、三十刈は慌あわててベッドの陰かげに隠れた。

「うぅ～……先生のイケズゥ」

「イケズの使い方が間ま違ちがってる」

　いけずというのは〝憎にくたらしい〟とか〝意地悪〟という意味合いで使う言葉だ。根本的に用法が合っていない。そもそも僕は憎たらしくもなければ意地悪でもない。

　使うならむしろ……そう、百合原にこそ相応ふさわしい言葉だ。

「…………これはムリですねぇ」

　不意に、三十刈が気の抜ぬけた声を出した。

「そんな顔をする男ひとには、誘ゆう惑わくはムリですねぇ」

「……どんな顔だって云いうんだ？」

「据すえ膳ぜんを目の前にして別の女性を考える顔ですよぉ」

「…………」

「図星ですねぇ」

　やれやれと肩を竦すくめつつ立ち上がる三十刈。当然ながら何も身に着けていないので、無駄に形の良い胸が無駄に揺ゆれる。本人がニヒルな表情をしているのとまるで噛かみ合あっていない。本当に残念な奴だ。

「んー、もしかして最近よく一緒にいたハルカちゃんですかぁ？」

「……何のことだ？」

「誤ご魔ま化かそうとしてもダメですよぉ？　あたし、そういうのには鼻が利くんですから～」

　形の良い鼻をひくひくさせて笑う三十刈に、僕は胡う乱ろんな視線を向ける。

「……いつの間にそんな特とく殊しゆな嗅きゆう覚かく細さい胞ぼうが実装されたんだ？」

「んもう、それくらい分かりますよぅ。あたしってば、愛に生きる女ですから～」

　声は能天気そのものだが、三十刈はこれまで見せたことのない、妙に落おち着つき払った顔をしていた。この少女に似合わないこと甚はなはだしいが、もともと見た目は可憐で嫋たおやかな少女だ。落ち着いた淡あわい微び笑しようを浮かべていると、まるで教会の聖母像みたいだった。

　……せめて布切れ一枚でも身に着けていれば、だが。

「けど、なんで先生はこんなところにいるんですか？」

「だから、それはこっちのセリフ……」

「好きなヒトと一緒にいなくちゃダメなんじゃないですか？」

　三十刈が首を傾かしげながら問とい掛かける。

「好きなヒトが出来たんでしょう？　なら、こんなところに居るべきじゃあありません。最後の最後の一分一秒まで、好きなヒトと一緒にいるべきです」

「……もう別れは済ませたよ」

「本当に？　本当に本当ですか？　そのお別れで、先生は満足ですか？　後こう悔かいしませんか？　もっと話せばよかった、もっと一緒にいればよかったと、後で後悔しませんか？」

「それは……」

「綺き麗れいな愛なんて、気持ちが良いのはほんのひと時だけですよ？」

「……随ずい分ぶんと語るな」

　よりによって三十刈に愛を説かれる皮肉さに、僕は思いっ切り自じ嘲ちようした。

「自分で淫乱ピンクだなんて言い出だす奴のセリフとは思えない」

「岡おか目め八はち目もく、他人の正まさ目め、近くに居ない方がよく見えるものですよ～？　とくに、自分じゃけして手に入れられないものほど、よぉく分かるようになります」

「……？」

　神しん妙みようなことを言い出す三十刈に目を細めると、彼かの女じよはほろ苦い、体温ですら溶とけ消えそうな淡い微笑ほほえみを浮かべはじめた。

「あたし、好きなヒトがいたんですよぉ？　とっても昔、すごいすごい昔ですけど」

「好きなヒト？」

「生徒同士です。学生生活にはカップルの一組や二組が必須ですからねぇ」

「…………」

　自然と眉み間けんに力が入った。鏡を見たら、深々とシワが刻まれていることだろう。

　教師役の僕にだって割り当てられていたのだ。生徒役の彼女にだって恋こい人びと役やくが割り当てられていても不思議じゃない。

「……その〝彼かれ氏し役〟は？」

「いなくなっちゃいました。戦闘で修復不可能に傷付いて、潮ちよう汐せき炉ろを暴走させました」

「…………」

「あ、気にしないでくださいね？　もう七、八十年も前のことですから。それに、本当に〝恋こい人びと〟だったのかも分かりませんしねぇ。恋人役と恋人なんて月とスッポンですもの」

「……そうだな」

「あたしもイロイロ考えたんですよ？　恋こいってなんだろう、愛ってなんだろう、って。〝人間らしく〟振る舞うには、〝人間らしく〟考えなきゃいけませんから。けど、あたしが考えてる間に、あの人は消えてしまいました。跡あと形かたもなく、ほとんど思い出らしい思い出も作れない内に」

「…………」

「彼かれがいなくなった後も、いっぱい考えました。いっぱいいっぱい考えました。たくさんたくさん考えて、それで分かっちゃったんです。あたしはもう誰かに恋することなんてできないんだろうなぁ、って」

「……どうして、そんな結論に？」

「分からないということが判わかっちゃったんです。あたしは恋というものの答えを出せる機会を永遠に喪うしなってしまったんです。答えを出す前に、答えを出す機会は過ぎ去ってしまったんです。あたしはさしずめ、恋の彷ほう徨こう者しやというところですかねぇ」

　冗じよう談だんめいてウインクする三十刈だが、僕は苦く笑しようも嘲笑も出来なかった。

　僕は三十刈が苦手だった。

　無意味にベタベタしてくるし、ベッドに裸はだか同どう然ぜんの姿で潜もぐり込んでくるし、天使みたいに可憐で無む垢くな顔をしてシモネタを連発してくるのには辟へき易えきしていた。

　完璧で魅み力りよく的てきな体付きを安売りするように見せつけられてもありがたさが欠片かけらもなかったし、思い付きを垂れ流しているとしか思えない脳天気な言動にはイライラさせられた。

　正直、最悪の相あい性しようの相手だった。

　様々な〝人間らしい〟個性を持つ生徒たちの中で、こいつほど間違った〝人間らしさ〟はないと、嫌けん悪おすら覚えていた。

　だが、何故なぜだろう。

　いまの彼女を、苦手とも苛いら立だたしいとも思わなかった。

「だから、あたしは沢たく山さんの人と愛し合ってきたんです。なんてったって愛の彷徨者ですからね？　あたしには分からなかった答えを教えてくれる人を探してきました」

「……答えは分かったか？」

「いえ。分かったのは恋の答え合わせなんて存在しない、ということだけでした。たとえ惨みじめでみっともない答えだったとしても、あの恋の答えはあの時に出すしかなかったんです。答えを出す機会を失った恋は硬く重い凝しこりになって、二度と解とけることはありません。その時を失ってしまえば、他の方程式で解答することは出来ません。似通った恋の方程式はあっても、恋の答えは唯一つなんです」

「…………」

「だから、先生も簡単に終わらせないで下さい。諦あきらめないで下さい。その時を逃のがせば、答えは永遠に失われてしまいます。それは抜けない棘とげになって残り続けます。ハッピーエンドであれバッドエンドであれ、先生は答えを出さなきゃなりません」

「……それが何の意味もないことでもか？」

「そうです」

「答えを出そうが出すまいが、すぐに消えてなくなるのに？」

「そうです」

「僕に……僕らに魂たましいなんてなくても、か？」

「魂は関係ありません。人間もレプリノイドも関係ありません。永遠も刹せつ那なも関係ありません。答えを得られなかった恋はただの遊びです。先生は、その恋を暇ひまつぶしの遊びに貶おとしめるつもりなんですか？　みっともなくてカッコ悪くても、バツ印を書かれて突っ返されるにせよ、答えは出さなきゃならないんです」

「…………さすがは恋の彷徨者、だな」

　僕は眩まぶしいものを見るように三十刈を見た。

　今の彼女はその容姿に見合った、慈じ愛あいの微笑みを浮かべる聖母像のように輝かがやかしかった。

「もう少し早く、三十刈と真面目に話したかったな」

「真面目な話なんて疲れるからヤですよぉ」

　慈じ母ぼの如き微笑みを蜃しん気き楼ろうのように吹ふき消けして、三十刈は脳天気ににへらと笑った。

「あたしは愛の彷徨者ですからねぇ。真面目な話をする時間があるなら、その分一発ヤる方がイイですよぅ」

「〝三十刈らしい〟、な」

　いまさらながら、僕に〝人間〟を見つけられる筈はずもなかったのだと思い知る。

　脳天気とばかり思ってきた三十刈が、こんな自分なりの哲学を持っていたのだ。僕の薄うすっぺらい魂で見み極きわめられる筈がなかったのだ。

　この『学校』は〝人間らしさ〟を教える体てい裁さいを取っているが、人間論の授業など生徒たちには必要ないだろう。彼女たちは〝らしさ〟でいえば、〝人間〟以上に〝人間らしい〟。

「――ありがとう、三十刈」

「いえいえ～」

　へらへらと脳天気に笑う三十刈に礼を言うと、僕は回れ右をして部屋を出ていこうとした。まだ集合時間には余よ裕ゆうが――




　――ヴィ――ッ！　ヴィ――ッ！　ヴィ――ッ！




「っ!?　このタイミングで！」

　――ＰＯＭがフェーズⅣへ移行。総員、マニュアルに従って行動を開始せよ。繰くり返す。ＰＯＭがフェーズⅣへ――

「――六方カザネ先生」

　抑よく揚ようのない機械的な声に振り向くと、そこには無表情の三十刈が立っていた。

「――至急、退たい避ひして下さい。敵が来ます」

　脳天気な笑えみも慈愛の笑みも吹き消した三十刈の平静すぎる声が、けたたましいアラーム音よりも大きく僕を揺さぶった。







六章　人間
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　伝でん染せん体たいの来らい襲しゆうを告げるアラームが響ひびく中、僕は『学校』を走っていた。

　退避するためじゃない。

　百合ゆり原はらを探して『学校』の中を走った。

　だが、何処どこにもいない。

　教室にも。

　図書室にも。

　校舎裏の桜の樹にも。

　すでに『学校』に生徒の姿は影も形もない。対汚お染せん戦せん闘とうの為、『学校』のドームの外へ投入されてしまったらしい。

「百合原……っ！」

　僕は空の投とう影えいを止めたドームの壁かべへ向かって走り出した。

　彼女が地上そとに出たというのなら僕も――

「なにをやってやがる!?」

　校舎から飛び出すと、退避しようとしていた教師たちと鉢はち合あわせしてしまう。

　逆方向に駆かけ出そうとする僕の手を掴つかみ、四よ辻つじ先生が声を荒あらげて押おし止とどめる。

「放して下さい！　僕は外に――」

「アホ抜かせ！　エプリオンに汚お染せんされちまうだろうが」

「僕は汚染されない！　僕は、僕もレプリノイドで――」

「なにトチ狂くるったことを言ってやがる！　おい、手を貸せ！　無む理り矢や理り連れてくぞ！」

　教師たちが数人がかりで組み付いてきて、僕は暴れるものの拘こう束そくされて引き摺ずられてゆく。それでも暴れたため、最後には脚あしまで掴まれて抱かかえ上げられてしまう。

　そのまま体育館のエレベータで指揮所まで連行される。

　教師たちを待っていた二に階かい堂どう理事長が、喚わめいて暴れる僕を見て眉まゆを顰ひそめた。

「……どうしたのです？」

「それが……こいつ、外へ出ようとしてまして……」

「外へ？」

「お気に入りのレプリノイドに会おうとしているらしいんですが……自分もレプリノイドだとか何とか支し離り滅めつ裂れつで……」

「なるほど」

　理事長は余裕ある笑みで僕を眺めた後、ひょいと肩を竦めて車くるま椅い子すの向きを変えた。

「なら、シェルターへ戻もどったらカウンセラーの治ち療りようを受けて貰もらわねばなりませんね」

　指揮所の奥おくの厳重な扉とびらの前で車椅子を止めた理事長が、その扉の端たん末まつへと指を走らせた。扉は重々しい音とともに左右に開いてゆき、その先には斜ななめに掘り下さげられた底の見えないトンネルがあった。

　地下の東京シェルターへの大型直通エレベータだ。

「さぁ、行きましょう」

　トンネルの中を進む開放型エレベータへ進んだ理事長が、車椅子を振り向かせて教師たちを誘いざなう。

　エレベータへ向かおうとした教師たちに引き摺られかけた僕は再び暴れた。

「おい！　大人しくしろ！　手間を掛けさせるな！」

「まあまあ。あまり乱暴にするものじゃありません。話を聞いてみましょう」

　四し肢しを抑おさえ込まれて床ゆかに倒たおされた僕を、理事長は余裕ある笑みを崩さずに眺めてくる。

　色々な笑みを見てきたが、この理事長の笑みほど今の僕を苛いら立だたせるものはなかった。

　僕は怒りを隠しもせずに理事長を睨み返した。

「……外へ出せ」

「外にはエプリオンが充じゆう満まんしているのですよ？　あっという間に汚染されてしまいます」

「嘘うそはもうたくさんだ！　何が汚染だ！　このドームに！　この『学校』に！　エプリオンに汚染される有機生命体なんていないじゃないか!?」

「落ち着いて下さい、六ろつ方ぽう先生。他の先生方も、あなたの恋人も、驚おどろいていますよ？」

　意味ありげな理事長の視線を追うと、そこには表情を強張らせたメグミが立っていた。

「……彼女は恋人なんかじゃない」

「おやおや？　その言い方は酷ひどいのでは？」

「僕には、七しち堂どうメグミを〝恋人〟と認にん識しきした時の記き憶おくがない。当然だ、そんな事実はないのだから、記憶がなくて当然だ。ただ思い込みが……認識があっただけだ」

「か、カザネ……何を言っているの……？」

「メグミ、君は僕と〝恋人〟になった時の記憶があるか？」

「あ、あるわ。もちろんよ」

「告白したのはどっちからだった？　僕か？　君か？」

「そんなの決まって……」

　答えようとしたメグミの口が固まる。開きかけの唇から漏もれるのは、ひゅうひゅうと鳴る呼吸音だけだった。

「ないだろう？　はっきりした記憶がなく、認識だけがある……『学校ここ』はまやかしだ。悪あく趣しゆ味みな見み世せ物もの小屋だ。居るのは役割を与あたえられた人形だけだ」

「なら、黙だまって従ってくれませんか？」

　理事長が、事ここに至って何の変化もない穏おだやかさで僕に語りかける。

「人形だというのなら、人形の役目を全まつとうするのがあなたの役割ではありませんか？」

「……僕はごめんだ」

「強ごう情じようですね」

「そんな風に設定したのはあんたたちじゃないか。従わせたいなら、こんな心を設定しなければいいだろうに」

「従わせるだけなら、それが一番なのですがね」

「…………理事長？」

　僕と理事長の遣やり取とりに、僕を抑えていた四辻先生が戸と惑まどった声を出す。

　だが、理事長は微笑んで僕を見るだけで何も答えようとする気配はない。

　――もっとも答える気があったとしても、無理な話だったろうが。




　――ヴィヴィヴィヴィヴィヴィヴィヴィヴィヴィヴィ――――――ッ!!




　有機汚染フェーズⅣ時のアラーム音を超こえる、切せつ羽ぱ詰つまった警けい戒かい音おんが響き渡わたった。

　聞いたことのないアラームに教師たちが狼狽うろたえはじめる中、二階堂理事長はついっと虚こ空くうを見上げて顎に手を当てた。

「……とうとうこの時が来ましたか。伝染体がドームの外がい壁へきまで到とう達たつする、この時が」

　教師たちの顔が例外なく恐きよう怖ふに歪ゆがむ。

　伝染体がドームの外壁に到達した――つまり、レプリノイドたちの防衛線が破られたということだった。

「出来るなら穏おん当とうにしたかったのですが……致いたし方かたありませんね」

　顔をこちらに向け直した時、理事長の笑みは先さき程ほどと同じように余裕で満ちていた。ドームが、地上の防衛施し設せつが危機にあるというのに、その表情が変わっていないのだ。

　教師の誰だれかが、ごくりと喉のどを鳴らした。

「――全レプリノイドを戦せん闘とう態勢へ。第二級乙おつ種しゆ任務に従事する個体の制限を解除する」

　制限解除。

　その言葉と同時に、僕を抑える教師たちの力が緩んだ。

　見回せば、教師たちから表情が抜け落ちていた。

　生徒たちと同じ、対汚染戦闘に臨のぞむレプリノイドたちが浮うかべる無表情。

「――制限解除したのに、まだ感情エミュレーターが機能しているようですね」

　立ち上がった僕を、理事長が嬉うれしそうに笑みを深めて見つめてくる。

「素す晴ばらしい。やはりあなたを選んで正解でした、六方カザネ」

「……行ってもいいな？」

「もちろん。どうぞ、御み心こころのままに。為なしたいことを為して下さい」

「…………」

　嫌いや味みの一つでも言ってやろうと思ったが、あまりの余裕ぶりにその気が失うせた。

　踵を返して上へ戻るべく指揮所を後にする。

「教師役だった者たちも戦闘装備をさせたら送り出します。くれぐれも無理をなさいませんように」

　もう、返事すら厭いとわしい。

　普ふ段だんからは考えられないほど高まった熱量エネルギーを珪素筋肉に注ぎ込み、僕はまっしぐらに地上へ向かって疾しつ走そうをはじめた。




２




　理事長の言葉に嘘はなかった。

　制限解除の通告どおり、僕の身体は本来の性能を取り戻したらしい。

　指揮所から飛び出してエレベータの上じよう昇しよう速度すら生なま温ぬるいとシャフトを垂直に駆け上あがって『学校』まで戻った僕は、戸惑うことなく肉体の性能を把は握あくしていた。

　制限が解除されたのは肉体性能だけではなかった。いままで気付きもしなかった戦闘プログラムがすらすらと思考で躍おどっている。水すい晶しよう電脳内で封ふう鎖さされていたあらゆる知識が、その制限を解かれていた。

　その知識に従い、ドームの通用口へと向かう。『学校』のドーム内から外へと通じる直通ルートは、意外にも校舎と職員寮の間の庭園内に設定されていた。

　庭園の東あずま屋やへ辿たどり着くと、その床へ力の限り拳を叩たたき込む。石造りの床はすぐにひび割れ、粉ふん塵じんを巻き上がらせて大穴が空いた。

　僕の拳に傷らしい傷はない。

　レプリノイドの珪素筋肉は、その強度においても人間と比べるべくもない。電気的負ふ荷かで収縮するのは同じでも、電圧量でその強度を爆ばく発はつ的てきに高めることが出来る。筋肉そのものが強固で柔じゆう軟なんな鎧よろいなのだ。

　東屋の床に空いた穴へ飛び込むと、人一人がかろうじて通とおり抜けられる程度の横穴があった。真っ暗なその横穴へ飛び込むと一直線に疾しつ駆くする。

　明かりの類たぐいはまったくなかったが、走るのに何の苦労もなかった。僕の目は、舞まい散ちる埃ほこりまではっきりと認識している。

　数百メートルの距きよ離りを数秒で踏とう破はすると、鋼鉄製の扉が待ち受けていた。

　勢いを緩めず、扉へ向かって蹴けりを放つ。特大の衝しよう撃げきを受けて扉が吹き飛とぶ。

　――白い。

　外を、地上を見た第一印象は、ただただ『白い』の一言に尽つきた。

　僕が飛び出したのは、かろうじて街並みらしきものを残した廃はい墟きよのど真ん中だった。

　かつてはオフィス街だったろう建物の遺い骸がいは、壁へき面めんは霜しもで凍いて付つき、ガラスの代わりに氷が窓を覆おおい、そして分厚い雪のコートを被かぶっている。

　荒こう涼りようとした光景、ではない。

　ここは無関心ではなく、敵意ある冷気で溢れかえっていた。

　エプリオンに汚染された生命を拒こばむべく張はり巡めぐらされた、攻こう撃げき的てきな冷気が。

　ふと、レプリノイドたちが戦闘中に感情をオミットするのは、この光景が原因ではないかと思った。生命を拒む冷気に蝕むしばまれた世界。感情すら凍てつかせんとする光景に、此処ここを戦場とする彼らは自然と感情を凍こおらせてしまうのではないか。

　だから、あんなにも〝人間らしい〟彼女たちは、戦いへ臨むのに〝機械〟として、〝人形〟として振ふる舞わなくてはならないのではないか。

　……埒らちもない想像だ。

　ちらりと後ろを振り向むくと、灰色の空を背景に巨きよ大だいな白いドームがあった。『学校』が収まった防衛施設だ。

　ドームと逆方向に、雪を蹴け散ちらしながら再び走りはじめる。

　服装は何の変へん哲てつもないシャツとスラックスだが、寒さは感じない。珪素筋肉も駆く動どう回路も寒さで鈍にぶることも劣れつ化かすることもない。むしろ冷れい却きやくされて心地ここちよいくらいだ。

　廃墟を疾走してほどなく、戦闘が行われている地域に到達した。

　――アハハハハッ！

　――アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッ!!

　耳みみ障ざわりな高笑いを撒まき散らし、人型の影かげがバッタのように跳ちよう躍やくしている。

　伝染体――地球外のタンパク質に汚染された有機生命体の成れの果て。

　映像越ごしでなく直じかに目まの当あたりにすると、その醜しゆう悪あくさに反吐へどが出そうだった。

　ピエロのように裂さけ上がった唇。ぬらぬらと光る黒い眼球。よくよく見れば、骨格も微び妙みようにおかしい。

　中ちゆう途と半はん端ぱに人間の面おも影かげを残しているだけに、視覚的嫌悪感を催もよおさずにはいられない。

　バッタの怪かい人じんみたいに跳躍しながらドームへ向かおうとする伝染体へ、白い光線が襲おそい掛かる。コンマ数秒の光景を齣こま落おとしのように目視した僕は、光線――高出力レーザーが伝染体の首を焼き切るのを詳しよう細さいに確かく認にんした。

「……砲ほう狙そ撃げき部隊か」

　レーザーの発射地点目指して駆け出す。

　すぐに、比ひ較かく的てき無事な廃墟の屋上に陣じん取どる数体の砲狙撃部隊を発見した。

　幸運というべきか、三み十と刈がりの姿もあった。

「三十刈――」

　個体番号でなく、敢あえて名前で呼ぶ。

　戦闘姿の三十刈は高出力レーザー砲ほうシラクサを下げて僕へ向き直った。

「駆く逐ちく部隊は……百合原は何処に？」

　僕が問いかけるが、三十刈は無言だった。彼女は僕をじっと見つめ、時折顔や胸に施ほどこされた印刷機械をチカチカと瞬またたかせていた。

　――生身一つで出てきたのは失敗だったか。

　印刷機械の機能の一つが自由通信素子による情報リンクだ。印刷機械を施していない僕はレプリノイドの情報リンクに組み込まれていない。気が急せいていたとは言え迂う闊かつだった。

　最悪、味方識別をされず攻こう撃げきされるかもしれない。

「……確認しました。個体名『六方カザネ』様。総指揮官命令で、貴方あなた様さまへの援えん護ごが通達されています。これより、貴方様への目的地へと誘ゆう導どういたします」

「……総指揮官命令？」

「こちらです。お続き下さい」

　三十刈は巨大なシラクサや背せ負おった巨大なジェネレーターを苦にせず走り出した。他のレプリノイドもそれに続く。

　疑問はあったが、案内してくれるのならついて行くだけだ。

　周囲の戦闘は激しいの一言だった。

　走りながらも砲ほう狙そ撃げき部隊は正確な射しや撃げきで伝染体の首を焼き落としてゆくが、一体の首を落とす度たびに二体、三体と殺さつ到とうしてくる。

　あっという間に、砲狙撃部隊は間断のない弾だん幕まくを余よ儀ぎなくされた。首を落とさない限り伝染体は活動を停止しない。穴だらけになっても迫せまってくる伝染体に面制圧は効果が薄いが、数が多すぎてもはや首を撃うち落とす余裕がなくなってしまっていた。

　三十刈たちの背中の天使の翼つばさを思わせる冷却装置から煙けむりが上がる。濃のう密みつな弾幕に対し、冷却が追いつかなくなってきている。

「何か武器を！」

　三十刈はちらりと僕ぼくを見やると、腰こしに接続していたサブウェポンを僕に投げ寄よ越こした。

　右手で受け取るや、僕は柄つかから伸のびたコードを鎖さ骨こつの下へと突つき刺さした。体内に血管のように張り巡らされたエネルギー経路に癒ゆ着ちやくしたコードに、潮汐炉から供給されるエネルギーが流れ込む。

　ナイフ型の焼しよう斬ざん刀とうに攻撃的な光が灯ともる。

　弾幕に穿うがたれながら襲い掛かってきた伝染体の首に、プラズマの刃はを叩きつける。伝染体の首が焦こげ付いた断面を晒さらして舞まい落ちた。

「――何が可笑おかしい？」

　新たに哄こう笑しようを上げて襲い掛かってくる伝染体を迎むかえ撃つ。

「もう勝ったつもりなのか？　もう終わりだと嗤わらっているのか？　往おう生じよう際ぎわ悪く足あ掻がく僕たちを嗤っているのか？」

　――上等だ。

　口くちの端はしが吊つり上がる。

　哄笑に嘲ちよう笑しようで笑い返す。

「たとえエプリオンお前たちの勝ちだとしても――黙って笑われてやるほど大人しいと思うな！」

　一ひと際きわ大きな顔で哄笑してくる伝染体の顔にナイフを突き刺し、エネルギーを過か剰じよう供給する。プラズマが迸ほとばしり、スポンジみたいな脳のう髄ずいが消し炭になって吹き飛んだ。

「舐なめるな、デク人形！」

　伝染体を焼き切り、戦場を疾駆する。

　だが、伝染体は次から次へと襲い掛かってくる。

　とうとう、砲狙撃部隊の一人のシラクサが熱暴走で溶け出した。そのレプリノイドは鉄柱みたいなシラクサを振り回まわして応戦するが、すぐに無数の伝染体に纏まとわり付かれる。

「……ナンバー一四〇三〇」

「了りよう解かい。カザネ様、後退して下さい」

　伝染体に組み付かれたレプリノイドが印刷機械を点てん滅めつさせながら三十刈に声をかける。

　三十刈はすぐに頷うなずき、僕を下がらせるように促うながした。

「三十刈っ？」

「ナンバー〇九八〇一に巻き込まれます。急いで」

「…………」

　傷付いたレプリノイドへ群がって薄まった伝染体の包ほう囲い網もうを集中射撃で打うち崩くずし、急速離り脱だつを開始する。

　数秒後、背後で光と熱が膨ふくれ上がり、僕らを追おうとしていた伝染体を巻き込んだ。

　潮汐炉の暴走爆ばく発はつだ。

「…………」

「速度を緩ゆるめないで下さい」

　振り向きかけた僕に三十刈が言う。

「ナンバー〇九八〇一は任務を全うしました。カザネ様も目的を達成して下さい」

　淡たん々たんと機械的な声だったが、気き遣づかってくれたように聞こえたのは僕の気の所為せいだろうか。

「……ありがとう」

「任務ですから」

　三十刈はにべもなく言い返した。

　一時は数を減らした伝染体だが、すぐに襲い掛かってくる数が回復する。哄笑が周囲を取り囲む。

　戦せん況きようはかなり悪いようだ。

　砲狙撃部隊と遭そう遇ぐうした地点からまだそう離はなれていない。あれが最終防衛ラインだとしたら、すでに相当浸しん透とうされていることになる。

　すでに戦線は穴だらけになっているのだろう。

「……東京シェルター最後の日、か……」

　地上戦力の壊かい滅めつは避さけられず、シェルターにはもう時間稼かせぎしか残されていない。

　何いずれにせよ、地上のレプリノイドは一体残らず役目を終えることだろう。

　――なら、僕はなんでこんな事をしているのだろう？

　僕はちらりと、無表情で伝染体を撃ち払はらう三十刈を見た。ほんのすこし前に見せてくれた微笑みも、いつもの脳天気な笑みも浮かんでいない。機械的に、群がってくる敵性体の首を焼き落とすだけだ。

　――けど、だからといってあれが〝嘘〟になるわけじゃない……

　あの時の三十刈が作られた精神だったとしても、あの言葉まで無になるわけじゃない。

　作り物だから無意味じゃない。

　模造品だから無価値じゃない。

　いまこの瞬しゆん間かんも猛たけっているこの心は、嘘なんかじゃ――

「――ない！」

　前を塞ふさぐ伝染体の哄笑を焼き落とす。

　どれほどの数の伝染体を切り捨てただろう。

　廃墟がふいに途と切ぎれ、これまで見た中でも一際大きなクレーターがあった。端はしから端まで数百メートルもあるだろう。

　そのクレーターの中心で、一人のレプリノイドが二振りの焼斬刀を振るっていた。

　黒くろ髪かみを翻ひるがえらせ青白く輝く刃を舞わせるその少女を、僕が見み間ま違ちがえようもなかった。

「百合原！」

　叫さけび、僕は突とつ貫かんした。

　百合原がこちらを見て、無表情だった顔を驚きに歪める。

「六方……カザネ！」

「百合原ぁあああああああっ！」

　立たち塞がる伝染体を切り捨てて百合原へ近付こうとするが、数が多い。砲狙撃部隊の火線も息切れがちだ。

　――アハハハハッ！

　――アハハハハハハハハハハッ！

　――アハハハハッハハハハハハハハハハハッハハハッハハハハハハハハハハッッ!!

「五月蝿うるさい！」

　耳障りな哄笑が周囲を包つつむ。四方八方が醜悪な哂わらいで埋うまっている。

　――哂いたければ、哂え！

　また一つ哄笑を上げる顔を斬きり落として前へ進む。

「いつまでも同じ顔で哂ってろ！」

　哄笑を切きり裂いて前へ。

　哄笑を焼き落として前へ。

　――アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッ！

「邪じや魔まを、するなぁあああっ！」

　また一体、伝染体の首を落とす。

　ぐらりと揺ゆれて倒れるその身体が、急に勢い良く僕へ打ぶつかって来る。

「ぐっ――」

　首なし死体の陰かげに別の哄笑が隠かくれていた。

　死体を払いのける隙すきに接近してきた哄笑が、僕の喉のど元もとへと大きく口を開いた。

　拙まずい――

「――邪魔だ！」

　僕の喉元へ噛かみ付こうとした伝染体の哄笑が、縦一文字に両断される。

　焼け焦げた黒い断面の向こうから姿を見せたのは、不ふ機き嫌げんそうな顔の百合原だった。

「なんで！　此処にいる!?」

　長ちよう剣けんを振りながら百合原が叫さけぶ。

「言い残したことがあったんだ！」

　ナイフを振りながら僕が叫び返す。

　背中合わせに伝染体を切り捨てながら、周囲の哄笑に負けぬようにと叫び合う。

「言い残したこと？　こんな所までやってくるとは、よほど重要なことなのだろうな!?」

「もちろんだ！」

「いったいなんだ!?」

「君が好きだ！」

「………………………………………は？」

「君が好きだ！」

　哄笑を切り捨てて、叫ぶ。

「君を愛してる！」

　哄笑を焼き捨てて、叫ぶ。

「君の皮肉った笑みが好きだ！　君に嘲あざ笑わらわれると背筋がゾクゾクする！　君にジト目で見下されると頭が痺しびれる！　僕はもう君に夢中だ！　中毒だ！　そういえば百合には毒があるんだっけ!?」

「なっ！　言うに事欠いて毒とは何だ!?」

「毒か薬かで言ったら毒だろう!?　それとも薬だって言いたいの!?」

「そういうことを言いたいんじゃない！」

　横合いから襲いかかった哄笑を三枚切りにして百合原が叫ぶ。

「貴様は私を毒だと言うために此処まで来たのか!?　アホかお前!?」

　左右から突っ込んでくる哄笑を二つ同時に斬きり落として百合原が叫ぶ。

「毒でやられちゃったからね！」

「はっ！　それで!?　毒にやられた末期の中毒者は何をしてくれる!?　何をしてくれると言うんだ!?」

「もちろん！」

　五月蝿うるさく纏まとわり付いてくる哄笑の化け物を切り伏ふせ、背後の百合原に叫び返す。

「一いつ緒しよに死ぬ！　死んでやる！　どうせ末期の中毒者だ！　一緒に死んでやる！」

「ありがた迷めい惑わくだ！」

「一人で死ぬのはつまらないだろ？　伝染体こいつらじゃあ嘲笑ってやっても面白おもしろくないし！」

「確かに、な！」

　貼り付けたコピーペーストした画一的な哄笑を上げる伝染体たちへ、百合原はつまらなそうに舌打ちした。

「だったら、最後は〝君らしい〟表情で死なせてやる！　バカな中毒者を嘲笑って死んでいくといい！」

「――――くっ、ははっ！　ははははははっ！」

　背中から、盛大な高笑いが響いた。

　周囲の哄笑が、その大笑いに飲み込まれた。

　くそったれな世界中を嘲笑うかのような笑い声が、凍こごえた廃墟に響き渡る。

　振り返かえることは出来ないが、彼かの女じよはきっといつもの、あの皮肉な笑みを顔いっぱいに浮かべているのだろう。

「なら、死ね！　死ね！　死ね！　バカは死ななきゃ治らないからな！　貴様の無様な死に様を嘲笑ってやる！　性しよう悪わる中毒で死んだバカ野や郎ろうとな！」

「なら、僕より先に死なないでよ!?」

「死ぬかバカ！　私はお前のマヌケヅラを嘲笑って死ぬんだからな！」

「そうしてくれ！　僕は君に嘲笑われて死ぬんだからね！」

「はははっ！」

「ははははははははっ！」

　どちらからともなく笑いあった。

　笑いながら刃を振るう。

　笑いながら戦った。

　楽しい。

　愉たのしい。

　快い。

　頭がハイになってる。排はい気きが追い付かずに水晶電脳が熱でやられてしまったのだろうか？　アドレナリン量のエミュレートにバグがあるとしか思えない。

　でも、構わない。

　だって、こんなに楽しいんだ。

　いま、僕は確かに〝生きている〟と感じる。

　与えられた役割じゃない。僕は僕の意思で此処で生きている。此処で戦っている。此処で笑っている。

　いいな。

　こんな気持ちで死ねるならいい。

　心の底から笑って死ねるなら、こんなに気持ちの良いことはない――

「――は、は……どれだけ斃たおした？」

「さ、あ……数えてないから分からない……」

　気が付けば、クレーターの中は首無し死体と哄笑を刻んだままの生首で埋まっていた。四桁けたはとっくに越こえている。

　僕も彼女もまだまだ戦えるが、残念ながら武器が限界みたいだ。僕のナイフも百合原の刀も機械部が溶とけ出し、プラズマの刃が切れかけの蛍けい光こう灯とうみたいにチカチカしている。

　僕を此処まで連れて来てくれた三十刈たちも、背部のジェネレーターもシラクサも廃はい棄きし、サブウェポンの近接武器で応戦している。

　なのに、伝染体の数はまったく減ったようには見えない。湧わき上がる哄笑も、どんどんその音量を増しているように聞こえる。

「……いよいよかな」

「なら、嘲笑わらえ」

　言って、百合原は皮肉げに嘲笑った。

　僕も嘲笑う。

　哄笑を上げる伝染体たちを、嘲あざけり笑って挑ちよう発はつする。

　――アハハハハハハハハ！

　――アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッ!!

　いよいよ一ひと呑のみにしようと、伝染体たちが肉の壁となって押し寄よせてくる。

　熱を失った武器を手に、僕と百合原は迫ってくる哄笑を待ち構え――




　――轟ごうっ！




　白い炎ほのおが駆け抜ぬけた。

　束ねられた高出力レーザーが僕と百合原の周囲を灼やき払う。周囲の廃墟の屋上に、砲狙撃装備のレプリノイドたちがシラクサを構えていた。

　高出力レーザーの集中射撃で空けられた穴に、接近戦部隊と遊ゆう撃げき部隊が突とつ撃げきしてくる。大気圧プラズマの刃が伝染体の醜みにくい哄笑を焼き斬ってゆく。

　瞬まばたきしている内に、僕らの周囲は多くのレプリノイドによって守られていた。残存している戦力のほとんどが集中しているようだった。

　僕と百合原は顔を見合わせる。

「――六方カザネ様、百合原ハルカ様」

　応おう援えんに駆けつけてくれたレプリノイドたちの中から、五十嵐いがらしと四十田あいだが近づいて来て話しかけてきた。僕だけでなく、何故なぜか百合原にまで恭うやうやしく接してくる。

「総指揮官がお二人の撤てつ退たいを命じられました」

「我ら東京シェルターの残存レプリノイドが総力を挙げて護衛いたします。至急、東京シェルターまで撤退してください」

「いったい……」

「〝真実を知りたくないか？〟、〝シェルターの責任者に嫌いや味みの一つでも言いたくはないか？〟と、二階堂総指揮官がお二人に伝えろ、と」

「…………」

「……行くぞ、カザネ」

　逡しゆん巡じゆんする僕に、百合原が口の端を吊り上げて皮肉な笑えみを作った。

「たしかに、嫌味の一つでも言ってやりたい気分だ。どうせ死ぬなら、嫌味の一つでも責任者に吐はいてからでも遅おそくないだろう」

「……分かった。行こう」

「往ゆこう」

　換かえの武器を受け取り、僕と百合原はレプリノイドたちに護衛されて伝でん染せん体たいの包囲を抜け出だした。途と中ちゆう、応戦を続ける三十刈とすれ違ちがう。

「――ご武運を」

　機械的な無表情で三十刈が言う。微かすかにその顔に脳天気な笑みが過よぎった気がしたが、それを確かめるより先に彼女は伝染体の群れへ突っ込んでいった。

「…………」

「お急ぎ下さい。すでに多数の伝染体がドームに取り付いています」

　廃墟の向こうにあるドームを見ると、ケーキに群がるアリのように伝染体が取り付いていた。防衛戦力のレプリノイドが僕らを守ろうとしているのは本当らしい。すでに防衛線は存在していないのだろう。

「こちらです。指揮所へ続く地下通路が――」

　爆発。

　目の前の地面がいきなり破は裂れつした。

　前衛のレプリノイドが衝撃に吹ふき飛ぶ。

「何、が――」

　さらに爆発。

　身構えていたので、今度はその正体を詳細に視し認にんできた。高速で飛来した質量弾だん。音速を遥はるかに超えた弾体は赤熱化しており、おそらくはレールガンで撃ち出されたのだろう。

　半ばプラズマ化した弾体は着ちやく弾だんと同時に破裂して、破は壊かい力りよくを周囲へ撒き散らした。

　僕は反射的に百合原を突き飛ばし――襲いかかった衝撃に吹き飛ばされた。

　吹き飛ばされ、廃墟の壁かべにめり込む。めきょり、と胸から異音がした。壁から突き出でていた鉄骨が、胸から突き出ていた。

「ぐ、う……」

　拙い状じよう況きようだ。致ち命めい傷しようではないが、寸断された珪けい素そ筋肉を自己修復ナノマシンが全力で修復中。だが、エネルギー経路が大きく傷付いたのでナノマシンへの電磁通電が弱まっている。同じ胸の傷だが、百合原はちゃんと貫つらぬく位置を考えていたらしい。修復に集中するため、水晶電脳の保護機能が働いて意識が気絶シヤツトダウンしかけている。

　串くし刺ざし状態からなんとか脱だつ出しゆつして意識を保って状況を確認する。

　僕同様に吹き飛ばされたレプリノイドたちも立ち上がりはじめているが、もともと僕と百合原を守るように並走していたのでダメージが大きい。印刷機械を瞬またたかせて状況を把は握あくするのに努めている。

　百合原はさすが最精鋭の駆逐部隊というべきか、いまだ戦闘能力を維い持じし、無事な武器を構えて射撃地点を睨にらんでいた。

「……目め障ざわりね」

　しゃり、と雪を踏ふみしめて歩いてきたのは、少女型のレプリノイドだった。砲狙撃部隊のシラクサに似た、しかしそれより遥かに大きい砲ほう撃げき武器を右手に構えていた。あれが、さっきの攻撃を生み出したレールガンだろう。

　実体弾は対汚お染せん戦せん闘とうでは避さけられる傾けい向こうにある。威い力りよくはあってもストッピングパワーに劣おとる光学兵器が用いられるのは、偏ひとえにエプリオンを拡散させない為ためだ。

　だが、その制圧力がどれ程ほどのものかは、僕らの進行方向で煙を上げる出来たばかりのクレーターを見れば分かるだろう。

「目障り、目障り……ほんとうに目障りな泥どろ棒ぼう猫ねこだわ」

　レールガンを構えたレプリノイドが言った。印刷機械が怒いかりを示すように激しく瞬き、均整の取れた身体の表面で蛇へびのように蠢うごめいて見える。

「……メグ、ミ……」

　レプリノイドには異い端たんともいえる実じつ弾だん兵器を携たずさえていたのは、戦闘形態となった七堂メグミだった。

　彼女は僕へ視線を向けて微笑ほほえみかけてきた。

「ごめんなさい、カザネ。この武器レールガン、使われてなかったから制せい御ぎよプログラムがお粗そ末まつで……けど、もう修正は済んだわ。すぐに済むから、ちょっと寝ねて休んでて？」

「な、に、を……」

「あの泥棒猫を木こっ端ぱ微み塵じんにしたら、一緒にシェルターへ還かえりましょう？」

「い、ま……さら……」

「これからもずっと一緒よ、カザネ？　だってわたしたちは〝恋こい人びと〟なんだもの」

「……ッ！」

　怖おぞ気けが光神経を駆かけ巡った。

　メグミは、笑っているようで笑っていない。笑みの容貌カタチをしているだけの空くう虚きよな顔。

　まるで、伝染体の哄笑のようだった。

「待っていてね、カザネ？　すぐに――」

「すぐに、なんだ!?」

　百合原が二振りの焼斬刀を振り上げて斬りかかる。

　レールガンで迎げい撃げきは間に合わないと思いきや、メグミは左手を百合原へと翳かざした。通常のレプリノイドのものより肥大化した、歪いびつなガントレットが装備された左手を。

　――バヂィッ！

　眩まばゆい閃せん光こうが発生した。

　メグミの左手に装備されたガントレット。その五指の先には、攻撃的に輝かがやく大気圧プラズマの爪つめが伸びていた。

「駆逐部隊に許可された固有兵装――わたしの固有兵装はこの〝ツメ〟よ」

「ちっ！」

　舌打ちし、百合原は二振りの焼斬刀を縦じゆう横おう無む尽じんに乱らん舞ぶさせ始めた。

　刃の残像が帯のように棚たな引びく。

　その美しい剣けん舞ぶを、メグミの〝ツメ〟は力任せに弾はじき返す。

「あははっ！　軽い！　軽いすぎるっ！　所しよ詮せんは泥棒猫！　ただの身み軽がる自じ慢まんの曲芸だわ！」

　メグミが右手のレールガンを振るい、引き金を引く。

　百合原が飛び退のいた数センチ横を、赤い軌き跡せきが駆け抜ける。弾体を避よけた百合原だが、遅おくれてやってきた真空衝撃ソニツクブームで吹き飛ばされる。ダメージこそ軽けい微びだが、長い黒髪がズタズタに切り裂かれた。

　流ながれ弾だまは、あろうことかドームの壁をかすめて爆散した。

　レールガンは加速バレルに注がれる電流量が大きくなればなるほど威力を増す。レプリノイドの心臓部である潮ちよう汐せき炉ろから供給されるエネルギーは、レールガンの威力を物理限界まで引き出したらしい。

　レールガンの弾体はドームの壁面に大きな罅ひびを入れていた。

「きさま！」

「あなたが避けるからでしょう？　『学校』が大事なら、次は避けないでね？」

「この……クソ女が！」

「あははははっ！　それがあんたの素す？　やっぱりカザネは騙だまされていたのね。あんたみたいな性しよう悪わる猫ねこ、この世に欠片かけらも残さないわ」

　レールガンの銃じゆう口こうで百合原を追いながらメグミが笑う。

　ドームを、防衛施し設せつを傷付けてもなんら悪びれた様子がない。

　彼女は、人形レプリノイドではない、のか……？
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「ナンバー〇三〇〇七、即そく座ざに敵対行動を停止して下さい」

　ダメージから復帰した五十嵐が焼斬刀を構えてメグミに警告する。

「ナンバー〇三〇〇七、あなたの行動は命令違い反はんです」

　小刀を構え直した四十田もそれに続く。

「ナンバー〇三〇〇七、あなたは壊こわれています」

「ナンバー〇三〇〇七、あなたは〝人間〟を危険に晒さらしています」

「ナンバー〇三〇〇七、直ただちに敵対行動を停止して命令に復帰してください」

　他のレプリノイドたちも、それぞれ武器を構えなおしてメグミを取り囲んだ。

「ナンバー〇三〇〇七――」

「五月蝿い、この人形どもが！」

　メグミがレールガンの引き金を引く。

　加速された弾体がレプリノイドの胴どう体たいを貫つらぬき、その無機質な体組織を粉々に爆散させた。

「人形どもがわたしを番号で呼ぶな！　わたしは七堂メグミ！　六方カザネの〝恋人〟の七堂メグミよ！」

「…………」

　悪あつ鬼きの如く顔を歪ゆがませて叫ぶメグミ。

　その姿を最後に、僕の意識は気絶した。




３




　――また、この夢だ……

　夢を見ていた。桜の樹きの下に埋まった自分を掘ほり返そうとする、あの夢だ。

　一ひと掴つかみも土を掘り返せないまま、桜の樹の枝には次々と蕾つぼみが芽め吹ぶいていく。あの蕾が何を養分にしているかなど明らかで、蕾が花開く前に――吸収される前にと、僕は穴を掘り返そうとする。

　……どれだけ、すり抜ける手で土を掻かいていただろう。

　いつの間にか、僕の頭上には桜の花が咲さき誇ほこっていた。

　満開の桜が、色いろ褪あせた世界の中でそれだけが真実の如く艶あでやかに色付いていた。

　――嗚呼ああ……

　満開の桜の花を見上げ、もう僕は僕を取り返せないのだと悟さとった。もう、永遠に失われてしまったのだと悟らざるを得なかった。

　――嗚呼……嗚呼……

　一掴みの土すら掬すくえなかった手の平で顔を覆おおい、僕は呻うめいて嘆なげいた。

　もう、僕は失われてしまった。〝僕〟だけが残された。

　おおう、おおうと呻いていると、ひらりと指の隙すき間まから花びらが落ちるのが見えた。

　さっき咲いたばかりの桜の花が、早くも散り始めている。それとも〝僕〟はそんなに長い間嘆いていたのか。

　――嗚呼……

　つかの間の花しか咲かせられなかったのか。そんな悲しさが胸を突いた。

　積もりつつある花びらに手を伸ばす。すると、土つち塊くれを掴つかめなかった指先が、花びらを摘つまみ上げた。

　――おぉ……

　摘み上げた桜の花びらは、そのまま僕の手の中へと吸い込まれていった。

　舞い落おちる花はな吹雪ふぶきに身を晒す。花びらが一枚吸い込まれる毎ごとに悲しみが薄うすれていった。

　花がすっかり落ちきると、〝僕〟は僕を取とり戻もどしていた。

　頭上を見上げる。花の散った桜の樹の枝は、打ち捨てられた骸がい骨こつのように物もの寂さびしい姿を晒している。

　――ああ……

　僕は桜の樹に背を向けて歩き出した。

　何処どこに行きたいのか。

　何処に行くべきなのか。

　何も分からない。でも、歩き出さないといけないことだけははっきりしていた。

　桜が咲いて、散った。

　だから歩き出さないといけない。

　桜の花が咲いて、そして散ったのだから。





※　※　※






「…………うぅ……」

「起きたか」

　目を覚ますと、百合原が僕を見下ろしていた。

　ほんの間近に、彼女の顔があった。

　驚おどろくべきことに、僕は彼女に膝ひざ枕まくらをされていた。

「……何を驚いた顔をしている？」

「……柔やわらかくないから」

「ふんっ」

　百合原がアーマーに包まれた脚あしを伸ばして立ち上がり、僕の頭は放ほうり出されるように床ゆかに叩たたきつけられた。

「いっ……たくない」

「制限解除されて本来の機能を取り戻したんだ。この程度はなんてことあるまい」

　皮肉げに鼻を鳴らして百合原が嘲笑する。

「さっさと立て」

　払ふつ拭しよくできていない癖くせで、痛くもない頭を擦さすりつつ起き上がる。

　廃はい墟きよで気絶したと思っていたが、僕らは『学校』の指揮所へ戻ってきていた。彼女が僕を引ひき摺ずってきてくれたらしい。

「……どれくらいの時間が？」

「三十分といったところだ。私一人で引き摺ってきたが、ここからはお前が復帰するまで動けなかったからな」

「……五十嵐や四十田、他のレプリノイドたちは？」

「あの女を止めようとした。おかげで私たちはここまでこれた」

「……ごめん」

「何を謝あやまる？」

「君が逃にげたのは、僕のせいだろ？　僕があんな事になってなかったら、君は逃げなかったはずだ。君の信条を、捻ねじ曲まげてしまった……」

「侮あなどるな」

　僕の謝罪を笑い飛ばし、百合原はじとりと目を細めた。

「お前が居なくても、私は此処ここまで来たさ。何と言っても、責任者に嫌いや味みをぶつけなきゃならないからな」

「…………」

　彼女の言葉が僕を慮おもんぱかってくれたのかそうでないのか、それは定かでない。けれど彼女が浮うかべた嘲笑いは実に百合原らしくて、余計な謝罪は侮ぶ辱じよくに感じた。

「……五十嵐たちの分まで言ってやらないとね。それで、責任者は？」

「そこに転がっている」

　百合原が親指でくいっと指し示した先には、開きっぱなしになったシェルターへの直通エレベータがある。

　覗のぞき込むと、そこには鉄クズになった車くるま椅い子すと、伝染体がそうされるように首を落とされた二階堂理事長の身体が転がっていた。

　こちらを向く理事長の生首はいまだ余よ裕ゆうめいた微び笑しようを浮かべており、その断面からは金属光こう沢たくのある頸けい骨こつが飛び出ていた。

「……結局、理事長もレプリノイドだったのか。てっきり『学校』唯ゆい一いつの人間かと思っていたけど……」

「こんなミスリードに引っかかるとは、六方先生もまだまだですね」

　予想もしなかった声に、僕ぼくはぎょっと眼めを見開いた。

　声のした先には、にこにこと微笑む理事長の生首がある。

「……まだ生きているんですか？」

　レプリノイドの頭脳である水すい晶しよう電脳はそれなりのエネルギーを必要とする。そこだけは人間と同じように、心臓と切り離されても単独で機能していられはしない。

「生きていませんよ。ワタシはもともとこういう存在です。ただの伝達役メツセンジヤーですよ」

「ロボット……いや、インターフェイスか。人の形をしたスピーカーだな？」

　百合原の推測に、生首がにこりと笑みを深めた。

「ええ、『学校』で唯一の非生物です。あなた方レプリノイドは珪素生命体と呼ぶべき存在ですからね。責任者こそが、一番〝人間〟から程ほど遠とおい存在だったわけです」

「……まさか、理事長が……」

「六方先生、あなたにはロボットの話をしたでしょう？　〝人間らしさ〟は再現可能で、いくらでも錯さつ覚かくできるものなのです。まして、相手が人の姿をしていれば尚なお更さらです」

「……ホイールロボは、車椅子に乗る理事長を暗に示していたわけですか……」

「ええ」

「分かりにくいですよ」

　僕が苦言をぶつけると、理事長ロボツトの生首インターフエイスは雑音めいた笑い声を出力した。

「分かり難にくくなければいけなかったのです。単純な答えではいけません。ワタシが求めた〝人間性ヒユーマニテイ〟は、単純パターンの組み合わせである〝人間らしさヒユーマネス〟とは似て非なるものなのですから」

「……人間性？」

「その説明をするためにも、はやくシェルターへ降りましょう。あまりのんびりしてもいられませんしね」

　理事長の視線を追って指揮所のモニターを振ふり返ると、ドームに取り付いた威い容ようが目に入った。

　巨きよ人じんだ。

　体長十メートルはあろうかという巨人が十体以上、その質量でもってドームの外がい壁へきを叩き壊さんと拳こぶしを振り上げている。

「癒ゆ着ちやく体たい。伝染体が溶け合あった個体です。体組織を自由に幹かん細さい胞ぼう化か可能な伝染体ならではですね。それと、もうひとつ」

　別のモニターには、無数のレプリノイドの残ざん骸がいを踏みしめるメグミの姿があった。仮にも生徒として接してきたレプリノイドを足あし蹴げにして、その顔には迷いも罪悪感も見られない。

「ワタシをこんな風にしたのも彼女です。まさか、あんな事になるとは……想定外でした」

「自じ業ごう自じ得とくに思えるのは僕だけかな？」

「自業自得だろ。首だけになっていい気味だ」

　僕も百合原も、そろって理事長の生首へ嘲ちよう笑しようを注いだ。メグミを僕の恋こい人びと役やくに振り当あてたのも理事長たちなら、僕に〝人間〟を探せと命じたのも理事長本人だ。

　どこをどう見ても、自分で播まいた種だった。

「その通りなのですが、こちらにも事情がありまして」

「なら、その事情を説明しろ」

「その為にもまずはシェルターへ降りましょう。ワタシの首を運んでくれませんか？」

「…………」

　百合原は腕うでを組み、自分は御ご免めんだと全身で語っていた。

　僕は顔を顰しかめつつ、理事長の首を持ち上げた。

「では、行きましょう」

　エレベータが下降を始める。四方と天てん井じようの強化ガラスから、すごい勢いで後ろに流れてゆく壁へき面めんが確かく認にんできた。

「……『オペレーション・アガルタ』について、どこまで覚えていますか？」

　理事長が問とい掛かけてきた。

　僕と百合原はともに訝いぶかしげに顔を見合わせる。

「……わずかな人類を地下に避ひ難なんさせ、地上を極ごつ寒かん地じ獄ごくへ変える計画、というくらいだな」

　当時の知識を引き継つぐ百合原が言う。

「地下シェルターの住人に選ばれなかったものたちは、自決か、冬とう眠みんか、博打ばくちかの三択たくが突つき付つけられた。私は博打派だったがな」

「間ま違ちがってはいませんが、すべてではありませんね」

　いつの間にか笑みを吹き消けし、僕の手の中の生首は不気味な無表情で言葉を出力した。

「百年前に採さい択たくされた『オペレーション・アガルタ』は、人類種の保存を第一義とする計画でした。地下シェルターへの退たい避ひは選せん択たく肢しの一つに過ぎません。むしろ次善策、保険の意味合いが強かったのです」

「保険？」

「地下に避難したからといってどうなるというのです？　地上はエプリオンに汚お染せんされ、排はい除じよは事実上不可能なのですよ？」

　僕の疑問に理事長が答えた。

　その答えは、僕も何度か考えた未来だった。

「地下に潜もぐってもただの延命です。だから計画の一番の希望は、実はあなたのような博打派だったのですよ、百合原ハルカさん」

「なに？」

「当時、水晶電脳への意識のダウンロードはかなり有望な選択肢でした。有機生命体の身体を捨てて珪素生命体へと移行する。珪素生命体ならばエプリオンに汚染された地上でも問題なく活動できる……そう聞けばかなりのメリットでしょう？」

「だが、失敗した」

「成功、の筈はずだったのですよ。少なくともはじめの頃ころは」

　そう言って、生首は自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。

　声を伝えるインターフェイス……作り物の筈の生首が浮かべてみせた自嘲の笑みは、あまりに昏くらくて不ふ吉きつな気配を放っていた。

「そう、最初は成功したように見えました。人間の意識をダウンロードした珪素生命体は、地上を取り戻そうと伝染体と戦いはじめました。当初、戦いは有利に進んでいました。しかし……彼かれらは徐じよ々じよに〝人間性〟を喪そう失しつしていきました」

「〝人間性〟の喪失、だと？」

　百合原が顔を強こわ張ばらせた。

　驚いたというより、心当たりがあるために鼻はな白じろんだようだった。

「……具体的には？」

「感情の希き薄はく化か、自発的な言動の低下……そして最後には、ただ命令に従うだけの存在となりました。心を失い、自意識を失い、〝機械〟になっていったのですよ」

「っ……」

「覚えがあるようですね、百合原ハルカさん？　あなたも一度は〝人間性〟を喪失し、機械として戦っていましたからね。水晶電脳に意識を移した後の記き憶おくが曖あい昧まいでしょう？」

「………………ああ」

　百合原が呻くように頷うなずいた。

「水晶電脳にダウンロードされた意識は〝人間性〟を喪失し、ただの機械に成り果てた。珪素生命体は次代の人間には成れず、複製レプリカですらない模造品レプリノイドと成り果てた。人間の地上への復権が絶望的となった瞬しゆん間かんでした」

「……戦わせない、という選択肢は……？」

「無論、試ためしました。緩かん和わは見られましたが、末路は同じでした。水晶電脳にダウンロードされた意識は徐々に〝人間性〟を失って機械同然に成り果てる。カタログ上は脳の量子状態を完全再現できている筈なのに、まるで〝自分は機械だ〟と信じ込むかのように」

「…………」

　百合原が沈ちん黙もくした。

　僕も、沈黙するしかなかった。

　機械となった人間の成れの果て……レプリノイドは、最初から模造品だったのではない。模造品に成らざるを得なかったからこそ非複製品レプリノイドと呼ばれるようになったのだ。

「結局、生き残った人間は延命する道を選ぶしかありませんでした。機械に成り果てた同どう胞ほうをすり減らすようにして、破は滅めつを遠ざけ続ける道しか」

「……なら、『学校』は？」

　今の話を聞いた後だと、『学校』という施設に別の疑問が湧いてくる。

　被造物への不信感フランケンシユタイン・コンプレツクスを緩和させるため、レプリノイドを〝人間らしく〟振る舞まわせるための見み世せ物もの小屋。それが『学校』の運営目的の筈だった。

　だが、そこで劇を演じる者たちは、機械同然に成り果てたとは言え、もとは〝人間〟だった者も含ふくまれていたという。

　そんな者たちをいまさら〝人間らしく〟振る舞わせることに、何の意味がある？

「……憐れん憫びん？　それとも同情ですか？」

「どちらでもありませんよ。憐憫や同情であんな舞ぶ台たい劇げきを演じさせるほど、生き残った〝人間〟は悪あく趣しゆ味みでもなければ、そんな余裕もありませんでしたよ」

「なら、なんで……？」

　僕が疑問を漏もらすと同時に、エレベータががくんと停止した。強化ガラスの扉とびらが開き、その向こうの鋼鉄の扉も下がってゆく。

「……答えは、すべて此処にあります」

　まず僕らが認にん識しきしたのは、光だった。補正が効くと、それが遥か頭上で輝く人工太陽の輝きと理解した。地上の『学校』同様、人工の空も投とう影えいされている。

　人工太陽の光に照らされるのは、小こ綺ぎ麗れいな町並みだった。

　住宅街の町並みだ。

　狭せまさを感じさせない広大な空間に住宅街が広がり、その向こうにはビル群も見えた。

「……ここが、東京シェルターか」

　百合原が複雑な顔で呟つぶやいた。

　シェルターへの退避に背を向けて水晶電脳に意識を移した彼かの女じよだ。まさか自分がシェルターに足を踏み入いれるなど、夢にも思っていなかったのだろう。

「……百合原」

「分かってる……」

　僕と百合原は慎しん重ちようにエレベータから降りて住宅街の様子を窺うかがう。レプリノイドの身体に備わった高性能の五感を駆く使しするが、人の気配がまったく感じられなかった。

　呼吸音も――

　臭しゆう気きも――

　何も感じられない。

　周囲五百メートルに、人間の痕こん跡せきは欠片も検出されなかった。

「中央の制御タワーへ向かって下さい。あの、一番高い建物です」

　理事長に促うながされ、僕らはシェルターの中心部へ向かった。

　住宅街を抜けてビル街に足を踏み入れても、やはり人の気配は皆かい無むだった。髪かみの毛け一本落ちていない。

　動いているのは『学校』にもあったお掃除ロボットテントウムシばかりだった。

「――百合原ハルカさん。あなたが〝人間性〟を取り戻したのはいつの事です？」

「意外な質問だ」

　百合原が皮肉げに言い返した。

「全部お見通しとラスボスめいた雰ふん囲い気きを漂ただよわせておいて、いまさらその質問か？」

「答えたくないのなら、答えなくても宜よろしいですが」

「……百年前……正確には九十八年と四ヶか月げつ前、だ」

「なるほど、そんな前から……気付かなくてすみませんでした」

「お前の方こそ、いつ気付いた？」

「五十年と一ヶ月前です。もしかしたら〝人間性〟を取り戻したレプリノイドがいるのではないかと疑い、ずっと監かん視ししていました」

「過去の退避データ云うん々ぬんは真っ赤な嘘うそ。僕に〝人間〟を探せと命じたのは、百合原が本当に〝人間性〟を取り戻したのか確かめる為ですか？」

「それも目的の一つです。〝人間性〟を取り戻したと思われるレプリノイドは百合原ハルカさんただ一人。おそらく間違いないだろうと思いながら五十年も観察しましたが、結論は出ませんでした。なので積極的な干かん渉しようをすることにしたのです」

「そもそも、なんで百合原は〝人間性〟を取り戻せたんだ……？」

　百合原を見るが、彼女は肩かたを竦すくめるだけだった。

「不意に『自分は人間だ』と気付いただけだからな。だいたいその生首の言う〝人間性〟とやらが意味不明だ。〝人間らしさ〟と何が違う？」

「〝人間らしさ〟は再現可能な行動パターンの集積です。〝人間性〟とは人間を人間たらしめている重要な要素です」

「それが私にある、と？」

　百年も自分が人間なのかと思おもい悩なやんできた百合原が、理事長の生首へ皮肉に笑い返す。

「確証はありませんでした。しかし、いまは確信しています。百合原ハルカ、ワタシたちはあなたを〝人間〟と認識しています。そして六方カザネ……あなたも」

「……僕も？」

「ええ。ワタシはあなたも〝人間〟と認識しました。だからこそ、ここへ案内したのです」

　すでに理事長の指示した制御タワーは目と鼻の先だった。

　古代のオベリスクを何十倍も大きくした外観の制御タワーの周囲には深い堀ほりがあり、堀に設置された跳はね上げ式の橋が降りてきて僕らを誘いざなった。

「……っ！　カザネ！」

「なに？　って、そういえば名前呼び……」

「そんなことより、下を見ろ！」

「下？……ッ!?」

　人工太陽の光もろくに届かぬ堀の底には、微かすかに滑すべるような照り返しがあった。

　水面かと思ったが、それはまったく動かない。硬こう化かした特とく殊しゆ樹じゆ脂しか何かだろう。

　レプリノイドの高性能の視力はすぐに補正を終え、樹じゆ脂しの奥おくにあるものを見通させた。見通して、しまった。

　樹脂の中に固められていたのは、無数の人間だった。

　何層にも重なって、みっちりと。

　シェルターに人の気配がないのは当然だった。まず間違いなく、ここに投げ込まれて固められている。

「…………」

「…………」

　僕も百合原も、理事長の生首に疑問をぶつけなかった。わざわざ訊きかなくても、彼らが特殊樹脂の中に封ふうじ込められている理由は見ただけでわかった。

　押おし固められた人間の中に、満面の笑えみを浮かべているものがいた。真っ黒な眼球の、不気味な哄こう笑しようを。

「生物である以上、窒ちつ息そく死しさせることが可能なのですよ。閉へい鎖さ環かん境きようでのみ可能な方法ですね。ベークライトの中に閉じ込めてしまうのが、一番簡単な処理方法でした」

「…………」

「…………」

「ええ、そうです。逃のがれられなかったのですよ、エプリオンから」




　理事長の話によれば、東京シェルターは十年も保もたずに壊かい滅めつしてしまったそうだ。

「今となっては、汚染経路もはっきりしません。人か、物か、食物か……何いずれにせよ紛まぎれ込んだエプリオンは東京シェルターを瞬またたく間まに汚染しました。ワタシに出来たのは、伝染体の生命活動を止めて処理することだけでした」

　足音に混じって理事長が静かに語る。

　制御タワーに足を踏み入れた僕らは、きれいに磨みがき上げられた黒い通路を真っすぐ進んだ。訪おとずれる者も絶えたというのに、保守管理ロボットは完かん璧ぺきに施設を維持し続けたようだ。

「人間が――生身の人間が絶えた後、ワタシは『オペレーション・アガルタ』の人間の保存という命題を遂すい行こうする方法を検討しました。検討された一七五五二通りの方法の内、最も可能性の高い方法に着手しました。レプリノイドに〝人間性〟を取り戻させる方法に」

「……『学校』か」

「レプリノイドに〝人間らしさ〟を演じさせる中で、喪うしなわれた〝人間性〟が蘇よみがえるかもしれない……妄もう想そうじみた方法でしたが、それが一番可能性が高かったのです」

「……ちなみに、成功率は何パーセントだったんだ？」

「〇・〇〇〇〇〇〇〇〇一四パーセント……およそ百億分の一の予想確率です」

「……気の遠くなるような可能性だな」

「それでも、可能性があるのなら、ワタシは実行しないわけにはいかなかったのです」

　廊ろう下かが途と切ぎれ、広い部屋に出た。

　部屋の奥には、一ひと際きわ巨きよ大だいな、制御タワーの中央を貫く巨きよ大だいな水晶が鎮ちん座ざしていた。水晶の中では虹にじ色いろの光が乱雑に行き交っていた。もちろん、こんな結けつ晶しようが自然の水晶であるわけはない。

　光量子コンピュータ、水晶電脳。

　巨大なこの水晶電脳こそが、東京シェルターすべてを統とう括かつする中ちゆう枢すう演算回路なのだろう。

『ようこそ、マスター。あなた方の帰き還かんを待ち続けておりました』

　僕の手の中の生首からではない。部屋の四方に設置されたスピーカーから、合成された声が流れた。

　機能を停止した首を床に放り、巨大な水晶電脳へ視線を向ける。

「……お前が、本当の二階堂理事長なのか？」

『はい。東京シェルターの統合管理運営ＡＩです』

　水晶の中を行き交う極ごく彩さい色しきの光が瞬またたいた。

「……ずっと、〝人間〟を待っていたのか？」

『はい。あなたたち〝人間〟の帰還をお待ちしていました』

「…………笑えない」

　僕は皮肉ることも、苦く笑しようすることも出来なかった。

　僕を人間と思い込ませていた存在は、この巨大な水晶だったというワケだ。あまりのことに途と方ほうにくれてしまった。

「……巫山戯ふざけるな」

　が、百合原は違ちがった。瞬く水晶を睨にらみ付け、噛かみ付かんばかりに唸うなり声ごえを上げる。

「巫山戯るな！　もう人間がいなかった？　シェルターは壊滅していた？　なら、私は何の為ために戦っていたんだ!?　私はいったい、百年近く何を……守る価値も必要もないものを守り続けてきたというのか!?」

『必要なことでした。人間の保存には、すべて必要な行程でした』

「五十年近く放っておいてか!?」

『確証がありませんでしたから。しかし、いまは確信しています。あなたは〝人間〟です、百合原ハルカ様』

「お前らの掲かかげる〝人間性〟とやらか？」

　百合原は、これまでで一番凶きよう暴ぼうな嘲あざ笑わらいを浮かべた。

「教えて欲ほしいものだな？　人間を人間たらしめる〝人間性〟とやらの正体を」

「……それは僕も聞きたい」

　僕も巨きよ大だい水すい晶しように問い質ただす。

「僕には百合原のような人間だった時の記憶なんてない。何も思い出してなどいない。なのにお前たちは僕を〝人間〟だという。お前たちの言う〝人間性〟とは、いったい何なんだ？」

　人間を探せと命じられてきてからずっと考えてきたその疑問。

　その答えを、このＡＩたちは持っているという。

　なら、知りたい。

〝人間らしさ〟と〝人間性〟の違いを。

　六方カザネという意識が、ほんとうに〝人間〟なのかを。

『――〝自己犠ぎ牲せい〟です』

「……は？」

「あ……？」

『〝自己犠牲〟です。人間を人間たらしめる〝人間性〟とは、〝自己犠牲〟に他ほかなりません』

「……こいつは傑けつ作さくだ」

　百合原は額に手を当て、身体を反らして大笑いをはじめた。

「自己犠牲！　自己犠牲か！　お前たちの方がよほど人にん間げん臭くさいな！　次は何だ？　聖書を読み上げるのか？　般はん若にや心しん経ぎようでも読ど経きようするか？　巫山戯るのもいい加減にしろ!?」

『…………』

　周囲のスピーカーから、ＡＩの沈黙が小さな雑音になって零こぼれる。

　巨大水晶の内部で、思考を視覚化したように雑多な光が行き交う。

　やがて、光が収まり、落ち着いた柔らかな光を灯ともした水晶電脳のＡＩが、答えを返す。

『……納なつ得とくできませんか？』

「その程度で〝人間〟だと納得できるものなら、とっくの昔に納得してる」

『なら、六方カザネ様の行いをどう思われます？　レプリノイド・ナンバー〇三〇〇七の砲ほう撃げきに身を挺ていしたあの行動を、あなたは非人間的で何の意味もないと断じられますか？　カザネ様を〝人間〟ではないと、あなたは断言なされますか？』

「…………」

『あなたもです、百合原ハルカ様。あなたは傷付いたカザネ様を守る為に撤てつ退たいしました。これまでのあなたなら、最後の最後まで戦せん闘とうを続けたはずです。ですが、あなたは己おのれのエゴよりもカザネ様の身を案じられました。その判断を非人間的と貶おとしめられますか？』

「……ほんとうに人間臭いＡＩだ」

　百合原は皮肉を返そうとしたが、その笑みは苦々しさを隠かくせなかった。

「感情に訴うつたえかけるとは……随ずい分ぶん卑ひ怯きような真似まねをするじゃないか？」

『あなたの求めていらっしゃったのは理解ではなく納得のご様子でしたので。それに、これでもう二つの疑問にも納得して頂けるでしょう』

「もう二つ、だと？」

『なぜ、あなたの〝人間性〟を五十年も確信できなかったのか。なぜ、六方カザネ様を〝人間〟と認識したのか。自己犠牲は、ただ一人で確認できるものではありません。自己犠牲とは、ヒトが二人以上いて、はじめて確認できるものです。〝人間性〟を取り戻したと期待されるレプリノイドが新たに現れて初めて、あなたが〝人間〟だと確信できたのです』

「二人……」

「じゃあ、僕の人間探しの本当の意味は……僕と百合原が〝人間性〟を取り戻しているかどうかの確認、だったのか？」

『はい。ワタシはずっとあなたをこそ待っていたのです、六方カザネ様。二人目の〝人間候補〟が現れるのを』

　ＡＩは肯こう定ていした。

　自己犠牲……それが真に人間を〝人間〟たらしめるかどうかは分からないが、それでも理解できたことがある。

　僕も百合原も、このＡＩたちの掌てのひらの上で踊おどらされていた、ということだ。

『東京シェルター統合管理運営ＡＩは、あなた方お二人を〝人間〟と認識します。ここに「オペレーション・アガルタ」は達成されました。新たな〝人間〟の誕生を祝福いたします』

「……祝福されても、な」

　百合原は頭を掻き毟むしり、やがて心の中で区切りを付けたのだろう。いつものように、相手を挑ちよう発はつするように皮肉っぽい嘲笑いを浮かべてみせた。

「そういえば、ここには嫌味を言う為に来たんだったな……だが、お前たちは私なんか比ひ較かくにならないくらい嫌味の利きいた皮肉屋だ。〝人間らしさ〟を演じさせる舞ぶ台たいが『学校』なのだからな。レプリノイドが〝人間〟になるまでのモラトリアムというワケだ。私なんかじゃ及およびもつかない、壮そう大だいな皮肉だな」

『お褒ほめに与あずかり光栄です』

「皮肉か、それは」

　百合原はふんっ、と鼻を鳴らした。

「おい、カザネ。お前も何か言ってやれ」

「……僕からは別にないよ」

　百合原に促されるが、僕は別段ＡＩたちに言いたいことはなかった。

　怒いかりはある。

　憤いきどおりはある。

　いいように転がしてくれたＡＩたちへの文句ももちろんある。

　けど、そんなものはすでにどうでも良くなっていた。

「僕は百合原と出で逢あえた……そのことに比べたら、全部些さ細さいなことだよ」

「……ふん。幸せな頭をしているな」

　百合原は皮肉げな嘲笑を僕に向けた。

　だが、何故なぜかだんだんと笑みが崩くずれ、おまけに顔が赤くなっていく。

　一体どうしたのかと首を捻ひねると、まるで動くものに反応する猫ねこみたいに、百合原が僕の頭を殴なぐってきた。

「痛っ！　い、いきなり何を……」

「思い出したら殴らずにはいられんわ！　何だあのくっさいセリフは!?」

「あのセリフ……？」

「それは、その…………き、とか……」

「？」

「好きとか何とか愛してるとか！　もう少しオブラートに包つつんで言えなかったのか!?」

「言葉を惜おしまない主義なんだ」

「せめて『月がきれいですね』くらいは言ってみろ！」

　また殴られた。

『カザネ様、その手の面めん倒どうくさい女性はああ言えばこう言うのです。直球で告げるのが一番です。あなたは最善手を選びました』

「ほんとに人間臭いなこのＡＩ！」

　百合原が怒ど鳴なって威い嚇かくした。

　直後、制せい御ぎよセンター内部にアラーム音が鳴なり響ひびいた。




４




　アラームが鳴った直後、水晶電脳は目まぐるしく光りはじめた。虹色の光が部屋を埋うめ尽つくすが、美しさより危あやうさを感じさせる光景だった。

　すぐに、いくつものモニターが空間投影された。

『学校』のドームに大穴が空いていた。

　侵しん入にゆうした巨きよ大だい伝でん染せん体たい――癒ゆ着ちやく体たいが『学校』の校舎や職しよく員いん寮りよう、庭園などを踏ふみ荒あらしていた。

　巨大な手で地面を掻かく癒着体は、すぐに地下指揮所まで掘ほり進すすむと、シェルターへ通じるトンネルの中を進みはじめた。

『防衛機構を作動させますが、長くは保もたないでしょう』

　トンネルに隔かく壁へきが降りてゆく。

　が、全長十メートル、体重はおそらく数トンを超こえるであろう癒着体は、その体格と質量で以もつて、単純にして強力な体当たりで隔壁を歪ゆがめ、砕くだき、突とつ破ぱしてゆく。

『脱だつ出しゆつ手段を用意してあります。どうぞ、お二人は東京シェルターから退避して下さい』

「……もともとその為に呼んだのか？」

『はい。東京シェルターの最後の〝人間〟であるお二人には生きて頂かねばなりません。〝人間〟という種が存在したという証しよう拠ことともに』

　巨大な水晶電脳の一部が変形し、手の平に収まるほどの球体を形成した。

『全人類史と、人間を含む二百万種の生物種の遺伝子データ、そして珪けい素そ生命体の設計データです。どうか、お受け取り下さい』

　球形となった水晶電脳を受け取る。接せつ触しよく接続を行うと、小型水晶電脳には、ＡＩが示した膨ぼう大だいなデータが圧縮されて封ふう入にゆうされているのが分かった。

『これからは、そのデータと、あなた方自身を守り抜ぬく事があなた方の戦いです。どうか、生きて下さい。あなた方は東京シェルターの、人類の、希望の結晶なのですから』

「……勝手に希望だの何だのと言われても、な」

　百合原が不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「そんなものを勝手に押し付けられても迷めい惑わくなだけだ」

『それは承知の上です』

「……が、シェルターの防衛が無意味なのは分かった。なら、この戦場に拘こだわる必要もない」

　いろいろ言っているが、脱出を受け入れるという事だ。

　ＡＩの言い草ではないが、本当に面倒くさい捻ねじくれた性格をしている。

「僕も構わない。僕はずっと百合原と一いつ緒しよだからね」

　そう言ったら、殴られた。

　百合原は顔を真っ赤にして拳をぷるぷる震ふるわせていた。

「お前はもう少しぼやかせないのか!?」

「……百合原が捻ひねくれてるから、僕は直球の方がいいかと思ったんだけど……？」

「素す直なおなら良いというもんじゃない！」

『夫ふう婦ふ漫まん才ざいはまたの機会になさって下さい』

「もうやだ、このＡＩ……」

　百合原が頭痛をこらえて頭を押さえていると、部屋のドアが開いて何者かが入ってきた。

　思わず、床ゆかに転がった物言わぬ生首を振り返かえった。

　ぞろぞろと入ってきたのは、二階堂理事長と瓜うり二ふたつのアンドロイドたちだった。

『ありったけの武装を用意しました。お持ち下さい』

　アンドロイドたちはそれぞれが大量の武器を手にしていた。

　百合原には主武装の焼しよう斬ざん刀とうを、予備も含めて十数本も。

　僕には、まだ装着していなかったボディーアーマーに加え、戦せん闘とう化げ粧しようを施ほどこすように印刷機械が塗ぬりたくられた。

『これでお二方とも戦術情報リンクが可能なはずです』

　施された印刷機械がチカチカと瞬く。

　僕と百合原は即そく座ざに情報リンクを確立した。

『脱出手段はシェルター最深部の生産プラントに用意してあります。お急ぎ下さい』

「ああ」

　ハリネズミのように大量の焼斬刀を装着した百合原が頷く。

　僕もナイフ型の焼斬刀や、拳けん銃じゆうサイズの小型シラクサを装着した。

『これで、ワタシたちも安心して役目を終えられます』

「…………」

「…………」

　僕ぼくも百合原も無言だった。

　役目を終える、その意味を察していたからだ。

　僕らが脱出し次し第だい、ＡＩたちは東京シェルターを自じ爆ばくさせる気だろう。殺さつ到とうしてきた伝でん染せん体たいを道連れにして。

『どうか、お二人の旅路に幸さちあ――』

　機械とは思えぬ祝福の言葉。

　だが、ＡＩが言い終える前に、巨大な爆ばく発はつがそれを遮さえぎった。

「ぐっ!?」

「ちいっ!?」

　アンドロイドたちが壊こわれた人形のように千切れ飛び、水すい晶しよう電脳にヒビが入った。

　部屋の壁かべには大穴が空いており、人工太陽を逆光に背せ負おい、歪いびつな人ひと影かげが穴の縁ふちに足を掛けていた。

「――見つけたわ、カザネ」

　右手にレールガン、左手の手てつ甲こうにプラズマの〝ツメ〟を備えた七堂メグミが、ニコニコと笑って僕を見つめてくる。

「さぁ、一緒に行きましょう？」

　メグミが笑って〝ツメ〟を備えた左手を僕に差し出してくる。

「性しよう悪わる猫ねこなんて放っておいて――」

「誰だれが性悪猫だ！」

　二ふた振ふりの焼斬刀を手に、百合原が有う無むを言わさず躍おどりかかる。

　メグミは〝ツメ〟を振るって迎げい撃げきした。

　プラズマの刃はがぶつかり合い、溢あふれたエネルギーが紫し電でんとなって荒れ狂くるう。

「邪じや魔まをするな、性悪猫！」

「邪魔をしているのはキサマだ！　このメンヘラ女！」

「誰がメンヘラよ！」

　焼斬刀と〝ツメ〟が青白い残光を刻んで激げき突とつする。

　百合原とメグミは口くち汚ぎたなく罵ののしり合いながら、制御タワーの外へと戦場を移していった。

「百合原!?」

『お待ち下さい、カザネ様』

　続けて飛び出だそうとした僕へ、無事だったアンドロイドの一体が話はなし掛けてきた。

　部屋の中の殆ほとんどの水晶電脳は砕けていたが、まだ活動可能なＡＩが残っていたらしい。

「なんだ？　急ぐんだけど？」

『こちらも急ぎです。申し訳ありませんがナンバー〇三〇〇七の攻こう撃げきのせいで、脱出手段の遠えん隔かく操作が不可能になりました。手動で用意をしてもらう必要があります』

「……百合原を放っておいて先に行け、とでも？」

　いささか不機嫌になったが、次の言葉を聞くとささやかな不快感など吹ふき飛とんだ。

『実は、用意していた自爆シーケンスも、誤作動を起こして実行中なのです』

「…………ちなみに、自爆ってのはどれくらいの規模？」

『東京シェルターの大電力を賄まかなうための大型潮ちよう汐せき炉ろが暴走します。レプリノイドの潮汐炉の数百倍のエネルギー生せい産さん炉ろです。東京シェルターは蒸発し、地上にも被ひ害がいが出ます』

「……カケラも幸がない……」

『ちなみに、自爆まであと八五三秒です』

「あと十四分!?」

　紛れもない悲鳴が口を突いて出た。

　――先に行け、カザネ。

　脳のう裏りに、百合原の声が響く。

　印刷機械の情報リンクで、すでに状じよう況きようは百合原も把は握あく済みだった。

　――私はこのメンヘラ女を始末してから行く。放っておいたら、何をするか分からん。

　視覚情報を取得する。

　シェルターの中心市街を縦じゆう横おう無む尽じんに、二体のレプリノイドが高速戦闘を行っている。

　メグミの右手のレールガンが火を噴ふく。ビル群に大穴が空き、道路がめくれ上がる。

　無人の都市が、瞬く間に壊かい滅めつしてゆく。百合原の言うとおり、彼女をそのままにしたらとんでもないことになるだろう。

「……分かった。待ってるからね」

　――当然だ。こんなメンヘラ女に殺されてたまるか。

「絶対だよ？　僕はもう百合原中毒なんだから、君がいないと禁断症しよう状じようで死ぬんだから」

　――そんなオブラートの包み方はいらん！

　近くにいたら殴っていただろう怒ど声せいを返し、百合原はレールガンを連射するメグミへ向かっていった。

『では、こちらへ』

　無事だったアンドロイドに従って制御タワーを飛び出す。

　百メートルほど離はなれた場所から、光とともに巨大な爆ばく発はつ音おんが響き渡わたった。

「……伝染体が攻せめ込む前に、あれだけで東京シェルターが壊滅しそうだ……」

　僕がそんなことを言ったからだろうか？

　僕らが降りてくるのに使ったエレベータシャフトの出入り口のあった辺りが大音量とともに破は壊かいされた。

　ずるりと這はい出でてきたのは、全長十メートルはある巨きよ人じんだった。

「……もう、来たのか……」

　伝染体が溶とけ合あった癒ゆ着ちやく体たい。モニター越ごしでなくこの目で確かく認にんしたが、嫌けん悪おをもたらす姿だった。

　のっぺりとした肌はだ色いろの表皮には、ところどころ癒着できなかった伝染体の名残なごりがあった。腕うでであったり脚あしであったり、あるいは哄笑で固まった顔であったり、だ。

　そして頭部には、黒い眼球と、そしてニタリと歪んだ巨大な哄笑が刻まれていた。

　――アハハハッハハハハハハハハハッ！

　――アハハハハハハハハハハハアッッッハハハハハハアアハハハッッハッッ!!

　巨大な哄笑が、耳みみ障ざわりな笑い声を轟とどろかす。

　癒着体は、さらに一体、また一体と、続々と東京シェルターへ侵しん入にゆうしてきた。

　侵入してきた合計七体の癒着体は、五体はさっきまで僕らが居た制御タワーへ、残り二体は何故か僕らと同じ方向へ向かって、巨きよ体たいで建物を蹴け散ちらしながら迫せまってきた。

「こっちに来るぞ!?」

『伝染体の目的は、あらゆるタンパク質をエプリオンで汚お染せんすることです。主目的は制御タワーの周囲に封ふう印いんされた伝染体を取り込むことでしょう。こちらに向かってきているのは……生産プラントには、当然ながらタンパク質合成工場がありますから、それが狙ねらいでしょう』

　アンドロイドと目指した先には、更さらに地下へと通じるトンネルがあった。

　なんとかいち早くトンネルに飛び込むことが出来たが、僕らに少し遅おくれて伝染体も突っ込んでくる。

　資材搬はん入にゆう用でスペースが在るのが災わざわいしたか、癒着体は這いずりながら僕らの後を追ってきた。

　――アハハハハッ！

　――アハハハハハハハハハハハッッ！

　哄笑を振り切きるようにスピードを速め、トンネルを抜けて生産プラント区画へ出る。

　ベルトコンベアや作業ロボが所ところ狭せましと並んでいたが、人間が絶えた為にどのラインも停止していた。

『この先です。この先の空気循じゆん環かんプラントの先が――』

　――ドズンッ。

　トンネルを抜け、癒着体が生産プラント区画へ這入はいってきた。

　四よつん這ばいでギョロギョロと黒い眼球を蠢うごめかしていた巨人は、僕とアンドロイドへ顔を向け、ニタリと哄笑した。

　――アハハハハハハハハハハハハッ！

「走れ！」

　アンドロイドを急せかして走る。

　癒着体は生産ラインの機材を蹴散らしながら僕らを追ってきた。まずは僕らを片付けようというらしい。

　空気循環プラントは、巨人の内臓のごとくパイプが頭上を覆おおうホールだった。

　僕は足を止め、ホールの中央で振り返った。

『カザネ様？』

「先に行け。どちらにせよ、時間稼かせぎはしないとならない……」

　幸か不幸か、循環プラントのホールは十メートルの巨人が立ち上がっても余よ裕ゆうのある広さだった。

　ホールに這入ってきた癒着体を睨み、僕は武器を構えた。

「自爆まであと八分を切ってる……準備を急いでくれ」

『……ご武運を』

　アンドロイドは循環プラントの先へ走って行った。

　手にしたナイフ型焼斬刀にエネルギーを注ぎ込み、僕は癒着体へと向かって行く。

　――アハハハハハハハハハハハッッッ！

「可笑おかしいか？　可笑しいよな」

　ナイフと拳銃で巨人に戦いを挑いどむ。自分自身でも笑ってしまうくらいの無む謀ぼうさだ。

　癒着体が、その巨大な腕を振るう。目の前に肌色の壁が生じた。

「くっ――」

　体勢を低くして、巨腕の下を掻い潜くぐる。

　僕の水晶電脳に保存されていた戦闘プログラムは、遊ゆう撃げき部隊寄りの機動データで占しめられていた。速度で撹こう乱らんするのが僕の得意戦闘で、何よりも攻こう撃げき力りよくが必要なこの場ではあまりに非力だった。

　それでも、左手の拳銃型シラクサの引き金を引き、癒着体の頭部をレーザーで貫つらぬく。

　びくんっ、と一いつ瞬しゆんだけ巨体を震わせたが、巨人はすぐに次の攻撃に移った。哄笑に歪む大おお顎あごを開き、僕を一呑みにしようと歯を剥むく。

「こ、のっ！」

　ガチリと閉じられた顎から飛び退のくものの、そこへビンタを放ってくる。

　何の変へん哲てつもないビンタだが、質量が段だん違ちがいだ。

　とっさに体を丸めて衝しよう撃げきを緩かん和わしようとしたが、ゴムボールのように弾はずんで床に叩たたきつけられる。

「がっ、あ……」

　金属骨格と珪素筋肉が衝撃を吸収してくれたが、たった一発で全身の組織がズタズタだった。ナノマシンが修復を開始する。

　――アハハハハッ！

　――アハハハハハハハハハハッ！

　哄笑を上げる癒着体。よろよろと立ち上がり、その醜しゆう悪あくな笑みを睨みつける。

「……面白おもしろいか？　そんなに面白いか……？」

　僕の顔にも笑みが浮うかぶ。ただし、哄笑ではない。

　浮かべるのは相手を挑発する嘲ちよう笑しようだ。

「……すぐに哂わらえなくさせてやる……！」

　ぎちり、と奥おく歯ばを噛み締め――飛び出す。

　つかの間、敵の哄笑が途と絶だえた。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　目にも留まらぬ――いや、生物の眼球ではけして捉とらえられない高速機動で、僕は癒着体のウスらデカい巨体を斬きり付つけた。

　さながらカマイタチになったように斬り付け、その巨体を支える足を蹴けり砕く。ただし、薬の代わりにくれてやるのはプラズマの刃だ。

　真っ黒な眼球に、肩まで埋まる勢いでナイフを捻ねじり込む。

　――アギャバハハハハハハッ!?

　哄笑になり切れなかった悲鳴じみた叫さけびが上がる。

　半はん狂きよう乱らんになったかのごとく暴れる癒着体に振り落おとされ、僕の身体は勢い良く壁へ投げ放たれる。

　が、無理やり空中で体勢を変え、足の裏で壁に着地する。

　ぎじぎじと身体全体から異音が響くが、斟しん酌しやくすることなく全力で跳ちよう躍やく。暴れ回る巨人の胸むな板いたへ、速力と筋力のすべてを注いだ拳こぶしを叩き込む。

　バギャッ！

　砕けたのは巨人の胸板か、それとも僕の拳か。

　だがそんな事を考えるよりも先に、着地するやいなや巨大な足首に斬り付ける。ナイフだけでは足りず、レーザーを捻り込むようにして無理やり断だん裂れつさせた。

　――アハッ!?

　巨人がどうっと、横よこ倒だおしになる。

　時間切れになる前に倒たおすべく、とにかく巨人の組織を焼き切ってゆく。

　現在の僕の戦せん闘とう力りよくは、単純明快、安全装置ブレーカーを切っただけのことだ。

　レプリノイドの心臓部、動力源である潮汐炉は事実上の永久機関。そこから汲くみ出されるエネルギーは膨ぼう大だいだ。高出力の熱量兵器を稼か働どうさせるほどに。

　そのエネルギーの大半を、今の僕は珪素筋肉に注ぎ込んでいる。動物の筋肉組織と違い、レプリノイドの珪素筋肉は注ぐ電力量でいくらでも張力を上げられる。

　むろん、限界を超えたエネルギーを注ぎ込まれた珪素筋肉は今この瞬しゆん間かんも断裂している。

　おそらくあと一分を待たずに動けなくなるだろう。

　だが、こうでもしないと一方的に叩き潰つぶされるだけだ。

　癒着体は一方的に焼かれていたが、体積と質量も桁けた違ちがいだった。僕がいくら焼き切ろうと、火傷やけど程度の痛つう痒ようしか与あたえられないでいた。

　失われた組織を無理やり補ほ填てんして立ち上がると、黒い眼球をぎょろぎょろと動かす。

　その眼球をもう一度潰つぶそうとするが、ヤツは自分から頭ず突つきを見み舞まって僕を弾はじき飛ばした。

　対応してきている。

　エプリオンに汚染された有機生命体は凄すさまじい勢いで変異し、その変異を選せん択たく的てきに身体構造へ反映させる。宇宙人のナノマシン兵器とすら嘯うそぶかれた所以ゆえんだ。

　僕は着地してすぐに反はん撃げきしようとし――

　――ゴキリッ。

　左足が折れ曲がって無様に転がった。

　限界を超える出力に、骨格の方が先に耐たえられなくなったらしい。

「ぐっ……」

　――アハハハッ！

　全身から煙けむりを上げる癒着体が、獣けもののように四つん這いになって僕を見下ろしていた。

　僕の頑がん張ばりを証明するように、その巨体は焦こげた肉を捨てて二回りほど縮んでいた。

　それでも、まだ手の平は僕の全身を叩き潰せるほどだし、哄笑に歪む大顎も僕を噛み砕くのに不自由はなさそうだった。

　――アハハハハハッハッ！

「……可笑しいか？　僕の足あ掻がく姿は、そんなに可笑しいか？」

　――アハハハハハハッハハハハハハハッッ!!

「……お前たちはいつも哂わらってるな？　何がそんなに可笑しい？　それとも勝かち誇ほこっているのか？　敗者を見下しているつもりか？　……なら、残念だったな」

　僕は、嘲笑った。

　挑ちよう発はつ的てきに、けして屈くつしないという意志を込め、やれるもんならやってみろ、と。

　醜みにくい哄こう笑しようへ嘲笑を返してやった。

「……お前の哂いは……まるで敗者の愛あい想そ笑わらいだ」

　――……アハハッ！

　僕の言葉を理解したワケでもあるまいが、癒着体はその巨大な顔の哄笑を深めた。その深めた哄笑をガバリと開き、動けぬ僕を飲み込もうと覆い被かぶさった。

「……もちろん、勝つのは僕だけど、ね」

　大口に向かって右手を突つき出す。手にしたナイフへ、ありったけのエネルギーを注ぎ込んだ。

　大電力を注ぎ込まれ、プラズマの刃が膨ふくれ上あがる。

　眩まばゆい光球が発生した。

　ほんの一瞬だけ生じた高エネルギーの塊かたまりは、その一瞬で僕の右みぎ腕うでと、癒着体の上半身とを跡あと形かたもなく焼しよう失しつさせた。

　膨れ上がった爆圧に押おされ、焼き焦げた僕の身体がごろごろと転がる。端はしまで転がり、壁に打ぶつかってようやく止まる。

「ぐ、ぐぐ……」

　壁に背を預けつつ上半身を起こすと、上半身を失った癒着体がバタバタと千切れたトカゲの尻尾しつぽのように暴れ回っていた。

　が、中ちゆう枢すう神経を喪そう失しつした巨体は、やがて生命活動を停止して動かなくなった。

「……ざまぁみろ」

　と、僕は嘲笑った。勝者の権利を行使した。

　――アハハッ！

　が、そんな僕を嘲笑い返すように、運命はさらに悪あく辣らつだった。

　ホールの入口から、もう一体の癒着体が姿を見せる。

「…………ちょっと酷ひどくないかな……」

　さすがに泣き言を言いたくなった。

　そんな僕に特大の哄笑を振り掛かけながら、もう一体の癒着体が近付いてくる。

「……ははっ！」

　かろうじて動く左手を持ち上げ、拳銃型シラクサの引き金を引く。

　細い光が巨体を貫く。だがそんなものは針に刺さされた程度のことらしく、癒着体はのしのしと余裕を持って近付いてくる。

「……こんな映画があったな」

　映画の題名は忘れたが、重じゆう傷しようを負った兵士が拳銃で戦車に対たい抗こうするシーンがあった。あの時の兵士の気持ちが、少しだけ理解できる。

　とことんまで追おい詰つめられると、人間というのはみっともなく命いのち乞ごいするより「最後まで戦ってやる」としか思えなくなるみたいだ。

「……ははっ。僕はやっぱり〝人間〟なのかな……」

　とうとう、レーザーを出力するエネルギーも切れた。

　ボロボロの身体を維い持じするエネルギーしか残されていない。余よ剰じようエネルギーをプールする組織も傷付いており、また安全機構が働いて意識が落ちそうだった。

　癒着体は、すでに数メートルの距きよ離りにまで近付いている。

「…………映画だと、そろそろ助けが入る頃ころだけど……」

　助けてくれそうな人物に心当たりはあるが、彼かの女じよはまだ上で戦闘中だ。

　せめて彼女だけでも助かって欲ほしいと、視線を上へ向けた。

「………………ははっ」

　最後の力をすべて注ぎ込み、左手を振り上げて役立たずの武器を頭上へ投げる。

　複雑に入り組んだパイプの一つに命中し、パイプに大穴が空いた。

　――アハハッ！

　八つ当たりみたいな僕の行動に、癒着体が哄笑する。

　――アハハハ……ハハハ…………ハ…………

　その哄笑が、徐じよ々じよに強こわ張ばってゆく。

　僕の目と鼻の先まで近づいて来た癒着体は、ドンッ、と倒れ伏ふした。びくんびくんと巨体を痙けい攣れんさせ、その表皮から血が吹き出しはじめる。

「……ここは空気循環プラントだ。だとしたら、アレがある。お前たちは窒ちつ息そく死しするんだろ？　どれだけ出で鱈たら目めに変性しようと、生物なら窒ちつ息そくもするし……その逆もまた然しかり、だ」

　――アハッ……アハ、ハ…………

「そう……酸素だよ」

　酸素は生物に必要不可欠な毒物だ。無くては生命を維持できないが、有り過ぎれば命を奪うばう劇薬でもある。

　僕が最後の力を振り絞しぼって開けたパイプの穴からは、高こう濃のう度どの酸素が漏もれ出していた。

　レプリノイド――珪素生命体である僕はなんともない。

　だが、有機生命体であるならば、高濃度の酸素に耐たえられない。

　癒着体は、全身の細さい胞ぼうを泡あわ立だたせて息絶えた。

「……最初に気付けばよかった……」

　右腕を失って傷だらけの身体を見下ろし、僕は思わず自じ嘲ちようした。

　――いや、よくやったぞ、カザネ。

　脳裏に、百合原の声が響いた。

　――少し休んでいろ。すぐに行く。

「……うん。待ってるよ……」

　僕は百合原との戦術情報リンクを維持したまま、ゆっくりと目を閉じた。
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　夢を見るように、僕は百合原の戦いを観みていた。

　シェルターの中央市街は、すでに爆ばく撃げきを受けたようにボロボロだ。地上の廃はい墟きよがまだマシに見える、徹てつ底てい的てきな破壊が荒れ狂った痕あとだった。

　その、無残な廃墟を、二つの影かげが高速で駆かけ抜けていく。

「この――クソ猫がっ！」

　すでに弾が切れたのだろう。メグミはレールガンを巨きよ大だいな鈍どん器きとして振り回まわしていた。

「にゃあと鳴けば満足か!?」

　巨大な鈍器を、百合原が焼斬刀で輪切りにする。

　弾はなくてもエネルギーは込められていたのだろう。輪切りになったレールガンが爆発して爆ばく煙えんが上がる。

　煙を裂さいて、二体のレプリノイドが飛び出してくる。

　左ひだり腕うでのガントレットの青白く輝かがやく〝ツメ〟を振り下おろすメグミ。

　百合原は駄だ目めになった焼斬刀を投げ捨て、背中に懸けん架かしていた新たな長刀を引ひき抜く。

　プラズマの余波が迸ほとばしり、周囲の瓦が礫れきを灼やく。

　数千度の熱量が篭こもった刃と〝ツメ〟が打ち合っては弾はじかれ、弾かれては打ち合う。

　周囲はすぐに灼しやく熱ねつ地じ獄ごくの様相を見せ始めた。

「あんたは！　あんたは！　あんたはぁぁああああああっ!!」

　メグミは微笑ほほえみを投げ捨て、歯を剥いて〝ツメ〟を振るう。

「あんたは！　後から出てきてカザネを……わたしの恋こい人びとを！」

「はっ！　何が〝恋人〟だっ!?　適当に振り分わけられた〝恋こい人びと役やく〟だろう？　当あて嵌はめられた役割を振り翳かざすのはな！　寝ねぼけた子供と変わらないんだよ！」

　メグミのガントレットを蹴り上げ、百合原は勢いを利用して体当たりを食くらわせる。

　防ぼう御ぎよも出来ず、メグミは大きく吹き飛ばされた。

「ぐっ――後から出てきた泥どろ棒ぼう猫ねこがぁ！」

「後出しジャンケンじゃないんだ。そんなに大事なら縛しばって閉じ込めておけ、阿あ呆ほうが！」

　ひょいと焼斬刀を放ほうると、逆握りにして大きく振りかぶって投とう擲てき。青白い刃が矢となってメグミを追つい撃げきした。

「なっ、めるなぁあっ！」

　ひゅん、と〝ツメ〟が伸のびた。

　ワイヤーだ。

　ガントレットから伸びたワイヤーが〝ツメ〟と繋つながっている。

　ワイヤーに繋がれた〝ツメ〟が迫ってくる焼斬刀を弾き飛ばす。

　メグミは〝ツメ〟を引き戻もどすと、その先せん端たんを揃そろえて百合原に向けた。

「ちっ――」

　百合原が飛び退いた直後、〝ツメ〟が彼女の居た位置を貫き灼き溶かした。

　あの〝ツメ〟は近接武器であるだけでなく、射出武器でもあったらしい。

　メグミは〝ツメ〟を引き戻して収納しながら、百合原に再接近していく。

「あんたはただ〝人間〟ってだけじゃない!?　ただ〝人間〟ってだけでカザネを攫さらって、カザネを誑たぶらかして……何様のつもりだぁああっ!?」

「知る、かっ！」

　射出されてきた〝ツメ〟を長刀を投げて弾きながら百合原が叫び返す。

「私が誘ゆう惑わくした事なんて一度もない！　あいつが勝手に私に惚ほれたんだ！　文句ならカザネに言え！」

「あんたがカザネの名前を呼ぶなぁあああっ!?」

　一ひと際きわ大きな瓦礫を掴つかみ上げ、怒声とともに投げ放つ。

　百合原は二振りの焼斬刀を構えて斬り捨すてる態勢をとったが、その前に瓦礫が無数の破は片へんになって降り注ぐ。

「なにっ!?」

　瓦礫を寸断したのは〝ツメ〟と、それに繋がったワイヤーだ。ワイヤー自体にもかなりの切断力が備わっているらしい。

　百合原の手にした焼斬刀が弾き飛ばされ、一瞬だけ無手となった彼女へメグミの盾たてのようなガントレットが迫る。

　シールドバッシュに似た体当たりを喰くらい、今度は百合原が吹き飛ばされた。

　焼け焦げた瓦礫を巻き上げ、百合原の身体が何度もバウンドしながら転がってゆく。

「ぐっ――だらぁあああ！」

　腰こしに装備した焼斬刀を突き立たてて慣性を殺す百合原。

　ようやく勢いが削そがれ、彼女は舌打ちしながら立ち上がった。

「……人間。人間がなんだって言うのよ……」

　じりじりと空気を焼く〝ツメ〟を揺ゆらし、メグミが百合原を睨にらんでニヤリと嗤わらった。

「でも、わたしも〝人間〟だわ。だって、こんなにカザネを愛しているんだもの。こんなに狂くるおしいくらい愛しているんだもの！　カザネのためなら狂えるのだもの！」

　――僕が、彼女を狂わせてしまったのだろうか？

　ちくりと、罪悪感が湧わいた。

　僕はメグミが恐こわかった。記き憶おくも確信もない、いつの間にか隣となりにいた〝恋人〟が恐かった。

　けど、もう少しマシな付き合い方があったのではないだろうか……？

「これでわたしもあんたと同等よ。いえ、わたしの方が上だわ！　だってわたしは、こんなにカザネを愛しているのだもの!!」

『――あなたは〝人間〟ではありません、ナンバー〇三〇〇七』

　瓦礫の中から、壊れかけのお掃除ロボットテントウムシが出てきた。

　他にも、理事長と同じ型のアンドロイドや、ひび割れたモニター。音声を出力できる機械たちが、いっせいに声を上げた。

『あなたは〝人間〟ではない――』

『狂えるのが〝人間〟の証あかしだとお前は言う――』

『だが、狂うのは〝人間〟だけではない――』

『人は狂う――』

『だが、機械も狂う――』

『人が狂うように機械も狂う――』

『そして、人が人を愛するように――』

『機械も人を愛する――』

『ナンバー〇三〇〇七――』

『お前は〝人間〟ではな――』

「五月蝿うるさい！」

　ワイヤーが舞まった。〝ツメ〟が閃ひらめいた。

　斬ざん撃げきの嵐あらしが、機械という機械を微み塵じん切ぎりにした。

「五月蝿い！　煩うるさい！　うるさいっっ!!　わたしを番号なんかで呼ぶな！　わたしは七堂メグミだ！　六方カザネの〝恋人〟の七堂メグミだ！　わたしを番号で呼ぶな！」

「――憐あわれだな、お前」

　斬撃の嵐に、剣けん戟げきの風が打ぶつかってゆく。

　ワイヤーと〝ツメ〟の荒あれ狂う暴ぼう風ふう圏けんを刃の嵐らん舞ぶで切り裂きながら、百合原がメグミへ一歩一歩近付いてゆく。

「……お前、全部他人任せだな？　誰かの〝恋人〟だから、それがどうした？　〝人間〟だから、それがどうした？　お前は〝何〟だ？　お前は〝何者〟だ？」

「わ、わたし、は……」

「お前は幸せだな。何も悩なやまないんだからな。悩む前に縋すがれるものがあるんだからな。だが、カザネは縋らなかったぞ？　カザネは悩んだぞ？　お前はどうだ？　悩んだか？　考えたか？　何か一つでも、自分自身で出した答えがあるのか？」

「う、うるさい！　うるさいうるさいうるさい！」

「お前はカザネに〝恋人〟以上の何かを与えようとしたか？　与えられた関係に胡座あぐらをかいていただけだろうが。そんな怠なまけ者ものが嘲笑わらうな！　不ふ愉ゆ快かいだ！」

　――もしかして、慰なぐさめてくれてるの？

　――なわけあるかバカ。気に入らないだけだ。

　情報リンクで刹せつ那なに交かわされた会話は、実に素っ気ないものだった。

　だが、僕もまた、メグミを憐れに思った。

　凛りんとした、強い意思の少女だと思っていた。そんな彼女の横顔を、心地ここち好よいと感じたこともあった。

　だが、それももしかしたら与えられた――演じられたものに過ぎなかったのだろうか？

「お前は偽にせ物もので満足した。何一つ、自分自身で〝本物〟にしようとしなかった――紛い物レプリノイドなんだよ、お前」

「うるさぁぁぁああああああああああぁぁぁぁぁぁぁあああああいいいいっっ!!」

　メグミのガントレットの装そう甲こうが音を立ててはじけ飛んだ。装甲の下には、まるでミサイルランチャーのように無数の〝ツメ〟が装そう填てんされていた。

　これまでの二倍三倍の〝ツメ〟が荒れ狂う。

　百合原の手にある焼斬刀が二振りとも砕くだけ散ちる。

　もう百合原に残された得物はただ一本のみとなってしまった。

「消えろ！　消えて無くなれクソ女っ！」

　もはや暴風や嵐ではなく、壁の如き濃のう密みつな斬撃が百合原を襲おそう。

　ただ一ひと振ふりとなった焼斬刀を抜ぬき放つや、百合原は大した力を入れた風のない、斬撃とも言えぬ軽かろやかな一刀を放った。

　――バチッ。

　百合原の焼斬刀が〝ツメ〟のひとつを弾き返かえす。

　弾かれた〝ツメ〟は別の〝ツメ〟のワイヤーを断たち切り、断ち切られたワイヤーが別のワイヤーを絡からめ取とり、逸それた〝ツメ〟が別の〝ツメ〟を弾き――百合原の周囲にだけ、斬撃の壁にぽっかりと穴が空いて通り過ぎた。

「なっ――」

「年季が違ちがうんだよ、考え続けた年季が」

　ニッと口くちの端はしを吊つり上げて嘲笑い、百合原はメグミの眼前に躍おどり出た。

　メグミは慌あわててガントレットを掲かかげるが、装甲を外してもはや防具の体ていを成していない。百合原の焼斬刀が叩き込まれるや、エネルギー回路が破壊されて弾け飛んだ。

「あ、ああっ！」

「じゃあな、木偶でく女おんな」

　くるりと黒くろ髪かみを棚たな引びかせ、百合原の渾こん身しんの回し蹴げりがメグミを捉える。

　ガントレットも〝ツメ〟も失ったメグミは瓦礫を蹴散らしながら吹っ飛び、焔ほのおと煙の向こうへと消えていった。

　――いいの？

「私が手を下すまでもない。運が良ければ生き残れるかもな……生きる意志があれば、だが」

　百合原は皮肉げに嘲笑って肩かたを竦すくめ、哄笑を上げる癒着体を横目にその場を後にした。




６




「……酷ひどい有様だな」

　空気循環プラントにやってきた百合原は、僕ぼくを見下ろして鼻を鳴らした。

「……ちょっとは労ねぎらってほしいんだけどな……」

　僕は苦く笑しようしつつ彼女を見上げた。

　百合原の嘲笑いに安心してしまうあたり、僕の中毒ぶりもかなりのものだ。

「……何考えてるんだ」

　嘲笑いを引っ込めて不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを曲げ、百合原はいささか乱暴に僕の肩を掴み上げた。

「いたた……もっと優やさしく……」

「黙だまってろ、バカ」

　唇を尖とがらせ、百合原はずんずん歩いて僕を引き摺ずってゆく。

　僕が苦笑を深めると、百合原はさらに唇を尖らせて不ふ貞て腐くされた。

「……これ、か」

　空気循環プラントの奥おくにあったのは、ロケットの打ち上げ場だった。

　すでに準備を整えて発射直前なのだろう。気化した冷れい却きやく液えきがもうもうと煙を上げていた。

『準備は整っています』

　乗り込み口へ続く桟さん橋ばしの先に、二階堂理事長と同じ顔のアンドロイドが待ち受けていた。

『自じ爆ばくまであと三分を切っています。どうぞ、お早く』

「……貴様はどうする？」

『ワタシは東京シェルターの統合管理運営ＡＩです。あなた方を送り出だせば、役目を終えます』

「…………」

　百合原は、彼女には珍めずらしく、殊しゆ勝しような顔をしていた。

　嫌いや味みも文句もあるだろうが、百年以上東京シェルターを守ってきたＡＩには複雑な思いがあるのだろう。ある意味、彼女たちは戦友同士なのだ。

「……ロケットの行き先は？」

『ひとまず衛星軌き道どうに上げます。そこから後は、あなた方の自由です。そのまま人工衛星として回り続けるのも、地上の何処どこかで隠いん棲せいするのも、他のシェルターと接せつ触しよくするのも、あなた方の自由です』

「投なげ遣やりだな」

『あなた方はもう〝人間〟です。己おのれの意思で歩けますし、そうするべきです』

「……最後まで人にん間げん臭くさいＡＩだ」

　百合原は鼻を鳴らして皮肉げに嘲笑った。

『お褒ほめいただき光栄です』

　ニコリと笑って、アンドロイドは桟橋から離れていった。

　僕と百合原はロケットへ乗り込む。

　百合原は僕をシートに座すわらせてベルトを締めてくれた。

「ありがとう」

「ふん」

　百合原も座ると、すぐにカウントダウンがはじまる。

　僕は、顔のすぐ横にあった窓に目をやった。

　収納された桟橋の袂たもとに、笑え顔がおを浮かべたアンドロイドが立っていた。

　――点火。

　頭上の隔かく壁へきが一いつ斉せいに開き、発射場が噴ふん煙えんで覆われる。アンドロイドの姿はすぐに見えなくなった。

「っ……」

「くっ……」

　振しん動どう、上じよう昇しよう。

　ロケットはすぐ地上に飛び出した。

　離はなれゆく地上には、白く凍こごえた廃墟が広がっていた。

　さらに上昇。

　地上に永久の冬をもたらす人工雲へと突とつ入にゆうした。黒雲の谷間に、幾いくつもの稲いな妻ずまが迸っているのが見えた。

　さらに、上昇。

　雲を抜けると――青い空が広がっていた。

　ああ、と感動の声が漏れた。

　首を回すと、百合原が窓の外を目を細めて凝ぎよう視ししていた。

　上昇が、徐々に緩ゆるやかになった。

　燃料タンクと上昇ロケットを切り離し、僕らが乗り込んだペイロードは青空から星空の領域へと踏ふみ入った。身体がふわりと重さを失う。

「……まさか、宇宙、とは」

　シートから浮かび上がった百合原が、皮肉っぽく嘲笑いながら窓を覗のぞき込んでいた。

　僕も、片手で何とかベルトを外して彼女の横から窓を覗き込む。

　眼下には、灰色に烟けむる大地が広がっていた。

「……青くない、ね」

「そうだな」

　僕と百合原は、言葉もなく、じっと陰いん鬱うつな雲を眺ながめていた。

　どれほど見つめ続けただろう。

　長くも短い沈ちん黙もくの後、百合原がふわりと僕に向き直った。

「さて……何処どこへ行く？」

「何処へでも」

　と、僕は答えた。

「百合原の行くところが、僕の行くところだよ」

「……お前は、また」

　百合原は反射的に腕うでを振ふり上げた。

　僕は頭を押さえた。

　が、なかなか衝撃はやってこない。

　顔をあげると、百合原は振り上げた拳を彷徨さまよわせながら、これまで見たこともない曖あい昧まい模も糊ことした表情をしていた。

「……百合原？」

「……カザネ。お前、殴なぐられるのは嫌いやだな？」

「そりゃ、そうだよ」

「そうか。嘲笑われるのが大好きな変態でも、殴られるのは嫌か」

　うんうんと頷うなずき、百合原は微び妙みように僕の顔から逸それた位置を眺めながら、

「……なら、私をちゃんと名前で呼ぶのなら、殴らないでおいてやろう」

　と、言った。

「…………分かったよ、ハルカ」

　苦笑を堪こらえて名前を呼んだが、どうやら堪えきれていなかったらしい。

　百合原――ハルカは、不機嫌そうに鼻を鳴らして口の端を皮肉げに吊り上げた。

「ふん……言われなければこの程度のことも出来ないのだから、とんだヘタレ野や郎ろうだな」

　じとりと目を細めて、百合原は嘲笑った。

　その挑発的で強気な笑えみに、僕もまた皮肉っぽく笑った。

「そうだね、ハルカ。ハルカの言う通りだよ」

「……ふんっ」

　繰くり返し名前を呼ぶと、ハルカは不貞腐れたように顔を逸らして窓へ目をやった。

　僕も同じ方を向く。

　眼下には、陰鬱な灰色に染まった惑わく星せいがあった。

　けど、きっと、僕らはまたあそこに戻るだろう。

　星空そらと青空そらの狭はざ間まで、僕らは変わり果てた僕らの故郷を眺め続けていた。







THE REPLI-NO-ID〈The Season of Blossom〉closed.
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終章　桜の季節







　東京シェルターの自爆は、さながら直下型地じ震しんのように地上の東京廃墟を襲おそった。

　潮ちよう汐せき炉ろ――重力の揺らぎによって生じる、刹せつ那な以下の寿じゆ命みようしかないマイクロブラックホールをトラップする疑ぎ似じ縮退炉――を暴走させた自爆は、シェルターに侵しん入にゆうした癒ゆ着ちやく体たいや、封ふう印いん処理された伝でん染せん体たいを一いつ瞬しゆんで蒸発させ、甚じん大だい極きわまる衝しよう撃げき波はを関東平野全体へ伝でん播ぱさせた。

　凍えた廃墟は、今度こそあらゆる輪りん郭かくを失って、もとの建物の形を予想することも出来ない完全な崩ほう壊かいを遂とげていた。

　かつて『学校』と呼ばれた東京シェルターの地上防衛施し設せつも、ドームは崩くずれ落ち、校舎は見る影もない瓦礫の山と化していた。

　伝染体もレプリノイドも絶えた地上には、生命どころか動くものとて存在しない。

　存在しない、はずのその地上で。

　瓦礫が崩れ、その下から何かが這はい出した。

　二に階かい堂どうイツキ――それと瓜うり二ふたつの外見を持つアンドロイドの一体だった。

　いや、彼女も『二階堂イツキ』なのだ。東京シェルターに存在するアンドロイドは、シェルター統合管理運営ＡＩによって並列運用されていた。限定的ながら統合管理運営ＡＩをダウンロードされたこの個体は、最後の『二階堂イツキ』であった。

　ぼろぼろのアンドロイドは、隻せき腕わんとなった右手を持ち上げ、這い出でてきた穴からもう一人分の人型を引き摺り出した。

「う、うう……」

　レプリノイド・ナンバー〇三〇〇七……あるいは七しち堂どうメグミと呼ばれた少女だ。

　アンドロイド――イツキは、メグミを無造作に放り投げる。

　瓦礫の山から転げ落ちたメグミは、呻うめきながら立ち上がってイツキを見上げた。

「……いったい、どうして……」

『お前が〝人間〟か〝狂くるった機械〟かは定かでない』

　最後のイツキは、突き放はなすようにメグミに告げた。

『〝人間〟でも〝機械〟でもないお前に、東京シェルターと運命を共にする権利はない。その権利は、役目を全まつとうした〝機械〟にのみ許された特権だ』

「…………」

　メグミの顔がくしゃりと歪ゆがんだ。

　彼女は、助けられたわけではなかった。

〝人間〟を送り出した東京シェルター統合管理運営ＡＩにとって、メグミはすでに庇ひ護ご対象でも排はい除じよ対象でもない。ただ、それだけのこと。

　メグミは、放り出されたのだ。

「…………」

　メグミはよろよろと立ち上がり、瓦礫の隙すき間まをふらふら歩きはじめた。

　去ってゆく〝人間〟でも〝機械〟でもない少女を、イツキはじっと見送った。

　彼女の姿が瓦礫の向こうに消えて、イツキはその壊こわれかけの躯く体たいをきりきりと軋きしませた。

　すでに統合管理運営ＡＩの本体である巨きよ大だい水すい晶しよう電脳も消失し、このアンドロイドもじきに活動を停止する。『二階堂イツキ』を名乗り、百年以上も〝人間〟の復活を待ち続けたＡＩも、それによって完全に消失する。

　二階堂イツキの思考の欠片かけらは、停止寸前のアンドロイドを歩かせた。

　とくに何か目的があるワケではない。

　なんとなく、だ。

『…………』

　二階堂イツキと名乗ってきた人工知能の欠片は、これまでの百年の歳さい月げつの記録を閲えつ覧らんした。人間なら『走そう馬ま灯とう』と呼ぶべき行こう為いだ。この躯体にダウンロードされたデータはほんの一部だが、それでも膨ぼう大だいで、なおかつ味気のない記録だった。

　何の成果も得られない、繰り返しの歳月。人間なら発はつ狂きようして自殺しているであろう不毛な月日。人工知能であるからこそ耐えられた日々。

　それももうじき、あと数分で幕を閉じる。

『………………？』

　不意に、ひらり、と。

　灰色と白色しかない世界に、鮮あざやかな色が舞った。

　すでにノイズ混じりの視界で、イツキは躯体を上向かせた。

『……………………』

『学校』に植林されていた、無数の植物。

　奇き跡せき的てきに原形を止とどめた樹きの枝に、ちらほらと花が咲さいていた。

　桜だ。

　桜の花だった。

　環かん境きようが激変して、保存用マイクロマシンが誤作動を起こしたのか。

　理由は分からない。

　陰鬱な灰色の空の下、淡あわく色づいた桜の花が咲いていた。

『…………』

　長い、永い年月だった。代かわり映ばえのしない『学校』で行われる、不毛なループ。〝人間性〟を失ったレプリノイドたちを〝人間〟に戻す為ための、人工知能でさえ気の遠くなる作業。

　それをやり遂げたのだと、二階堂イツキは悟さとった。

〝人間〟は、この『学校』を巣立っていった。

　この『学校』は、無む駄だではなかったのだ。

『………………どうか、あなた方の旅路に幸さちあらんことを……』

　やがて、桜の花が寒さに吹ふかれて散り始める頃。

　百年の孤こ独どくに耐え抜いた人工知能は、静かにすべての役目を全うした。
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独白烏のモノローグ







　はい、というワケで僕のフェチの結晶である『桜色のレプリカ』第二巻でした！

　可愛い女の子に「ハッ！」と鼻で嗤わらわれて見下されるとか、想像するだけでドキドキしない？

　ここまで『笑う』じゃなくて『嗤う』と表現されたヒロインはなかなかいないんじゃないでしょうか。

　これが某有名ロボット作品なら、名台詞も台無しですよ。

「どんな顔をすればいいのか分からないの」

「嗤えばいいと思うよ」

　とか、字面が不吉過ぎる！

　まぁ、僕の作品を読んだことのある読者さんなら、作者の悪女好きはけっこう納得して頂いただけるのではないかと思うのですが、今回はガチです。あれ、本当に楽しんでるんですよ。主人公が嫌がったり苦い顔したりするのを。

　性悪ですねぇ。

　根性悪ですねぇ。

　ストレスフルな昨今では、もしかしたら流行に逆行しているのかもしれません。だだ甘なお姉さんや尽くしてくれる大和やまと撫子なでしこ、癒し系のヒロインが、今の世相で求められているヒロインなのかもしれません。

　けれど毒舌ヒロインや、男を弄もてあそぶ悪女なヒロインが、僕はたまらなく好きなのです。

　むしろこんな時代だからこそ、男に活かつを入れてくれる強したたかなヒロインもまた、求められて然るべきなのではないでしょうか？

　……というか、みんな好きでしょ？

「なに、その貧相なものは？」

　と見下した目付きで嗤いつつも、黒ストでデコレートされたパンツちゃんと見せてくれるヒロインとか（笑）




　一巻かけてようやく見つかった本作の『本当のヒロイン』ですが、まさかこんな性格だったとは誰も思わなかったんじゃないでしょうか？

　でも、本作における『本当のヒロイン』がそんな彼女であった理由も、最後まで読んで頂けたなら納得してもらえたのではないでしょうか。

〝人間〟なんて、簡単に壊れてしまう儚はかないものです。

　心という儚いものは、ちょっとした刺激で歪いびつなものになってしまいます。それを癒いやすことは出来ても、取り戻すことは容よう易いではありません。トラウマが軽くなったとしても残り続けるように、人間の心は複雑なだけ脆もろさを抱えています。

　むしろ、人間という生き物は、心という簡単に壊れてしまうものを常に守って生きているのではないかとすら思えます。何もしなければバラバラになってしまうものを、日々どうにかこうにか一ひと纏まとめにして過ごしている。

　心というのは本来、壊れるのが当たり前の代物なのではないでしょうか？

　なら、一度壊れた心を取り戻せるとしたら、それは筋金入りの意地っ張り、前代未聞の負けず嫌いなのでしょう。

　そんな人物に似合うのは、仏のような微笑ほほえみでも、無邪気な笑みでもなく、ふてぶてしくも人を食った皮肉な笑顔だと思うのです。かかって来いと挑発的にせせら笑っているのが、本作の『本当のヒロイン』が浮かべるべき表情だと思うのです。

　ほら、嘲ちよう笑しようと見下し顔が何よりも似合うヒロインでしょう？

　本年度の『嘲笑が似合うドＳヒロイン』の座はもらったようなものです（笑）




　そんな『本当のヒロイン』の登場で割りを食ってしまった元祖ヒロイン（？）も居たりしますが、しょうがないんです。

　だって著者ってば、『口の悪い女の子にケツを蹴け飛とばされる』のが好きな一方で、『いじらしい女の子が堕おちてゆく』のも大好きなんですから。

　両方やらなきゃいけないのが小説書きのツライところだぜ……

　というか、「まだまだ堕とせたんじゃないか？」と、鬼き畜ちくなことを考えてたりもします。もっともっと堕ちブレて自じ暴ぼう自じ棄きになって、淫乱ピンクからエロ枠を分捕るくらいしてもらっても良かったんじゃあるまいか？

　彼女は、堕ちてこそ輝くんですよ。

　むしろ、彼女は堕ちなくてはならないキャラだったのです。

　ヒロインとは、どん底から這い上がってこそのヒロイン。なのに彼女はまだ歩き出してすらいなかったのです。ならば、堕ちるのは自明の理。

　醜みにくさ汚さを持たない、キレイなだけの〝人間〟なんているはずがありません。

　彼女は最後の最後でようやく、『本当のヒロイン』になる資格を得たのです。




　本作のウリ文句である『ヒロイン捜そう索さく型かた学がく園えんラブコメ』は、この作品をうまくカモフラージュするために考案されたものですが、最後までたどり着いてみればこれ以上ない表現です。考え出したのは編集のあしがらさんですが、出しゆつ色しよくの出来だと思います。

　ヒロイン捜索型学園ラブコメ『桜色のレプリカ』、お楽しみ頂けたでしょうか？

　一巻二巻同時刊行という初めての試みでしたが、その形態を十二分に活用できた作品に仕上がったと思います。

　一巻まるごと立ち読みもかなり挑戦的な企画でしたが、ご好評いただいたようでホッとしました。

　先行受け付けでお名前募集した協力者さま、ご参加ありがとうございます。皆様のお名前はちゃんと記載されているでしょうか？　いち早く作品を手にとって頂いた皆様のお名前を心に刻み、これからも皆様の心の本ほん棚だなに残ってゆくに値する物語を送り出してゆきたいと思います。

　イラストレーターの町村さんも「表紙を描くの楽しかったので、次も二巻同時か二巻連続でいきましょう」と言って下さっているで、応援いただけたなら、またガッツリ読んでもらえる物語、並べて楽しめる作品に仕上げて行きたいと思っています。

　それでは、また新しい『物語』でお会いしましょう。




二〇一七年仲夏　翅はね田た大だい介すけ
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